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平成２９年度  高崎市公民館事業 構想図

「心豊かな活力ある人づくり・地域づくり」 

～地域の特色を活かした事業の企画と展開を通して～ 

各公民館における基本方針・重点施策 

キーワード 

『チャレンジ』 

・子どもや親子の課題体験教室 

・日本文化や外国文化の理解講座 

・情報社会への対応教室 

・地域伝統文化継承教室 

・能力開発や職業意識の高揚講座 

キーワード 

『地域づくり』 

・地域の伝統や文化の発展支援事業 

・地域活動ボランティア養成事業 

キーワード 

『心豊かな 

子どもの育成』 

・図書読み聞かせ事業 

・図書貸出し事業 

・図書ボランティア研修会 

キーワード 

『課題解決』 

・子育て支援・家庭教育充実事業 

・少年少女体験活動支援事業 

・社会課題を考える事業 

○事業の相互関連 

○諸団体・関係機関との連携 

地域の実態 

地域の特色  地域の課題  住民の願い  公民館の願い 



◇　中央公民館事業実績

平成２８年度の事業実績　２９講座 回数 参加者数 平成２９年度の事業実績　３２講座 回数 参加者数

・子育て支援家庭教育充実 ・子育て支援家庭教育充実

「子育て支援フォーラム」 1 47 「子育て支援フォーラム」 1 19

 「パパママ講座（パパは調理、ママは健康学習）」 1 19  「パパママ講座（パパは調理、ママは健康学習）」 1 26

「もっとパパを楽しもう　親子で自然体験」 1 22 「もっとパパを楽しもう　親子で自然体験」 1 30

「孫育て講座」 2 35 「孫育て講座」 4 73

・少年少女体験活動支援 ・少年少女体験活動支援

「みんな集まれ公民館」 1 10 「夏休み　ふれんどりータイム」 1 23

「わくわく探検隊　チャレンジャー」 1 19 「わくわく探検隊　チャレンジャー」 1 20

「子どもは小さな芸術家」 2 49 「子どもは小さな芸術家」 2 30

・社会課題を考える ・社会課題を考える

「高崎経済大学連携公開講座」 5 312

「地域ぐるみの防災講座」 4 103 「地域ぐるみの防災講座」 4 119

「市民公開講座」 3 182 「市民公開講座」 3 139

「がんばり過ぎない家庭介護講座」 4 23 「がんばり過ぎない家庭介護講座」 4 49

「高校生のための社会教育講座」 1 14 「高校生のための社会教育講座」 1 16

「心豊かな地域づくりのための懇談会」 1 84 「心豊かな地域づくりのための懇談会」 1 81

「目指せｱｸﾃｨﾌﾞｼﾆｱ　のばそう健康寿命」 4 81 「目指せｱｸﾃｨﾌﾞｼﾆｱ　のばそう健康寿命」 実施中

計 26 688 計 29 937

・子どもや親子の課題体験教室 ・子どもや親子の課題体験教室

「孫といっしょに凧づくり」 1 23

・日本文化や外国文化の理解 ・日本文化や外国文化の理解

「たかさき再発見講座」 6 732 「たかさき再発見講座」 6 557

「歩いて再発見！古代の高崎｣ 2 44 「歩いて再発見！古代の高崎｣ 1 36

「古文書入門講座」 4 405

･地域伝統文化の継承 ･地域伝統文化の継承

「新伝統食伝承講座」 4 99 「新伝統食伝承講座」 4 93

・能力開発や職業意識の高揚 ・能力開発や職業意識の高揚

「初めての男性料理教室」 4 91 「初めての男性料理教室」 4 82

「はじめての気象学　天気講座｣ 4 100 「空のしくみを学ぶ　天気講座｣ 4 108

「要約筆記と筆談講座｣ 1 22 「要約筆記と筆談講座｣ 1 19

「終活講座　未来への準備」 4 131

「やさしく学ぶ地震と火山講座｣ 4 124

計 29 1343 計 25 1323

１　学習機会の提供

ライフアップ推進事業　１３講座 ライフアップ推進事業　１４講座

キャリアデザイン支援事業　８講座 キャリアデザイン支援事業　８講座
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・活動ボランティア養成 ・活動ボランティア養成

 「ホワイトボード・ミーティング 入門セミナー」 1 20

「あなたを活かすシニア講座」 4 123 「あなたを活かすシニア講座」 4 107

「リーダー研修会」 1 92 「リーダー研修会」 1 91

計 5 215 計 6 218

・図書ボランティア講習 ・図書ボランティア講習

「はじめての読み聞かせボランティア講座」 6 346 「はじめての読み聞かせボランティア講座」 4 268

「図書ボランティア育成講座
　ﾊﾟﾈﾙｼｱﾀｰ＆ﾌﾞﾗｯｸｼｱﾀｰ講座」

3 55
「図書ボランティア育成講座

子どもたちに語り伝える民話講座」
5 117

「図書ボランティア育成講座
　わらべうたと昔あそび講座」

3 64
「図書ボランティア育成講座
　魅力ある図書室づくり講座」

1 24

「図書ボランティア育成講座
　人形劇とちょこっと手品講座」

3 33
「図書ボランティア育成講座

知って安心　読み聞かせ著作権講座」
1 11

「図書ボランティア育成講座
　くるくるからくり絵本講座」

2 29
「図書ボランティア育成講座
　誰でもできる　人形劇講座」

3 50

「図書ボランティア育成講座
　読み聞かせレベルアップ講座」

3 65

計 17 527 計 17 535

・なやみごと相談 ・なやみごと相談

「なやみごと相談事業」 「なやみごと相談事業」

総　　計 77 2773 総　　計 77 3013

図書ボランティア活動支援事業　５講座

なやみごと相談事業　

図書ボランティア活動支援事業　６講座

なやみごと相談事業　

地域づくり支援・ボランティア養成　２講座 地域づくり支援・ボランティア養成　３講座
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「歩いて再発見」
（文化財保護課多胡碑記念館・埋蔵文化財担当）

「歩いて再発見」
（上野国分寺館、かみつけの里博物館）

 図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育成講座
「くるくるからくり絵本講座」

（六郷よみきかせの会）

「高崎経済大学連携公開講座｣
（高崎経済大学）

「親子で自然体験」
　（NPO法人CCC自然･文化創造工場）
　（観音山キャンプパーク･ジョイナス）

「親子で自然体験」
　（NPO法人CCC自然･文化創造工場）
　（観音山キャンプパーク･ジョイナス）

「地域ぐるみの防災講座」
　（NPO法人わんだふる･日本防災士会群馬県支部）

「地域ぐるみの防災講座」
　（NPO法人わんだふる･日本防災士会群馬県支部）

「みんな集まれ公民館」
（はあとふるアドベンチャーぐんま）

「夏休み　ふれんどりータイム」
（はあとふるアドベンチャーぐんま）

「高校生のための社会教育講座」
（NPO法人キャリア倶楽部）

「高校生のための社会教育講座」
（NPO法人キャリア倶楽部）

「たかさき再発見」
（文化財保護課多胡碑記念館）

「たかさき再発見」
（市歴史民俗資料館、県埋蔵文化財調査事業団）

「市民公開講座｣
（立正大学）

「市民公開講座｣
（立正大学）

「がんばり過ぎない家庭介護講座」
（老人ホーム希望館）

「がんばり過ぎない家庭介護講座」
（小規模特別養護老人ホーム双樹園、NPO法人日

本フードコーディネーター協会）

２　学校･団体･NPO等との連携

平成２８年度の事業実績　１７講座 平成２９年度の事業実績　１７講座

「子育て支援フォーラム」（社会教育課）
（社会教育ボランティア･ふれあいの会）

「子育て支援フォーラム」（社会教育課）
（社会教育ボランティア･ふれあいの会）

「チャレンジャー」
　（NPO法人CCC自然･文化創造工場）
　（観音山キャンプパーク･ジョイナス）

「チャレンジャー」
　（NPO法人CCC自然･文化創造工場）
　（観音山キャンプパーク･ジョイナス）

「要約筆記と筆談講座」
（群馬県要約筆記会）

「要約筆記と筆談講座」
（群馬県要約筆記会）

「リーダー研修会」
（NPO法人ひこばえ）

「あなたを活かすシニア講座」
（NPO法人キャリア倶楽部）

「あなたを活かすシニア講座」
（NPO法人キャリア倶楽部）

「男性料理教室」
（料理を楽しむ男の会）

「男性料理教室」
（料理を楽しむ男の会）

「初心者のための古文書入門講座」
（群馬県立文書館）

「なやみごと相談事業」
（高崎カウンセリング協会）

「なやみごと相談事業」
（高崎カウンセリング協会）

 図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育成講座
「ﾊﾟﾈﾙｼｱﾀｰ＆ﾌﾞﾗｯｸｼｱﾀｰ講座｣

（六郷よみきかせの会）

「終活講座　未来への準備」
（NPOわんだふる）
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・館長研修会
(第38回全国公民館研究集会神奈川大会
第57回関東甲信越静公民館研究大会全体会）

・主事研修会(ブロック別課題研修)
・公民館職員研修

・館長研修会
(栃木県栃木市西方公民館（平成27年度　第68回

　文部科学省優良公民館表彰館））
・公民館職員研修

・新任職員研修会
　「公民館の運営について」

・群馬県公民館連合会総会･研修会
　「地方創生の時代に思う地域創生
　　～公民館活性化の視点から考える～｣
　（一般社団法人全国社会教育委員連合
　　常務理事　坂本　登　氏）

・第39回全国公民館研究集会
　第58回関東甲信越静公民館研究大会
　群馬大会

テーマ「おいでよ公民館　～地域に根づいた、
　　　　　開かれた公民館をめざして～」
　基調講演「生涯学習・社会教育・公民館
　　　　　　―期待と現実と展望と―」
　（青山学院大学教育人間科学部
　　教授　鈴木 眞理　氏）

　分科会　１０分科会有り
　　第８分科会　環境学習と公民館
　　テーマ
　「絶滅危惧種『ミヤマシジミ』の生息環境保護
　　活動　～小・中学校と連携した、郷土愛を育
　　む地域づくり～」　（高崎市倉渕公民館）

・群馬県公民館研究集会兼公運審部会全体
　研修会兼西部ブロック公民館研修会

テーマ「地域に根差した公民館の役割に
　　　　　ついて語ろう」

　事例発表（富岡市立東富岡公民館）

　分科会　公運審部会
　　　　　公民館長部会
　　　　　公民館主事部会

・第1回高崎市社会教育等関係職員研修会
　兼西部地区社会教育行政職員研修会
　講演「地域人材の育成・活用」
　（千葉県佐倉市教育委員会
　　松橋　義巳　氏）

・第2回高崎市社会教育等関係職員研修会
　講演「歴史博物館の施設運営について」
　（群馬県立歴史博物館
　　教育普及係長　深澤　敦仁　氏）

・高崎市社会教育等関係職員研修会
①講演｢地域の素材・特色を生かした
　　　コミュニティづくり｣
　（NPO法人ぐんまCSO理事長
　　入内島 道隆　氏）

②講演｢上野三碑の歴史的価値について｣
　多胡碑記念館学芸員

・西部地区社会教育行政職員等研修会
　｢社会教育に効果的　ホワイトボード・
　ミーティング 入門講座｣
　（株式会社ひとまち　事業部長
　　西村 善美　氏）

・高崎市公民館研究集会
　事例発表（飯塚町第三公民館・
　　　　　　高崎市鼻高公民館）
　記念講演「学習なくして活躍なし
　　　　　　―地方創生は公民館活動から―」
　（宇都宮大学地域連携教育研究センター
　　准教授　佐々木 英和　氏）

・高崎市公民館研究集会
　事例発表（中尾団地公民館・
　　　　　　高崎市中川公民館）
　記念講演「地方創生時代の公民館の役割
　　　　　　―自らの町は自らが創る―」
　（株式会社ローカルファースト研究所　代表
　 取締役，東洋大学　客員教授
　 関　幸子　氏）

・新任職員研修会
　「公民館の運営について」

３　職員研修

平成２８年度の事業実績 平成２９年度の事業実績

・群馬県公民館連合会総会･研修会
　「公民館を拠点とするコミュニティ・
　　デザインについて｣
　（上武大学ビジネス情報学部
　　准教授　森下 一成　氏）
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◇　地区公民館事業実績

平成29年12月末現在　　

平成２８年度の事業実績（874） 平成２９年度の事業実績（884）

ライフアップ推進事業（357講座） ライフアップ推進事業（357講座）

・子育て支援家庭教育充実（39館66講座） ・子育て支援家庭教育充実（40館73講座）

｢親子ふれあい教室」「親子リトミック教室」
「ベビーマッサージ教室｣等の親子で参加でき
る子育てセミナーや家庭教育学級を開催し
た。

｢親子ふれあい教室」「親子リトミック教室」
「ベビービクス教室｣等の親子で参加できる子
育てセミナーや家庭教育学級を開催した。

・少年少女体験活動支援（43館139講座） ・少年少女体験活動支援（40館120講座）

「子ども科学教室」｢子ども書道教室」｢子ど
も絵画教室」等の夏休み、冬休みに小学生を
対象とした体験的な講座が開催された。

「子ども科学教室」｢子ども書道教室」｢子ど
もポスター教室」等の夏休み、冬休みに小学
生を対象とした体験的な講座が開催された。

・社会課題を考える講座（41館152講座） ・社会課題を考える講座（41館164講座）

｢健康づくり講座」｢防災は地域づくりから｣等
の高齢社会対応の講座や地域防災講座等が開
催された。
「人権推進講座｣｢心豊かな地域づくりのため
の懇談会｣が、社会教育課との連携で行われ
た。

｢健康づくり講座」｢防災は地域づくりから｣等
の高齢社会対応の講座や地域防災講座等が開
催された。
「人権推進講座｣｢心豊かな地域づくりのため
の懇談会｣が、社会教育課との連携で行われ
た。

キャリアデザイン支援事業（359講座） キャリアデザイン支援事業（354講座）

・子どもや親子の課題体験教室（41館120講座） ・子どもや親子の課題体験教室（38館103講座）

「子ども映画会」「親子料理教室」「子ども
工作教室」等

「子ども映画会」「親子料理教室」「子ども
工作教室」等

・日本や外国文化の理解講座（34館72講座） ・日本や外国文化の理解講座（36館89講座）

日本文化理解講座として「古典文学講座」
「歴史講座」等

日本文化理解講座として「古典文学講座」
「歴史講座」等

外国文化理解講座として「初心者英会話教
室」「中国語教室」「韓国料理教室教室」等

外国文化理解講座として「初心者英会話教
室」「韓国料理教室教室」等

・情報化社会への対応教室（18館20講座） ・情報化社会への対応教室（23館34講座）

「タブレット入門講座」「スマホ体験教室」
「年賀状作成教室」等

「タブレット入門講座」「スマホ体験教室」
「年賀状作成教室」等

・地域伝統文化継承教室（19館23講座） ・地域伝統文化継承教室（11館19講座）

「しめ縄作り教室」「そば打ち教室」「手作
り味噌体験教室」「太鼓講習会」等

「しめ縄作り教室」「そば打ち教室」「手作
り味噌体験教室」「太鼓講習会」等

・能力開発や職業意識の高揚講座（43館124講座） ・能力開発や職業意識の高揚講座（39館109講座）

「ボールペン字教室」「陶芸教室」「男性料
理教室」「工芸教室」等

「ボールペン字教室」「音楽教室」「男性料
理教室」「工芸教室」等

１　学習機会の提供（４３館　８８４講座）

- 5 -



地域づくり支援ボランティア養成事業（158講座） 地域づくり支援ボランティア養成事業（173講座）

・地域づくり支援（42館137講座） ・地域づくり支援（40館152講座）

「獅子舞」「お囃子｣「和太鼓」「八木節」
「盆踊り」等の地域の郷土芸能を発展させる
ための講習会や「味噌｣「こんにゃく｣「おき
りこみ」等の地域で育まれた伝統的な食文化
を伝えていくための教室、地域の良さを再発
見するための歴史講座、「文化財めぐり」｢地
域再発見｣「まちづくり作文・絵画コンクー
ル」等の取組が行われた。

「獅子舞」「お囃子｣「和太鼓」「八木節」
「盆踊り」等の地域の郷土芸能を発展させる
ための講習会や「味噌｣「こんにゃく｣「おき
りこみ」等の地域で育まれた伝統的な食文化
を伝えていくための教室、地域の良さを再発
見するための歴史講座、「文化財めぐり」｢地
域再発見｣「まちづくり作文・絵画コンクー
ル」等の取組が行われた。

・ボランティア養成(14館21講座） ・ボランティア養成(17館21講座）

「道祖神の里めぐり｣「公民館に花を植えよ
う｣「地域座談会」等が開催された。

「道祖神の里めぐり｣「公民館に花を植えよ
う｣「地域座談会」等が開催された。
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城南
「城南地区芸能祭」（地域づくり活動協議会との共催）
「城南地区鎌倉街道武者行列」（地域づくり活動協議会との共催）

城東
「城東地区交流芸能祭」
　城東小学校の校長が実行委員となっており会議等に出席する。城東小学校体育館が会場と
なっている。城東小学校金管バンドが交流芸能祭で演奏する。

東

※「夏休みワンパク探検隊『学島～ガンバルアイランド～』」（全５回）
　東小学校教頭先生、東小ＰＴＡ会長、東地区学童クラブ事務長、東地区生涯学習推進委員、
東公民館長、東公民館主事の６名で小学生の放課後活動支援について話し合う場を設けた。そ
の際に、「公民館で放課後、地域の人材を活用し小学生に対し学習相談が出来ないか？」と
いった意見が出たので、夏休みに試しに週一回学習相談を実施した。
※「家庭教育支援を考える会議（仮）」（全１回）（30年1月開催予定）
　上記、話し合いの延長で、東小学校教頭先生と東小ＰＴＡ会長と東公民館主事の３名で、学
校以外で主に家庭で小学生に対する学習支援が出来ないか話し合った。その際に、「西部教育
事務所が行っている参加型学習プログラムを公民館で実施してみよう。」という結論に至っ
た。この参加型学習プログラム（「家庭教育支援を考える会議（仮）」）を東公民館で実施
し、そこに地域の各種団体や特に小学生の保護者に参加してもらい小学生の家庭教育支援を考
えてもらう予定である。この会議の結果によっては、試験的に行った夏休みの学習相談を来年
度は長期休暇以外も行うことになるかもしれない。

城址

「昔の遊び教室」（主催：中央小学校　共催：城址公民館）（30年1月開催予定）
　地元小学校１年生生活科の授業として、だるま落としやあやとりなどの昔の遊びを体験する
企画。地元小学校の依頼を受けて、地元公民館が昔の遊びを教えることができる地域の人材を
見つけ、地元小学校と連携して事業を実施する予定。

矢中

「矢中音楽祭」
　小学校、特に音楽担当教諭と事前に協議し、マーチングバンドの児童に出演していただい
た。（器楽演奏）また、会場も小学校の体育館を借用している。この音楽祭に矢中公民館定期
利用サークルの中から「歌のまち矢中」、オカリナサークル「そよかぜ」、コーラス「コー
ル・ラ・ペ」が出演した。

中川

「中川小児童との獅子舞交流会」（30年1月開催予定）
　地域が誇る伝統芸能に興味関心を持ってもらおうと、獅子舞保存会と小学校の連携のもと、
朝礼時、全校児童に獅子舞演舞を鑑賞してもらっている。なお、交流会は２月上旬に実施する
「獅子舞・笛体験教室」のＰＲ・プレイベントとして、毎年実施しているもの。
「もっとなかよしまちたんけん」
　小学２年生の「生活科」授業の一環で、クラスごとに３日間にわたり、児童の受け入れを
行っている。ダンスや語学などの定期利用団体に協力を依頼し、児童が実際に活動を体験した
り交流を楽しんだりと、公民館を身近に感じてもらいながら、子どもたちと地域住民が触れ合
う機会となっている。

浜尻

「まちたんけん」
浜尻小２年生活科授業の一環で、児童２グループ（１グループ６人～７人）が来館。布ぞう

り作り、卓球、料理実習の利用者に協力を依頼し、児童が実際に活動を体験したり交流を楽し
んだりと、公民館の役割などを学習してもらった。
「ちいきの人とふれあおう」

浜尻小２年生活科授業で地域の人とふれあう課程があり、浜尻小２年生の担任から相談が
あった。浜尻町（１-下）長寿会を講師として、グラウンドゴルフを教わりながら交流し、公
民館定期利用サークルと一緒にコーラスを行った。

２　小・中・高・専門学校・大学との連携事業　（　３４館　９４講座）

（１）　小学校との交流　（　２３館　４０講座）
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新高尾

「日高米作り教室」
　新高尾小５年生の授業の一環として、種まき、田植え、稲刈りまでを実施し、その他に稲の
生育状況観察、案山子制作などを学校で行っている。指導は地域づくり活動協議会。日高地区
はかつて皇室に米を献上したこともある程おいしいお米の産地であり、地区運動会では献上米
踊りも披露されている。そうした地域の特色を残すためにも米作りの教室を行っている。
「関越道カルバート壁画制作」
　地域づくり活動協議会の主催により、一般財団法人道路厚生会（窓口はネクスコ東日本高崎
管理事務所）より高速道路等美化促進事業助成を受けて実施。小・中学校でそれぞれテーマを
決め、小学校は学校で参加者を募集、中学校からは美術部が参加し、関越道下のカルバートに
壁画を制作している。平成２４年度からの継続事業。地区中央部を縦貫している関越道のカル
バート壁画制作は、高速道がある地域でないとできない事業であり、地域の環境美化に役立っ
ている。

長野

「学童米作り体験教室（レッツ米作り）」
　長野小学校５年生の総合学習授業の一環として、毎年実施。長野小学校、水土里ネット南新
波推進協議会との共催事業で、５月のもみまきから田植え、稲刈り、脱穀、１１月までの収穫
祭まで、米作りの体験を実施。

箕郷

「キッズダンス体験」「ロッククライミング体験」※「ペットボトルロケットをとばそう」
※「親子押し花コースター作り」「親子パン作り」※「ブルーベリー摘み＆料理」
※「昔遊び」※「夏休み子ども映画会」※「読み聞かせ」
　小学校にて、子どもの興味が沸く様な内容を探り、特徴ある体験型の教室を企画した。ま
た、その事業結果を学校にフィードバックし、内容を検討した。

八幡

「八幡まちづくり作文・絵画コンクール」
　八幡小学校と連携し、八幡のまちづくりについて低学年は絵画、高学年には作文を書いても
らった。現在優秀作品を教頭先生や関係団体で選考中、このあと学校での表彰、公民館だより
での発表を予定。児童たちの作品から八幡の良さが再確認できた。

倉渕

「道祖神の里めぐり」
　倉渕地域の道祖神を歩いてめぐる事業の案内役を、地域の小・中学生が担っている。１グ
ループ約１０人の参加者を２～３人ずつの小・中学生が案内し、道祖神や史跡、施設などを紹
介する。コースの下見やリハーサル、当日の運営など小・中学校教職員を含めて、大部分を連
携し実施している。

乗附
「三世代ふれあいソフトバレー大会」「三世代ふれあい運動会」「乗附校区芸能祭」
「乗附公民館文化祭・作品展示会」

寺尾

「昔遊び触れ合い体験教室」
　１１月の学校公開日に、３年生を対象にして、地域の有識者が児童との触れ合いを通して地
域の伝統文化を指導してその継承を図ることを目的に、寺尾小学校との共同事業として実施し
た。これは毎年の恒例となっており、今年は折り紙、こま、けん玉、竹馬、おはじき、将棋、
お手玉を行った。

城山
「金井沢碑現地見学会」
　城山小６年生を対象に、地域の郷土学習サークルと協力し、校外学習として実施。

倉賀野

「倉賀野まちづくり作文」
　倉賀野小学校全校生徒を対象に募集し、「未来の倉賀野町についての夢・希望・目標」を
テーマに実施。９２人の応募があり小学校長ほか５人に作文の審査を依頼し、優秀賞７人を選
定。後日、公民館だよりで作文を掲載。「優秀作文集」を作成し関係者に配布。また、小学校
の朝礼時に優秀賞の表彰式を行った。

岩鼻
「夏休み親子クッキング」
　夏休みの親子を対象とする課題体験として、岩鼻小学校家庭科室を会場として実施した。料
理づくりを通じて、親子のきずなを深めながら｢食｣について考えるきっかけをつくった。
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大類

「もちつき大会、しめ縄づくり」
地域づくり活動協議会古里部会が主催し、公民館も共催として参加。もちつき大会は公民

館、しめ縄づくりは小学校体育館が会場。両事業とも小学校には募集、会場準備、当日の参加
など協力していただいている。公民館では公民館だよりによる広報、参加申込み受付、写真撮
影その他の手伝いを行っている。

滝川
「滝川の未来」
　絵と作文の募集と表彰を行っている。

金古

※「夏休み！子ども書道教室」
　金古小学校の校長先生の発案で講座を企画・開催した。多数の児童の参加があり盛況だっ
た。また、受講した児童が表彰を受け、児童や保護者からも感謝していただいた。
「金古ふれあいフェスティバル」
　金古小学校にご協力いただき、児童の絵画等を出展していただいた。

国府

「あいさつ運動」
小学校で「あいさつ運動」を実施しており、公民館も連携して遊びに来た子ども達に対して

あいさつ運動を実施している。あいさつカードを作って、貯まると館長賞を手渡すなどして、
あいさつを積極的に行える子どもになってもらえるように期待している。

上郊

「第７回かみさと地域づくりフェスティバル」
　区長会、ＰＴＡ、子ども会育成会、民生・児童委員、生涯学習推進員、小学校長による実行
委員会を立ち上げた後、企画会議を重ねて開催した。午前の部は、公民館定期利用団体発表、
伝統芸能（中里八木節）披露、群馬南中学校吹奏学部演奏。昼食会（焼きそば・コロッケバー
ガー）を挟み、午後の部は、子どもからお年寄りまで幅広い世代で気軽に楽しめる３種類の
ゲーム（片手つかみどり、わなげ、ボウリング）とビンゴ大会を開催。大変な盛り上がりをみ
せ、活発な地域間・世代間交流を図ることができ、地域づくりにも大いに役立った。

金古南
足門

「金古南小学校児童作文コンテスト」
　平成２０年度に、小学校長から小学生が参加できる事業の実施について、要望があり２３年
度から実施している。作文募集・回収については学校に依頼し、審査については、学校長、区
長会、生涯学習推進員、図書ボランティアで行っている。優秀作品の表彰式は、表彰対象の児
童とその家族および公民館運営推進委員会委員が集まり公民館で実施している。

城南 「夏休み映画（アニメ）上映会（主催）」

城東
「夏休み子ども映画会」
　城東地区学童クラブと開催日、上映内容、機材等の準備で調整を行い開催した。

東

※「夏休みワンパク探検隊『学島～ガンバルアイランド～』」（全５回）
　（取り組み内容は２－（１）のとおり）
　この際に東地区学童クラブでは、１年生達が騒いでなかなか勉強がはかどらないということ
で、３年生の児童がよく学習相談に訪れていた。

北

※人権教育推進講座「日本の子どもたち・ウガンダの子どもたち」
　小学校の夏休み期間中に実施することで、北小の学童クラブと連携し、小学生向けに人権教
育を推進した。実際に海外に行った講師の話を直接聞くことで日本とウガンダとの違いを知
り、日本では当たり前のことが、当たり前ではない国があることを知る良い機会となり、子ど
もながらに人権の大切さを感じてくれたと思う。

佐野
「夏休み企画！さの子ども映画館」
　事業実施後にそうめん流しを実施するにあたり、指導員等スタッフがそうめん作りおよびそ
うめん流しに関して、準備から協力していただいた。

（２）　学童クラブとの連携　（　１６館　２８講座）

- 9 -



塚沢

「夏休み子ども映画会」「冬休み子ども映画会」
上映日や上映作品の選定について、情報交換をして実施した。

「サイエンス・マジック」
　夏休みに共催として実施。

中居
「夏休み子ども映画会」「冬休みこども映画会」(30年1月開催予定)
　日程ならびに上演内容について学童クラブ指導者と相談のうえ実施。

中川

「蚕のふしぎ体験・飼育教室」
　夏休み期間中、中川小学童クラブを会場に、元県蚕業試験場職員の指導のもと、蚕の飼育か
ら糸取りまでを実施（計５回）している。学童クラブの先生方には、蚕の管理や保管、座繰り
の準備などを協力してもらっている。今年度で８回目を数え、座繰り体験の様子が毎年上毛新
聞に掲載されている。

浜尻

「公民館にサルビアを植えよう」「公民館にチューリップを植えよう」
学童クラブと連携し、公民館の花壇にサルビアの苗、チューリップの球根を植え、地域住民

や利用者に親しまれやすい環境づくりをした。
「夏休み子ども映画会」※「夏休み人形劇鑑賞会」

学童クラブの子どもたちを対象に、夏休みに映画会・人形劇鑑賞会を開催した。

北部
「夏休みこども映画会」
　北部小学童クラブの子どもたちを対象に、夏休み期間中２回映画会を開催した。

箕郷

※「昔遊び」※「読み聞かせ」
　「昔遊び」は３つの小学校区の学童クラブとの連携事業として、支所バスを使い、児童達を
公民館に一堂に集め、地域ボランティアの指導者の協力を得て、学校間の交流並びに高齢者と
の交流を図った。「読み聞かせ」は公民館図書ボランティアの方々が、３つの小学校区の学童
クラブに足を運び、読み聞かせを行った。なお、「昔遊び」「読み聞かせ」は、学童クラブの
先生と支所市民福祉課、公民館の３者による会議を設けて企画されたものである。

倉渕

※「世界名作童話ＤＶＤ上映会」
　倉渕地域には小学校に隣接した学童保育があり、近年利用児童数が増加している。特に夏休
み中が過密かつ単調な保育となってしまうことから、学童クラブと公民館図書室所蔵のＤＶＤ
の上映を企画。

下里見
※「みんなでなかよくあそぼう～遊びから学ぶ人権～」（人権教育講座）
　連携した事業ではないが、夏休みの学童クラブに来ている子どもに参加してもらった。

寺尾
「子どもアクセサリーづくり教室」「スライムづくり教室」

夏休みに実施。教室の内容により多くの人が参加できるよう指導員と調整した。

城山

「夏休みお楽しみ会」「子ども料理教室（夏）」
　学童クラブの夏のキャンプと同日開催。
「いろいろなことにチャレンジしよう！（人権教育推進講座）」「人形劇鑑賞会」
　城山小は、全校生徒が約８０人。長期休みに学童クラブに通う小学生を対象に企画・実施。

金古南
足門

「バルーンアート教室」「公民館人権教育推進講座」
　学習するテーマを学童クラブと検討を行って、ライフアップ推進事業の少年少女体験活動支
援事業と公民館人権教育推進講座の２事業を行っている。公民館人権教育推進講座は、大変好
評で、学童と地域からの参加者が打ち解けた雰囲気でとても楽しい交流の場にもなっている。
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西

「ＡＣＴ祭」
　例年、高崎経済大学の任意サークルであるＡＣＴ祭実行委員会によるイベント行事が公民館
全施設を利用し、出店や社会の出来事を題材にしたゲーム等を実施している。地元住民が集い
学生とのコミュニケーションを図り、交流を深め、さらに公民館の存在意義を高めるものと
なっている。
「暮らしの科学講演会『うっかりミスはなぜ起きる』」
　県民健康科学大学准教授を講師に迎えた。

東

「夏休みワンパク探検隊『絵島～ポスターアイランド～』」（全１回）
　高崎女子高等学校の美術部、漫画同好会の部員５名に、夏休みの小学生の宿題であるポス
ターの講師をしてもらった。
「夏休みワンパク探検隊『遊島～レジャーアイランド～』」（全１回）
「夏休みワンパク探検隊『祭島～サマーフェスティバル～』」（全１回）
　高崎経済大学のボランティアサークルに、夏休みに小学生向け事業としてミニスポーツゲー
ムと夏祭りをお願いした。また春休みには逃亡中（鬼ごっこ）を実施予定である。
※「春休み小学生対象事業」（全２～３回予定）
　高崎商科大学と連携し、春休みに東公民館で実施予定の小学生対象事業を、『講座企画運営
委員』を立ち上げ、学生に参加してもらい一緒に考えていく予定である。現段階ではまだ『講
座企画運営委員』を高崎商科大学に依頼して募集している状況であるので、もし委員が集まり
具体的な話が進められるようならば、一緒に春休み小学生対象事業を実施する予定である。

中川

「井野川・染谷川地域清掃ボランティア」（30年1月開催予定）
　中尾中青少年健全育成推進委員会主催の同校生徒と地域住民による清掃活動（平成２３年度
～実施、２７・２８年度は降雪のため中止）。中川・浜尻・新高尾公民館は、町内区長や役員
など地域住民の参加者の取りまとめなどの事前調整や当日の運営全般を行っている。

浜尻

「井野川・染谷川地域清掃ボランティア」（30年1月開催予定）
　中尾中青少年健全育成推進委員会主催、中川・浜尻・新高尾公民館共催。中尾中学校の生徒
を主体とする清掃を実施。各公民館は、小学校、町内区長や役員など地域住民の参加者の取り
まとめなどの調整や当日運営全般を行う。

新高尾
「関越道カルバート壁画制作」
　前述「２－（１）」を参照。

長野

※「成長期におけるスポーツ障害教室」
長野郷中学校男女バスケットボール部と連携し、プロアスリート選手が多数来院している接

骨院の代表を招いて開催し、成長期におけるスポーツ障害についての予防と基礎的な知識を、
また、栄養士から食事に関する基礎的な知識を併せて学んだ。

箕郷

※「郷土の偉人　清水善造」（箕輪城寿大学　第６回学習会）
　群馬大学の教授と講座の内容を検討し、連携を図った。郷土の偉人「清水善造」の紹介とス
ポーツマンシップの精神を学んだ。
「源氏物語の世界」

群馬大学の教授と講座の内容を検討し、連携を図った。毎年好評を得ている講座で、毎回
１００人を超える人気のある講座である。

鼻高

「子育て支援・家庭教育充実事業」
実施するに際し、地区内にある私立鼻高こども園と事業内容等について相談し、講師もこど

も園から派遣を受ける形で実施するなどした。地域の子育て機関（こども園）と連携しながら
事業を行った。好評を博した。

倉渕

「道祖神の里めぐり」
前述「２－（１）」を参照。

「ミヤマシジミの生態報告会と環境整備」
　倉渕中学校と連携し、絶滅危惧種の蝶・ミヤマシジミについて、生態報告会を開催し、倉渕
地域での発見や目撃例を収集している。また生息地の環境整備として、草刈やゴミ拾いなどを
行い、中学生の環境学習にもなっている。

（３）　中学校・高校・専門学校・大学との連携　（　１７館　２６講座）
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榛名
「第５１回榛名文化祭」
　高崎市立榛名中学校、群馬県立榛名高校の両校ともに「音楽発表会」への参加を依頼し、生
徒の部活動の成果を地域の方々に発表する場を提供し、地域住民の交流につながった。

乗附
「乗附校区芸能祭」「乗附公民館文化祭・作品展示会」
　片岡中学校と連携し事業を実施した。

寺尾

「身近なことから環境を考えよう！体験講座」
寺尾中学校・寺尾小学校５・６年生の生徒・児童と８月第１水曜日の資源ごみの収集日に実

施。朝７時３０分に公民館に集合し、資源ごみの分別体験をするとともに、中学生はさらに環
境保健委員からのごみについての講義を聞き、環境問題について作文を書く事業で毎年行って
おり今年で１１年目となる。

吉井
※「Eisakuゼミナール（英語の日常会話講座）」

高崎経済大学地域政策学部地域づくり学科准教授を講師に講義を受ける。

岩鼻
「夏休み水彩画教室」

矢中中学校美術部生徒を指導補助ボランティアとして招き、児童対象の水彩画教室に携わっ
てもらうことで、参加児童との交流を図ることができた。

大類

「大類地区芸術作品展」
　地域づくり活動協議会文化部会が主催し、公民館も共催として参加。公民館の定期利用団体
や地域内住民や小中高校へ募集し出展してもらっている。公民館では公民館だよりによる広
報、参加申込み受付、写真撮影そのほかの手伝いを行っている。大類小、大類中、高南中、高
崎健康福祉大学高崎高校が出展。

新町

※「夏休みお楽しみ会～演劇＆レクリエーション」
高崎経済大学演劇部と連携し、演劇の内容やレクリエーションについて数回検討を重ねなが

ら、当日のスケジュールや会場レイアウトを決めていった。当日は、多数の子ども達が参加を
してくれて、スムーズにお楽しみ会が実施できた。
※「折り紙でぐんまちゃんやおさかなたちを作ろう」

群馬大学折紙研究会と連携し、折り紙で何を制作するか、また、どのようにしたら参加した
方が楽しんでくれるかを検討し、数回メールで意見交換を行い、制作するものや当日の流れを
決定した。当日は、会場いっぱいの参加者で、にぎやかに実施することができた。
※「大学書道部から書の楽しさを学ぼう!書き初め教室」

高崎経済大学書道部と連携し、冬休みの課題をもとに、書の楽しさを伝えてもらうような工
夫を検討。事前に手本を用意して、スムーズに実施できるようにした。募集結果を見て、会場
を広い会場に変更し、学生がたくさん回って指導できるようにした。

金古
「金古ふれあいフェスティバル」
　群馬中央中学校吹奏楽部に舞台発表をしてもらい大盛況だった。

吉井
※「地方創生大学・大学院 創立１周年特別記念講演」

事業の進行について協議する。

金古
「金古ふれあいフェスティバル」
　公民館運営推進委員会の会長に開会の挨拶をしていただき、他の役員さんにもフェスティバ
ル実行委員長の役を担っていただくなどお世話になった。

国府
「公民館夏祭り」
　事前会議を開き、それに参加し実際にやってもらう内容を確認し開催日に参加協力しても
らった。

金古南
足門

「生涯学習推進員共催事業『公民館植栽手入れ作業』」
「秋のフェスティバル実行委員会主催事業『秋のフェスティバル』」
　「自分たちの公民館は自分たちの手で」をコンセプトに、公民館の除草、植樹剪定や年末大
掃除を生涯学習活動の取り組みとして、積極的に参加して作業をしていただいている。また、
秋のフェスティバルや各種式典があるときには、役員としてご協力をいただいている。

３　公民館運営推進委員との連携事業　（　４館　５講座）
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南
「子どもスイーツ教室」「しめ縄作り教室」
　参加者へのサポートを、よりきめ細やかに出来るように生涯学習推進員に協力してもらって
いる。

城南
「ふれあいコンサート」
　生涯学習推進、後述の企画・運営ボランティア及び地区在住奏者と、コンサート内容・構成
等を協議し、生涯学習推進員には、共催事業として一部経費も負担していただいている。

城東
「城東地区交流芸能祭」「城東公民館作品展」
　生涯学習委員が実行委員として会議等に出席する。

西

「男性厨房に入ろう料理教室」
　食改推とメニューを検討し、来館の機会の少ない男性に参加を呼び掛けた。
「芸能発表会」
　実行委員の一員として役割分担を決め、地域一丸となって盛り上げた。
「藍の生葉染め」「長野堰講演会」

教養・歴史探訪講座の企画及び参加呼び掛けを行なった。

東

※「夏休みワンパク探検隊『学島～ガンバルアイランド～』」（全５回）
　（取り組み内容は２－（１）のとおり）
　この際に、東地区生涯学習推進委員が元高校の教師だったということもあり、無償でこの学
習相談事業の講師を行って頂いた。

城址
※「夏休みおもしろ科学実験教室」
　生涯学習推進員は講師を補助する協力者となって、子どもたちと共に科学実験を行った。

佐野

「らくらく健康体操～心身ともに健康にすごそう！」
　本事業は生涯学習推進員が主催し、特に第２ブロックでは例年生涯学習研修会と題して、１
年度中に全校区持ち回りで開催している。今回は地域住民の健康寿命の増進を図ることを目的
とし、タオルや水を入れたペットボトルを活用した運動を行った。講師は当校区在住の方が務
めた。

塚沢
「サイエンス・マジック」「アコーディオン歌声と頭の体操の集い」
　生涯学習推進員と毎年事業内容について協議をし、地域ニーズのある講座などを情報収集
し、事業計画に役立てている。

東部
「高崎市の歴史と民俗（上野三碑と東部小学校地区の歴史と民俗）」
　生涯学習研修会の協力・連携。日程調整や地域団体への参加者の募集について協力。必要な
機材の調達や操作など連携して実施。

中居

「名曲を楽しもう♪～トロンボーンとヴァイオリンの調べ～」
　群馬交響楽団所属のトロンボーンおよびヴァイオリン奏者とピアニストの３名によるコン
サートを開催した。鑑賞者８８名。
「山野草教室」
　晩秋の山野草作品を制作する講座に１３名が受講。完成品は１１月開催の作品展示会に出品
するため、各受講者も意欲的に制作に取り組んでいた。

矢中
「第２ブロック生涯学習推進員研修会」（30年2月開催予定）
　日程、内容、講師の選定等について現在、生涯学習推進員と協議を進めている。

中川

「中川公民館ミニミニ手作りコンサート」
　校区内から楽器演奏や合唱を披露できる出演者（個人・団体）を募り、心に響く歌声や演奏
をお届けする手作りコンサートを毎年開催。今年度で１１回目を数え、１０回目から「地域の
皆さんによる演奏」と「特別ゲストによる演奏」と２部構成で実施している。
※「苔玉作り体験教室」
生涯学習推進員から「ミニミニ手作りコンサート」以外にも事業を企画してみようと提案が

あり開催したもの。８月開催ということもあり「涼」を感じる講座内容で、参加者にとても好
評であった。

４　生涯学習推進員との連携事業　（　３７館　６７講座）
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浜尻

「浜尻地区ふれあいスポーツ大会」
地域住民が誰でも気軽に参加できるスポーツ大会を実施。（グラウンドゴルフ、ペタンク、

輪投げ）
「真夏の音楽会」

プロの音楽家３人による演奏会を実施。
「浜尻まつり」

ミニゲーム等を運営した。（グラウンドゴルフ、輪投げ、だるま落し、健康測定）
「浜尻地区ミニ音楽祭～第７回春待ちコンサート～」

後述「５」を参照。

新高尾

※「終活講座～葬儀のマナーとエンディングノート作成～」
　準備は生涯学習推進員、公民館だよりによる広報及び申し込み受付を公民館で担当。
「普通救命講習会」
　生き生きサロン関係者を主な対象として開催。区長会・生涯学習推進員主催。平成２６年度
から毎年開催し、安全安心な地域づくりに貢献している。

北部

※「あこがれのギター教室」
　生涯学習推進員の発案でギター教室を開催。長めの開講を希望しため、公民館と共催で全
１０回とした。参加者２６人のうち１８人が男性という、公民館としては珍しく男性の多い講
座だった。最終回には、ハーモニカ・コーラスサークルの発表会にゲスト出演し演奏を披露、
講座終了後はサークルとして独立した。

六郷

「～音楽にふれあう街　六郷～皆で楽しく懐かしの大正琴と皿回し」
「～音楽にふれあう街　六郷～聞いて触れて楽しいウクレレ」
　平成２６年度より生涯学習の六郷小校区のテーマを～音楽に触れ合う街～として取り組んで
いる。【４年目】　公民館共催となり企画から実施まで協働。
「詩吟と剣舞と詩舞で繋ぐつどい」
　六郷吟友会が主催、生涯学習推進員と公民館が共催となり、詩吟を行う方々の活動活性化を
目的とし開催。プログラムの作成、実施を協働。
※「和菓子作り教室～苺大福・桜餅編～」（今後開催予定）
　上記詩吟の企画のために開催不能となった和菓子作り企画について、生涯学習推進員の支援
をするため、公民館主催となり企画から実施まで協働。

長野
※「上毛かるたで見直す群馬の姿」

共催事業で開催し、上毛かるたを使って群馬を再確認することについて学んだ。

箕郷

※「スポーツ吹矢」
　３小学校区の生涯学習推進員が中心となり、事業の企画から運営までを行った。代表者をは
じめ、合計７人の推進員が集まった。指導者は代表者およびその関係者３人であった。その
後、代表者が中心となり、定期利用サークルが誕生した。
「梅香る古城の里コンサート」（今後開催予定）
　音楽をとおした地域づくりを目的として、群響の楽団員による生演奏を企画した。

八幡

「心に響く音楽会」「健康寿命を延ばす秘訣」
　生涯学習推進員と協働で行い、毎月１回話し合いを持ち、何を行うかという企画段階から始
め、役割分担を決め、開始までお互い助け合いながら事業を行った。両事業ともに参加者多数
で盛り上がった。

鼻高

「地元散策：寺沢川の源流＆噂の現場を訪ねる」「鼻高学検定講座」
「“わがまち鼻高”地域座談会」「花のまちづくり講座」「隣町散策：宿場町新町を歩く」

公民館事業が地域に根付き活性化するには、各種団体との連携協力が大切である。生涯学習
推進員と連携し今年度に上記の事業を実施した。

倉渕

「踊る会」「ラフターヨガ」
　倉渕地域の盆踊りである「倉渕音頭」や「倉渕小唄」などを習う「踊る会」やリラックス効
果のある「ラフターヨガ」などについて、企画・日程の調整・実施などを生涯学習推進員に協
力してもらっている。

榛名
「里見小校区生涯学習推進員企画『紅茶セミナー』」
　回覧ちらしについて、印刷・配布依頼（社会教育課へ）の協力を行った。

下里見
「とんぼ玉とガラスビーズを使ってオリジナルアクセサリーを作ろう！」
　昨年もアクセサリーの講座を開催したが好評だったので今年も実施した。
「和菓子作り教室」（30年2月開催予定）
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片岡
「松本梅頌ライブ」

事前の打ち合わせから、公民館だよりによる広報及び個別のチラシの作成、会場準備、写真
撮影、片付け等で連携。

乗附 「乗附史跡めぐりハイキング」「昆虫立体切り折り紙教室」

寺尾 「そば打ち体験講座」

南八幡

※「雑学ゼミ『南八幡の寺社巡り』」
　平成２９年に上野三碑がユネスコの「世界の記憶」に登録となり、特に南八幡地区では「山
上碑・金井沢碑」の二碑があるため、これを機会により郷土の歴史へ関心を高めるため寺社を
ウォーキングで訪ねる講座を実施した。これにより地域住民への郷土愛を醸成するよい「きっ
かけ作り」となった。

倉賀野

「佐野・山名八幡宮めぐり」
「生涯学習講座『高崎のここがスゴイ！ランキング2017』」「市場に行こう」
　いずれの事業も企画運営し事前の現地調査も含め共同実施。募集は公民館だより等を中心に
呼び掛けた。

岩鼻
「歴史博物館へ行こう」
　群馬県立歴史博物館のリニューアルオープンに伴い、レプリカではない「本物の地元の埋蔵
品の観賞」を団体入館で実施した。

大類

「生涯学習推進員主催講座『こころの健康』」
　「たかさきし生涯学習まちづくり出前講座」を活用して開催。講座内容・実施時期の選定等
を共同で、消耗品等の準備を生涯学習推進員が担当、講師との連絡調整・公民館だよりを通じ
た参加者募集・申込み受付・写真撮影を公民館が行った。参加者は熱心に受講され、関心の高
さが伺えた。

滝川
「星野富弘詩画作品講演と朗読会」
　講演と朗読会を実施した。
「救命講習会」

京ケ島

「交通安全教室」
　京ケ島地区交通安全指導員、交通安全協会京ケ島支部役員の協力により、京ケ島保育所園児
などを迎えて、道路の横断の仕方などを着ぐるみや腹話術などを使いながら、楽しく学習し
た。

金古

「金古ふれあいフェスティバル」
　参加者向けの昼食の調理でお世話になった。
「バス旅行」
　企画から参加いただき、当日も乗客の人数確認等をしていただいた。
「歩いて再発見」
　企画から参加いただき、当日も乗客の人数確認等をしていただいた。

国府
「公民館夏祭り」
　前会議を開き、それに参加し実際にやってもらう内容を確認し開催日に参加協力してもらっ
た。

堤ヶ岡

「第１０回堤ヶ岡公民館ふれあいまつり」
　堤ヶ岡公民館利用団体が、地域住民や公民館利用者に対して日頃の活動成果を披露する発表
会。各団体の活動の活性化を図り、これまで公民館を利用しなかった人達の関心、生涯学習へ
の関心を高めることにつなげることと、公民館を取り巻く地域の活性化、公民館活動を通した
人々の交流を目的とした。

上郊
「第７回かみさと地域づくりフェスティバル」
　前述「２－（１）」を参照。

金古南
足門

「生涯学習推進員共催事業『公民館植栽手入れ作業』」
「秋のフェスティバル実行委員会主催事業『秋のフェスティバル』」
　生涯学習推進員が始めた毎朝のラジオ体操。樹木剪定の呼びかけ。公民館大掃除の呼びか
け。秋のフェスティバルなど、中心になって活躍いただき公民館を盛り上げていただいてい
る。
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南
「地域の子どもたちのためのクリスマスバージョン」
　地域づくり活動協議会の事業の一環として開催され、公民館及び図書ボランティアが中心と
なり地域の恒例事業として行われている。

城南
「第３４回城南地区芸能祭（共催）」「第３０回城南地区鎌倉街道武者行列（共催）」
「城南地区賀詞交歓会（協力・支援、予定）」

城東

「城東地区交流芸能祭」
　城東公民館長と主事が地域づくり活動協議会運営委員会の一員として活動する。
「しめ縄教室」
　地域づくり活動協議会運営委員会の方に講師を依頼している。

西

「芸能発表会」
　実行委員会を組織し、地域一丸となって盛り上げた。
「教養・歴史探訪講座」
　地域づくり活動協議会のメンバーである生涯学習推進員が主に企画を担当し、他の会員が参
加を呼び掛けた。

東
「東地区納涼祭」
　東地区地域づくり活動協議会と企画等をおこない、それに付随する庶務的な業務を主に公民
館が引き受けた。会場の準備や、企画における東公民館定期利用団体の手配等をおこなった。

北

「北地区まちづくり　敬老＆芸能祭」
　公民館利用団体１団体が参加。
「北地区まちづくり作品集」
　北小児童から作品募集。

佐野

「佐野地区大運動会」「佐野地区三世代交流事業『佐野まつり』」
　両事業ともに公民館が共催している。「佐野まつり」について、地域づくり活動協議会を構
成する地域の多様な団体が集い、本年度は竹馬や缶バッチなどのモノづくりや体験を行った。
両事業は佐野地区の地域力を醸成する機会になっている。

東部
「東部地区文化祭」
　実行委員会の会議にオブザーバーとして参加したほか、会議録の作成、出演者・参加者の取
りまとめ等の事務補助を行った。

中居

「第３８回作品展示会」
　公民館の定期利用団体や地域住民の日頃の活動成果である絵画、手芸等の作品展示を行なっ
た。延べ２７１人が来館。
「中居女性セミナー及び中居長寿セミナー・グラウンドゴルフ教室」
　各セミナーにおいて２回ずつ開催した。負荷の少ないスポーツで体力の向上を図るとともに
参加者同士の交流促進に役立てた。

矢中

「芸能祭」「町民大運動会」「作品展示会」「音楽祭」「お楽しみ会」
「子ども知りたい・守り隊」

矢中地区地域づくり活動協議会の活動は、非常に活発で上記のとおり多岐にわたっている。
企画段階から役員の会議に加わり、意見を出し合いながら、各事業を進めている。

中川

「第１６回中川小校区三世代交流芸能祭」
中川長寿センターを会場に、午前・午後の部をとおして約１００人の個人・グループが出演

（来場者約３５０人）。出演者の募集や芸能祭当日の写真を公民館だよりに掲載するなどの協
力を行っている。
「第５１回中川小校区大運動会」

中川小学校・校庭を会場に、６町内会から毎年約１，２００人以上が参加する校区最大のイ
ベント。公民館だよりで開催告知を行うとともに、大会後は臨時号を発行し、優勝町内会の集
合写真や区長インタビュー、種目ごと写真、各町内会の種目別得点結果を掲載するなど、大会
を盛り上げる協力を行っている。

５　地域づくり活動協議会との連携事業　（　３１館　６７講座）
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浜尻

「浜尻地区世代間交流大運動会」
健康を増進するとともに、地域住民の交流と親睦を図った。

「浜尻地区ミニ音楽祭～第７回春待ちコンサート～」（30年2月開催予定）
浜尻地区住民および定期利用団体、小学校が、日頃の活動の成果を発表する場を設けるとと

もに、地域住民、出演者どうしの交流を促進し、地域、公民館活動の活性化を促進。平成２９
年度より浜尻地区文化祭実行委員会の事業として実施予定。

新高尾

「新高尾地区文化祭（しんたかお祭り）」
作品展及び芸能発表を開催。作品展示は公民館を会場とし、芸能発表は小学校体育館で開

催。公民館は公民館だよりを通じた募集告知等の広報、参加申込み受付などを受け持ち。ま
た、新高尾写真愛好会により撮影された当日の写真を公民館に展示した。
「親と子の稲作り教室」

公民館隣接の田を借り、稲作りを行った。地域づくり活動協議会が経費負担、講師、草刈な
どの日常管理を担当。公民館は募集・申込み受付を分担。「日高米作り教室」とともに地域行
事として定着している。今年度から食中毒の懸念により餅つきは取りやめ、収穫した米を参加
者に配布することとした。なお、今年度は天候の影響により稲刈りは中止し、地域づくり役員
等により実施した。
「日高米作り教室」「関越道カルバート壁画制作」
　前述「２－（１）」を参照。

北部
「六郷地区芸能発表会」
　六郷地区（北部小校区・六郷小校区）の芸能発表会を共催。主担当は地域づくり活動協議
会。

六郷

「ウォーキング講座」（スポーツ部会）
　下記の史跡ウォーキングの準備として歩き方を学ぶため企画。公民館主催となり企画から実
施まで協働。
「史跡ウォーキング　～高崎城下を歩く～」（文化振興部会）
　高崎市街地の史跡を歩き、高崎の歴史を学ぶため企画。公民館主催となり企画から実施まで
協働。
「みんなでコーラス♪素敵なハーモニー♪」（文化振興部会）
　地区の芸能発表会参加を通じて地域の繋がりの促進を目的とした定番講座。企画から実施ま
で協働。
「～防災実技～自主防災組織の活動と避難時のルールづくり」（防災安全部会）
　地域の防災力強化を目的として開催。公民館主催となり企画から実施まで協働。
「ランニング教室」（スポーツ部会）
　小学生に走ることの基礎を身につけさせ走ることが楽しくなるよう企画。公民館主催となり
企画から実施まで協働。
※「生芋からのこんにゃく作り教室」（文化振興部会）
　地域の方からのこんにゃく芋提供の提案から始まった企画。公民館主催となり企画から実施
まで協働。
「しめ縄づくり教室」（今後開催予定、文化振興部会）
　季節行事のしめ縄づくりを地域の方々から材料の提供から指導までご協力いただき、地域の
繋がりを促進するために企画。公民館主催となり企画から実施まで協働。
「第３４回六郷地区町民大運動会」
　地域の繋がりを促進するために企画。公民館共催となり企画から実施までを支援。
「第２８回六郷小校区作品展」
　公民館定期利用サークルと地域の方々への発表の場の提供と、共に開催することによるサー
クル間の繋がりを促進するために企画。公民館共催となり企画から実施まで協働。

長野
「各種スポーツ大会等」「長野地区町民大運動会」（隔年開催）
「長野地区防災まつり」（隔年開催）

豊岡
「晩秋の親子ふれあいウォーク」
　地域在住の親子の絆を深め、地域の史跡を理解するため、ウォーキングを開催した。

八幡
「秋の白川郷　バスハイク」
　バスに乗っている時間が大変長い、長距離の行程であったが、当日は天候も良くハイキング
日和であった。また観光客も比較的少なかったため、自由に散策できた。
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鼻高

「鼻高地区文化祭」
毎年、開催しているが、この文化祭が公民館だけの事業から脱却して、地域の文化振興と地

域力向上の原動力となるよう、地域づくり活動協議会を前面に出しながら、各種団体と連携強
化を図りつつオール鼻高で開催できるよう心掛けている。地域の文化祭としてだんだんと根付
いてきている。

西部
「読み聞かせ夏祭り」

地域づくり活動の一環として、地域づくり活動協議会と連携して企画を行い実施した。

片岡
※「初心者グラウンドゴルフ教室」
　年々減少傾向にあるクラブ会員を増やそうと、地域のグラウンドゴルフクラブの依頼を受け
て講座を実施。

乗附
「三世代ふれあいソフトバレー大会」「三世代ふれあい大運動会」
「乗附校区芸能祭」「乗附公民館文化祭・作品展示会」

城山 「城山まつり」

倉賀野
「第３１回倉賀野城十六武者行列」
　武者行列部会の実行委員会を中心に、開催準備が進められ開催。公民館は武者や随行員の募
集、記念写真撮影の役割分担を行った。

岩鼻
「岩鼻地区芸能文化祭」
　岩鼻地区芸能文化祭を微弱ながら事務局として補助した。

大類

「芸能祭」
　芸能部会と協力。出場申込受付、プログラム作成、広報を公民館で受け持った。
「芸術作品展」
　文化部会が担当。大類公民館を会場に、定期利用団体のうち芸術系の団体等と協力して実
施。公民館では出品者募集、出品目録作成、会場準備等で協力。
「社会体育運動会」
　運動部会が担当。大類小学校を会場に開催。公民館では、当日の写真撮影や公民館だよりに
よる開催報告を行った。
「歩け歩け大会」
　環境部会が担当。公民館では参加者募集告知・参加申込み受付などで協力。折り返し地点の
観音山古墳では県職員の解説を聞きながら見学した。
「こどものつどい（もちつき大会）」
　古里部会と協力。公民館は公民館だよりによる広報等を行うとともに、図書ボランティアに
協力を仰ぎ、子ども相手の人形劇などを行った。
「しめ縄づくり」
　古里部会と協力。公民館は公民館だよりによる広報及び会場準備、写真撮影、片付け等で協
力。

滝川
「滝川ふれあいフェスティバル」
　会議の開催、資料作成、運営全般。

京ケ島
「作品展示会」
　京ケ島地区地域づくり活動協議会との共同開催。作品パネルや机の借用、展示会場設営、返
却などを共同で行った。

金古

「金古ふれあいフェスティバル」
　地域の芸能発表者と展示作品の募集や、展示会場の設営・管理・片付け、開会式の挨拶や、
来場者への対応等でお世話になった。
「バス旅行」
　当日の地域の方の取りまとめをしていただいた。

国府

「上野国分寺まつり」
　館長が国分寺まつりの企画を地域づくり活動協議会と頻繁に会議などを開催し、内容につい
て決定している。公民館主事及び臨時職員はポスター・冊子・小物つくり・看板つくりなどの
事前準備を中心に行った。

上郊
「第７回かみさと地域づくりフェスティバル」
　前述「２－（１）」を参照。
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城南

※「地域課題研修ステップ④『実践的介護講習』」
　社会福祉法人「宏志会」と連携し、同会で取組んでいる「介護者も被介護者も負担の少ない
介護術」の取得等を試みようとしたが中止となった。後述「１９」を参照。
「高齢者安心センター、ＮＰＯ等との連携事業」（今後開催予定）
「家庭教育学級」（今後開催予定）
　ＮＰＯ法人「時をつむぐ会」の指導員による子育て支援事業であるが、「親子遊び的時間」
だけではなく「子育て支援」を強調するため、第３回目に保護者のみを対象に、ＮＰＯ代表者
の特別講話を同時開催（予定）する。

西

「親子ふれあい教室」
ＮＰＯ時をつむぐ会と連携し、講座のひとコマ、ひとコマを綿密に打ち合わせ、事業計画を

練り上げた。
「実践スマホ教室」

ＮＰＯブレインファームと連携し、当地区のスマホ使用者の学習需要を示し、事業計画を練
り上げた。

東

※「安心簡単!?文書作成！「パソコンＷｏｒｄ初級教室！」（全４回）
　あいてぃ塾ぐんまと連携し、地域住民に対しパソコン教室を実施した。
「夏休みワンパク探検隊『蹴島～フットサルアイランド～』」（全２回）
　Alla vita sportと連携し、小学校の体育館を借りて小学生向けフットサル事業を実施し
た。
※「健康が一番だんべー！「あしこし健康教室！」」（全７回）
※「夏休みワンパク探検隊『動島～カケッコアイランド～』」（全２回）
　ソーシャルグッドと連携し、4～6月にかけて地域住民を対象に「あしこし健康教室」を実施
した。その際に東地区民生児童委員と連携し、初回を月一回東公民館で行っている高齢者向け
いきいきサロン内で実施した。その結果、より多くの住民に参加していただくことが出来た。
また夏休みには従来の小学生向け体力向上事業を改良し、運動会に向けたかけっこ教室を実施
した。

北

「運動会直前かけっこ教室」、「持久走大会直前ランニング教室」
　上州アスリートクラブと連携。
「あしこし健康教室」 ソーシャルグッドと連携。
「親子ふれあい教室」 時をつむぐ会と連携。

塚沢

「親子ふれあい広場」
ＮＰＯ法人時をつむぐ会と連携し、リトミック等親子を対象に６月に全５回で実施。３月も

１回実施予定。
「パソコン教室『イラストをつくって活用しましょう！』」
　ＮＰＯ法人あいてぃ塾ぐんまと連携し、１０月に４回で実施。

浜尻

「えいごであそぼ」
国際比較文化研究所（まなぱる）と連携し、歌やゲームをとおして英語を楽しく学び、自主

性や協調性を養うことを目的として実施。
「フットサル体験教室」

Alla vita sportと連携し、小学校の体育館を借りて小学生向けフットサル体験教室を実
施。
「デジカメとパソコン講習」

あいてぃ塾ぐんまと連携し、デジカメとパソコンの操作についての講習を行った。
「親と子のふれあい教室」

時をつむぐ会と連携し、読み聞かせ、リズム遊びなどをとおして、親子でふれあうことの楽
しさ、大切さを知ることを目的に実施。

６　ＮＰＯ法人との連携事業　（　１６館　４１講座）
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北部

一般社団法人０号館（高崎経済大学生で組織されている法人。地域交流・世代交流を目的に設
立）との連携事業。
※「０号館寺子屋」０号館による放課後学習指導。
※「０号館科学実験」０号館による科学実験指導。
※「０号館夏祭り」０号館・北部小校区４町内会（長寿会）・公民館共催による夏祭り。発案は
下小塙第１町内会。０号館を会場に、０号館・町内会の協働でお祭り（射的やかき氷など）を
開催。長寿会による竹製水鉄砲のボランティア指導もあった。
※「０号館寺子屋２学期」０号館による放課後学習指導。会場を０号館から公民館に変更した。
※「冬休みこども科学実験教室」０号館による科学実験指導。

長野
※「成長期におけるスポーツ障害教室」
　前述「２－（３）」を参照。

八幡

「スマートフォン初心者教室」
ＮＯＰブレインファームに講師を依頼し実施した。高齢者の応募が多数で定員オーバー分は

お断りしたが、こういった講座はニーズが高く、非常に実用的なため、今年度もう１回レベル
を少し上げ、スマホの講座を行う予定である。
「親子ふれあいひろば」
　ＮＰＯ時をつむぐ会に講師を依頼し実施した。当公民館では毎年行っているものの、受講者
は毎年入れ替わっており、受講した親子ともに遊んだり学んだり運動したりと、元気よく楽し
そうであった。

倉渕

「クローズアップ倉渕　ネイチャートレイル」
　自然保護活動や自然体験活動を行っているＮＰＯ法人アグレコと連携し、自然豊かな倉渕地
域の烏川源流域の植物や野鳥、動物などを観察しながら散策する事業を開催。
「秋のネイチャートレイル」
　ＮＰＯ法人アグレコと連携し、上記事業「ネイチャートレイル」に関連し、新緑の季節だけ
でなく秋にも開催。植物や動物の観察を行いながら実施。

榛名

「パソコン講座」
　ＮＰＯ法人あいてぃ塾ぐんまと連携し、講座内容・日程の検討・決定、中央公民館備品の利
用予約・運搬設置、終了後のアンケートとりまとめ等を実施した。
「スマートフォン講座」
　ＮＰＯ法人ブレインファームと連携し、講座内容・日程の検討・決定等を実施した。

下里見

※「うごキッズ教室」
　ＮＰＯ法人ソーシャルグッドと連携し、小学校の体育館を借りて小学生向け体力向上事業を
実施した。
「デジカメ（スマホ可）とパソコン教室」（30年2月開催予定）
　あいてぃ塾ぐんまと連携し、地域住民に対しパソコン教室を実施する。

片岡

「親子ふれあい教室」
　「ＮＰＯ法人 時をつむぐ会」による乳幼児と親を対象とした「親子ふれあい教室」を９月
～１１月にかけて実施し、子育てから親子遊びの方法等を学び、参加者から好評を得た。
「小学生ランニング教室（運動会）」「小学生ランニング教室（持久走）」
　９・１１月に「ＮＰＯ法人 上州アスリートクラブ」による小学生ランニング教室を実施。
今年度は。片岡４校区（片岡、乗附、寺尾、城山）の共同開催として実施。一つの公民館では
参加者が限られてしまうため、片岡４校区で行うと参加者が多く、活気のある教室となった。

南八幡
「親子遊びで心の育成教室」
　ＮＰＯ法人「時をつむぐ会」により毎年５月から乳幼児と親を対象とした「親子触合い教
室」を実施し、子育てから親子遊びの方法等を教授し、参加者から好評を得ている。

滝川
「親子ふれあい教室」 時をつむぐ会と連携して実施。
「年賀状作成教室」　あいてぃ塾と連携して実施。

金古

※「金古ふれあいフェスティバル」
　金古運動広場JrボランティアClubと企画段階から連携・協力し、地元の小学生による開会式
のソーラン節と司会進行をしていただいた。子ども達の一生懸命取組む姿勢が、多くの観客に
好評だった。
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南
「南地区町内運動会」「南地区ふれあいスポーツフェスティバル」
　南地区諸団体と共催し、地域づくりに貢献している。

城南
※「地域課題研修ステップ④『実践的介護講習』」
　取り組み内容から、関係団体との連携が欠かせないため、区長会・民生児童委員会をはじ
め、地域団体に連携と協力を要請したが中止となった。後述「１９」を参照。

城東

「城東地区交流芸能祭」
　各種団体（区長会、体育振興会、長寿会、城東小学校、城東小学校ＰＴＡ、子ども会育成
会、社会福祉協議会、民生児童委員、青少推、防犯協会、女性防火クラブ、ボランティア会、
生涯学習推進員、交通指導員）が実行委員として会議等に出席し、各団体がそれぞれ係を分担
して、会場の準備、運営進行に携わる。城東公民館長と主事は事務局を勤め、各種事務を行
う。

西

「いきいきセミナー西」
　長寿会有志から学習要望のヒアリングを行い、事業計画を練り上げた。
「男性厨房に入ろう料理教室」
　食生活改善推進員とメニュー選び、当日は実技指導を担っていただいた。

東

※「夏休みワンパク探検隊『学島～ガンバルアイランド～』」（全５回）
（取り組み内容は２－（１）のとおり）
　この際に、東小ＰＴＡ会長が元小学校の教師だったということもあり、無償でこの学習相談
事業の講師を行って頂いた。
「夏休みワンパク探検隊『ウヶ島～アフリカンアイランド～』（人権教育推進講座）」
　JICA群馬ディスクと連携し、国際交流＝人権教室という形で小学生を対象にアフリカ（ウガ
ンダ）の話を人権教育という観点も交えて行った。講座は実際にウガンダ人と結婚した夫婦が
行い、普段あまり接することがないウガンダ人と小学生達が交流し、非常に楽しそうに質問等
を行っていた。今年度は座学だけだと飽きてしまうので、アフリカンダンス体験も行った。
※「健康が一番だんべー！『あしこし健康教室！』」（全７回）
　前述にあるとおり、ソーシャルグッドが「なるべく多くの人に健康教室を体験してもらいた
い。」という熱い思いがあり、東地区民生児童委員と連携し、初回を月１回東公民館で行って
いる高齢者向けいきいきサロン内で実施した。その結果、より多くの住民に参加していただく
ことが出来た。
※「Ｘmasにピッタリ!?『わくわくフラワーリース教室！』」（全２回）
　東公民館で活動しているフラワーアレンジメントサークルが定期利用している際に、小学生
が多く訪れている現状を見て「是非小学生と一緒に何か活動できないか？」という依頼があっ
たので、試しに休暇時ではなくフラワーアレンジメントサークルが活動している月曜日の放課
後に講座を実施してみることにした。今年度は事業実施時期が１２月なのでクリスマスリース
作りを行ってみたが、予想よりも多くの参加があった。放課後実施の事業ということで開始時
間や講座の実施時間を工夫すれば、もっと多くの小学生に参加してもらえるかもしれない。
※「☆ハッピーミニＸmas☆『ちょこっと♪クリスマス会』」（全１回）
　東公民館で活動している図書ボランティアにクリスマス会を行ってもらう。内容はブラック
ライトシアターで、図書ボランティアが練習をしたものを地域の小学生や幼児に公開する予定
である。

城址

「親子で楽しい！リトミック教室」
　平成２３年度末頃に当館で「親子でいっしょに！リトミック体験教室」（全２回）を実施
し、その後も回数を年４回×前期・後期 = 年８回として平成２４年度以降も継続的にリト
ミック教室を実施してきた。その中で、平成２３年度当初から地元の母子等保健推進員に講座
のアシスタントとして参加してもらうことを継続している。講師も地元住民であり、母子等保
健推進員と講師・公民館が連携して、子どもたちの健やかな成長にママ友同士の交流もねらい
に含めた穏やかな講座運営を続けてきたことで、地元の未就学児を中心とした親子が安心して
参加できる講座になった。
「マリンバコンサート」「ふれあいコンサート」
　いずれも中央地区４サロン（城址ふれあいサロン・シンフォニーふれあいサロン、ときわ・
いきいきサロン、らく・らく１００才サロン）と企画段階から協働し、高齢者の方でも安心し
て楽しめるコンサートを実施した。

７　関係団体との連携事業　（　３８館　９３講座）
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佐野

「第３６回佐野地区郷土芸能祭」「囲碁・将棋大会」（30年3月開催予定）
両事業ともに佐野地区町内公民館長会が主催し、公民館他が共催している。佐野地区郷土芸

能祭は佐野長寿センターを会場としている。
「みんなで楽しく！子どもチャレンジ料理教室」
　食生活改善推進員を講師に迎え、公民館主催事業として事業を実施した。
※「育児中のあなたに―爽快！スマイルボウリング体験」

民生児員児童委員が運営する佐野地区子育てサロン「たんぽぽの会」との共催で実施した。
当校区在住で当館を初めて入館する参加者があったことから若年層に対する公民館利用の啓発
の機会にもなった。講座内容は市出前講座を活用したもの。講師自身もこうした子育てサロン
での指導が初めてで学習になったと伺っている。

塚沢

※「高崎市教育委員会教育長講話」
教育長の講話を聴講した婦人会長から、是非、塚沢地域住民にお話しを聞いてもらいたいと

のことから、塚沢地区婦人会と連携して実施。
※「知ってあんしん！介護のおはなし」（30年1月開催予定）

高齢者あんしんセンター希望館の職員と連携して企画。２回実施予定で、２回目は、あんし
んセンター希望館を会場として実施予定。

東部
「クリスマス会」
　図書ボランティアによる児童向けの「パペットショー」「読み聞かせ」「エプロンシア
ター」などを連携して実施。

中居

「中居長寿セミナー」
　中居地区長寿会と日程や企画について協議し９回の事業を実施した。学習機会を提供する出
前講座や参加型のうたごえ広場やグラウンドゴルフなど多様な企画により多くの参加があっ
た。
「中居女性セミナー」
　中居地区婦人会と日程や企画について協議し、１０回の事業を実施した。健康、防犯、交通
安全等日常生活に役立つ講座や、もの作りやグラウンドゴルフのように手足を動かすことで心
身の活性を図る教室と、変化に富んだ内容にすることで多くの参加があった。

矢中

「５０代からのライフアップ講座」
　矢中地区長寿会連合会と連携し、健康で長生きをするために地域の人たちと集い、学び、交
流を深め、心豊かな生きがいのある人生を過ごすことを目的に開催している。例年、矢中地区
長寿会連合会の役員と講座の内容、日程等について協議をしながら進めている。今年度は、６
月～８月にかけて全４回で実施した。内容は「運動をとおして健康と仲間づくり」「生き生き
１００歳人生～健康長寿は発声から～」「わかりやすい相続、遺言の話」「映画の鑑賞」で
あった。

中川

「お正月料理作り教室」
　校区食改推（市食生活改善推進協議会中川支部）に講師を依頼し、手軽にできるお正月料理
作り教室を毎年１２月に開催。一般的なお正月料理とは一味違う、食改推さんならではの創作
メニューが参加者から好評を得ている。
「中川公民館クリスマス会」
　当館読み聞かせボランティア「絵本の小箱」と連携したクリスマス会には、毎年１００人以
上の子どもたちが来場。館内に色とりどりの飾り付けを行い、クリスマスムードを演出。ボラ
ンティアによる人形劇や民話の語り、ハンドベル演奏など、子どもたちに一足早いクリスマス
を楽しんでもらっている。
「町内公民館長・町内区長との合同研修会」
　毎年９月、榛名湖畔において、町内公民館長・町内区長との合同宿泊研修を実施している。
各町内公民館の取り組み状況の報告や情報交換、課題共有の場として貴重な機会となってい
る。
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浜尻

「七夕の飾りつけ」（子育てサークル浜尻）
　七夕の飾りつけをして公民館の玄関に飾った。
「浜尻地区ソフトバレーボール大会」「夏季グラウンドゴルフ大会」「校区代表ソフトボール予選会」
「秋季グラウンドゴルフ大会」「浜尻地区はねつき大会」（体育振興会）
　健康を増進するとともに、地域住民の交流と親睦を図った。
「浜尻小校区健全育成・交通安全祈願パレード」（青少年問題協議会）
　「親子で考える標語」を募集し、パレードを行うことで、地域住民に健全育成・交通安全の
啓発を行った。
「浜尻まつり」（浜尻まつり実行委員会）
　まつりをとおして、地域の団体・住民が一体となり、コミュニケーションを深めることで、
団体間のネットワークが形成され、世代間の交流が深まり、地域全体の活動を盛り上げた。

新高尾

※「大型布絵紙芝居教室」　後述「１８」を参照。
「寿大学」
　地区長受会連合会の協力を受け、一部は中川長寿センターを会場に開催。全６回。申込み受
付、講座当日の受付・資料配布で長寿会連合会の協力を受ける。「笑い」を隠れたテーマとし
て、「落語会」「笑いヨガ＆納活性化ゲーム」「笑う門には福来る（人権教育推進講座）」を
開催し、笑うことによる健康増進を目的のひとつとした。
「生き生き女性学級（手芸教室）」
　婦人会に講師を依頼して開催。制作する作品選定は婦人会で行い、出来あがった作品は新高
尾地区文化祭（作品展示）に出品された。
「生き生き女性学級（みんなで踊ろう）」
　婦人会に講師を依頼して実施。地区文化祭に出演しその成果を発表した。
※「食と健康の講演会」　後述「１８」を参照。
「地域ふれあい料理教室」（30年1～2月開催予定）
　昨年度から実施。婦人会に協力してもらい、メニューの選定・実施時期などについて相談
し、また材料準備などを依頼して実施する予定。

北部 ※「０号館夏祭り」 前述「６」を参照。

六郷

「おいしく食べるお料理教室」（今後開催予定、食生活改善推進員）
　体に良くおいしい食事を学ぶことにより、食事からの健康作りを学ぶきっかけと、食生活改
善推進員の活動を知っていただく機会にするため企画。公民館主催となり企画から実施まで協
働。

長野

「町民大運動会」
　長野地区区長会、文化スポーツ推進委員会、長野地区長寿会連合会、長野小校区子ども育成
会、交通安全協会長野支部、長野地区母子等保健推進委員、女性防火クラブ長野支部、防犯協
会長野支部、民生･児童委員協議会、環境保健協議会長野支部、長野小校区青少年育成推進委
員、長野小学校PTA　等
「防災まつり」
　長野地区区長会、高崎市消防団第１３分団、女性防火クラブ長野支部

箕郷
※「よみがえる箕輪城城門」 （おりひめ学級　第７回学習会，箕輪城語り部の会）
　箕輪城語り部の会に、箕輪城跡とその周辺について現地で解説を依頼した。上記について
は、地域における「箕輪城」をＰＲする方法を研究するために実施した。

八幡

「初心者からのグランドゴルフ教室」
八幡校区体育振興会と連携し、講師にもなってもらい開催した。企画及び講座当日の指導は

体育振興会と協議しながらおこない、準備・運営は公民館が行った。３回講座であったが、天
候に恵まれ大勢の参加者がワイワイ楽しみながらプレーしており、グランドゴルフの面白さを
感じてくれたようだった。

- 23 -



鼻高

「わがまち鼻高　地域座談会」
連携先→区長会、地域づくり活動協議会、地域住民有志、生涯学習推進員等

　公民館がコーディネート役を演じながら、「わがまち鼻高　地域座談会」と称する集いを開
催した。今回は「鼻高の町名と小字名を考える」をテーマにして、地域の住民が自ら居住する
場所で呼ばれている小字名について座談会形式で話し合った。小字名の由来について学術的根
拠に基づいていないかもしれないが其処に住み歴史を肌で感じ取っている地域住民が話し合っ
た。地域の歴史や文化・魅力の再発見、今後の鼻高地域づくりや進むべきあり方等について、
住民が集い話し合うという住民参画型の事業ができた。

倉渕

「ほたるの鑑賞会」 団体名「倉渕ほたるの会」
　倉渕地域でほたるの保護や啓発活動を行っている団体と連携し、初夏にほたるの鑑賞会を実
施。会場準備、ほたるの解説や参加者のもてなしなどのボランティアを団体が担い、日程調整
や周知などを公民館が担っている。取り組みが評価され、倉渕ほたるの会が群馬県環境賞を顕
彰された。
※「楽しいバルーンアート」 団体名「倉渕地区社会福祉協議会」
　例年夏休みの時期に倉渕地区社会福祉協議会が開催している「そうめん流し」と同時開催。
相互に協力し参加者の利便性を図った。
※「影絵たごの羊だいゆう」

団体名「くらぶち子育てサロン　スマイル」及び「高崎市社会福祉協議会倉渕支所」
　高崎市社会福祉協議会倉渕支所（倉渕福祉センター）で活動している子育て応援団体と連携
し、影絵を上映。企画から運営まで全般について協力し開催。
「ありがとう川柳」 団体名「倉渕小学校PTA」及び「高崎市文化協会倉渕支部」
　感謝の気持ちを育てるありがとう運動として、ありがとう川柳の募集をPTAと共催。小学
生、保護者、教職員、一般からの応募作品から、文化協会倉渕支部の協力で優秀作品を選定
し、地域の文化祭「やまなみ祭」で掲示。

榛名

「榛名文化祭」　関係団体『高崎市文化協会榛名支部』
　平成１８年の市町村合併前から続いている事業で、平成２９年度で５１回目の開催となる。
高崎市文化協会榛名支部の会員や当公民館の定期利用団体、榛名地域の小中学校や幼稚園・保
育園等が参加し、準備から開催当日の運営まで度重なる会議を実施している。文化祭は１１月
４日（土）、５日（日）の２日間行われ、音楽発表や作品の展示、茶会、菊花展等を開催し
た。

片岡

「片岡４校区ソフトボール大会」「片岡４校区バレーボール大会」
「片岡４校区グラウンドゴルフ大会」
　片岡４校区（片岡、乗附、寺尾、城山）体育振興会合同による、ソフトボール・バレーボー
ル大会を５月と９月にそれぞれ実施しており、またグラウンドゴルフは１１月に実施。会議か
ら、準備および大会運営において連携を続けている。

乗附

「ふれあい子育てサロン」「ふれあいいきいきサロン」
　社会福祉協議会と連携して実施。
「三世代ふれあいソフトバレー大会」「乗附校区グラウンドゴルフ大会」
「片岡４校区ソフトボール・バレーボール大会（春・秋）」
「片岡４校区グラウンドゴルフ大会」
　体育振興会と連携して実施。
「三世代ふれあい運動会」　区長会・体育振興会と連携して実施。

寺尾

「片岡４校区ソフトボール・バレーボール大会及びグラウンドゴルフ大会」
　体育振興会と大会の準備および大会運営において連携を続けている。
「身近なことから環境を考えよう！体験講座」
　寺尾地区環境保健委員・ゴミステーション担当区長と連携を続けている。
「寺尾地区芸能発表会」
　今年度は町内公民館と連携し「芸能発表会実行委員会」を立ち上げ、寺尾地区芸能発表会を
片岡長寿センターで実施した。

城山
「片岡４校区（片岡、乗附、寺尾、城山）体育振興会主催のバレーボール・グラウンドゴルフ大会」
　各校区が当番校を分担、実施。公民館は体育振興会と協力・準備を行う。
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南八幡

「芸能祭」「納涼祭」「南八幡地区合同運動会」「新年初顔合わせ」等
　区長会、体育振興会、南八幡地区民生委員児童委員協議会等連携して、実施している。
「雑学ゼミ」
　婦人会とは、「雑学ゼミ」の名称で、生活支援・運動・料理教室等年間９回講座を実施して
いる。

吉井

「公民館で遊ぼう」 吉井ＶＹＳ（青少年ボランティア団体）
　ドッジボールであそぼう！クラフトをしよう！みんなで、やろう「ミニ運動会」！クリスマ
スパフェをつくろう！等年６回の開催があり、毎回子どもたちが楽しみにしている事業であ
る。

倉賀野
「ＡＫＧＢセミナー（旧高齢者教室）」
　全行程６回の講座。長寿会役員の意見や年間行事予定を参考に事業計画を作成し、参加者募
集の取りまとめや毎回の講座当日の受付を協力してもらった。

岩鼻

「クリスマス会」　（団体名）岩鼻公民館おはなしの会
　幼児児童（保護者を含む）を対象として約１年をかけて準備し毎年開催している。広報活動
は、公民館だよりのほか、おはなしの会が開催チラシを作成して、チラシ配布への協力などを
行う。

大類

「こどもクッキングスクール」「親子わくわくクッキング」「料理教室」（30年1～2月開催予定）
　公民館利用団体である「家庭科クラブ」の協力をいただき、メニュー選定や材料準備などの
事前準備、当日の講師や講師補助をしていただいた。
「七夕かざり教室」「こどものつどい（もちつき大会）」
　公民館図書ボランティアの協力をいただき、七夕かざり指導、劇、人形劇をしていただい
た。

滝川

「滝川子どもフェスティバル」　社会福祉協議会
　会議の出席、資料作成補助、運営全般
「巡回いきいきサロン」　民生児童委員
　高齢者の健康と生きがい考える取り組み

京ケ島

「京ケ島地区芸能祭」
　芸能祭実行委員会との共催事業。公民館利用団体を中心に、保育所園児、小学校合唱部、民
生児童委員、交通安全協会なども出演した。
「京ケ島地区ゴルフ大会」
　ゴルフ大会実行委員会との共催事業。玉村ゴルフ場を会場に１０７名が参加。

金古

※「初心者向けパソコン教室」「はじめよう！！タブレット」 連携団体：区長会
　区長会より、パソコンが苦手な為に区長就任を渋る方が多く困っているとのご相談をいただ
き、講座を企画・開催した。多くの方にご参加いただき、為になったとご好評をいただいた。
※「親子で楽しむヘアアレンジ～基本編～」「素敵な壁飾りを作ろう！」「キャンドル作り教室」

連携団体：群馬児童館母親くらぶ
　企画段階から連携し、子育て世代のお母さん達が興味関心のある上記講座を開設した。他の
講座よりも特に若年女性に多くご参加いただき、公民館の利用者層の拡大に寄与した。
「金古暖話塾」 連携団体：金古暖話塾
　企画段階から連携し、毎月１回公民館を使用し講演会を開催している。講師には各方面で活
躍される方々をお呼びし、活況を呈している。

国府
「公民館夏祭り」　区長会・長寿会・民生児童委員・公民館利用団体
　前会議を開き、それに参加し実際にやってもらう内容を確認し開催日に参加協力してもらっ
た。

堤ヶ岡

「食用油を便利にリサイクル！せっけんづくり」
　毎月第一木曜日に、当公民館にて廃油の回収事業を行っている「高崎くらしの会群馬支部」
との共催により実施。参加者に使用後の不要になった油を違った形で再利用できることの楽し
さ、便利さを実感させ、リサイクル精神の向上につなげることを目的とした。完成後は試作品
を持ち帰ってもらい有効活用していただきました。
　なお、学校給食センタ－より毎年廃油を提供していただいています。
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上郊
「第７回かみさと地域づくりフェスティバル」
　前述「２－（１）」を参照。

金古南
足門

「第６回秋のフェスティバル」
　定期利用団体、区長会、生涯学習推進員による実行委員会を立ち上げて、企画会議を重ねて
開催した。公民館定期利用団体発表、読み聞かせ及びベリーダンスの披露、金古南小学校児童
の合唱、大昼食会（すいとん）など。

南
「南熟年講座」「美術館見学会」
　美術館(高崎市美術館、タワー美術館)の協力を得て担当学芸員の解説付きで参加者が鑑賞で
き、好評を得ている。

西

「藍の生葉染め」
　染料植物園職員と染色材料選び、当日は実技指導を担っていただいた。
「特殊詐欺の傾向と対策」（いきいきセミナー西　第６回）
　高崎警察署警察官から特殊詐欺の手口を学び、防犯意識の向上を図った。

佐野

「夏休み特別企画！さの子どもECO教室2017」（全４回）　連携先　みどり市岩宿博物館
　全４回中の一コマは館外学習として、みどり市岩宿博物館様の協力を得て、学習プログラム
の立案を行い、また現地職員の丁寧な指導のもとに黒耀石のナイフで昼食の豚汁用に用いる豚
肉を切ったり、矢じりの穂先の製作や石やり・弓矢を実際に使ってみるなどの体験学習を行っ
た。

塚沢

※「普段聞けない、おカネのはなし」 日本銀行前橋支店
　日本銀行前橋支店の出前講座で実施。
※「おカネのはなし～贈与・相続と税～」 高崎税務署
　高崎税務署の出前講座で実施。
「群馬県なんでも出前講座（県民健康科学大学）」（30年3月開催予定）

中居

「中居長寿セミナー　体に痛みのあるときの生活の工夫」
　群馬県立県民健康科学大学教授を講師に日常生活の中で体の痛みとどのように向き合うかに
ついて学習。
「中居長寿セミナー　高齢者交通安全教室」
　市民部地域交通課職員を講師に高齢者の交通事故防止対策について学習。
「中居長寿セミナー　ごみの出し方、減らし方、活かし方」
　市環境部一般廃棄物対策課職員を講師に高崎市のゴミの出し方や減らし方について学習。
「中居長寿セミナー　高齢者に多い入浴の事故」
　群馬県立県民健康科学大学教授を講師に高齢者の入浴事故の現状や防止策について学習。
「中居女性セミナー・湯の国ぐんま　温泉探訪」
　群馬県健康福祉部業務課による講座。温泉の泉質や特徴、入浴効果や入浴方法などについて
学習。
「中居女性セミナー　自転車の交通安全教室」
　群馬県高崎警察署員を講師に自転車による交通事故の防止対策について学習。
「中居女性セミナー　うっかりミスはなぜ起こる」

群馬県立県民健康科学大学准教授を講師にミスの起こるメカニズムや防止方法について学
習。
「中居女性セミナー　世界かんがい施設遺産　長野堰用水」
　群馬県西部農業事務所職員を講師に、平成２８年に世界かんがい施設遺産に登録された長野
堰の歴史について学習。

中川

「ベテラン世代いきいきセミナー」（30年2月開催予定）
　市中川長寿センターを会場に、シニア世代をターゲットにした健康づくりや認知症予防など
の講座（４回シリーズ）を開催している。同じ校区内でも距離が離れているため、中川公民館
に馴染みのない参加者へのＰＲの場にもなっている。

８　関係課・機関との連携事業　（　１５館　３４講座）
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浜尻

※「介護予防教室」
高齢者あんしんセンター希望館と連携し、健康の維持・増進を図りながら健康寿命を延ばす

とともに、生きがいづくり、参加者同士の交流や親睦を深めることを目的として実施。講師は
希望館より派遣。

北部
「祈りの合唱講座」

平成２８年３月、北部小校区内で重大交通事故が発生した。犠牲者に対して哀悼の意を表す
ために、合唱講座を開催。第１回目は本庁地域交通課に依頼し、高齢者の安全講習会を開催。

箕郷

※「中山道倉賀野宿散策と高崎市歴史民俗資料館見学」（おりひめ学級　館外研修）
　（倉賀野観光ガイドの会、倉賀野公民館、おもてなし館、高崎市歴史民俗資料館、阿久津水
処理センター）
　倉賀野河岸や中山道の宿場としてにぎわった歴史をガイドさんから学び、「倉賀野の歴史の
深さに驚いた」との声が聞こえた。高崎市歴史民俗資料館では、学芸員さんから高崎城の模型
で説明を受け、江戸時代の高崎の様子について学べた。なお、集合場所として倉賀野公民館、
昼食場所としておもてなし館、そして公用バスの停留場所として阿久津水処理センターの協力
を得て実施した。
※「高崎学検定のすすめ」（おりひめ学級　開級式記念講話）
　（市民活動センター、高崎市社会教育講師）
　「高崎学博士が語る　わたしの高崎」に掲載した内容以外のお話しも聞けた。講師の方は、
箕郷町に大変縁のある方で、箕郷町についての話もされた。学級生は大変共感を持って聞かれ
ている様子であった。今回の学習をきっかけに、箕郷町初の高崎学検定に合格される方が出れ
ばよいと思った。
※「工場見学と高崎市議会傍聴」（箕輪城寿大学　館外研修）
　（大塚製薬会社、高崎市議会、中央公民館）
　議会傍聴では、初めての方が殆どで、大変参考になった様子であった。高齢者にとっては、
「高崎市を知る」より良いきっかけになったと思う。
※「知的運転で交通事故を防ごう」（箕輪城寿大学　第5回学習会）（高崎市地域交通課）
　高崎市地域交通課の出前講座を活用し、クイズゲームや歌体操で楽しみながら、頭と体を活
性化し最近増加している交通事故の特徴や地域の危険個所での注意すべき点を、講話や映画を
見ながら学んだ。
※「これからの高崎市の展望と箕郷町」（箕輪城寿大学　入学式記念講演）
（秘書課、支所地域振興課）
　箕郷在住の副市長をお招きして、箕郷町に関連するお話しをしていただいた。準備のため、
関係機関の協力を得て１ヶ月以上前から打合せ等を行った。

榛名

「榛名山麓塾熟年講座『館外研修』」　（高崎市多胡碑記念館）
　観覧料減免、ボランティア解説員の手配等。
「熟年講座④地震・煙体験教室」　（高崎市北消防署榛名分署）
　起震車「なまず号」による地震体験、煙ハウスによる火災時の視界体験、水消火器による消
火訓練等。

下里見
※「草木染の染色体験教室」　（染料植物園）
　職員と講座内容を打ち合わせし、アカネの根を使って染色した。

乗附
「白バラ教室」　（選挙管理委員会）
「心豊かな地域づくりのための懇談会」　（社会教育課）
「人権講座」　（社会教育課）

城山
※「市出前講座　空き家の管理大丈夫ですか」
　城山団地が抱える地域課題について、建築住宅課の出前講座を活用。
　・高崎市建築住宅課　⇒城山の現況を意見交換しながら当日の内容を作成。

吉井

「おもしろ科学教室」 （群馬県生涯学習センター）
　子どもたちの「科学する心」をはぐくむとともに、学校外活動の充実を図るための事業。理
科離れの進む現在、貴重な体験ができる教室となっている。
「吉井どろんこ祭り」

吉井支所全体で取り組んだ事業である。準備段階から何回となく打ち合わせを実施し、当日
を迎える。今年度は、10,000人程の来場者があり、多いに賑わった。

滝川 「滝川ウォーク」　（県立歴史博物館）
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城南

【企画・運営ボランティア（以下、「企画ボラ」と記述）との協働】
　２８年７月から、「公民館だより」等にて公募し発足。４０代女性２名、７０代男性２名に
より構成。月１回程度の全体ミーティングを実施。事業に結びつく知見等の発揮を促し、事業
によっては指導者の紹介や日程等の調整、司会進行等も担当してもらっている。オリジナル事
業は構成や役割分担まで煮詰め、他館と同様な事業は、まず必要性等を協議し可能な限り地域
人材を登用することを基本とする。雑談の中にもヒントが隠れており、複数名の関与によって
「一捻り・ひと手間加える」ことが可能となる。地域（地縁）人材や資源の活用などの機会が
広がるため、「参加者・指導者等の満足度も高い、企画ボラ・主事としても納得できる」事業
の実施や、館単独では着手しづらい生活課題・地域課題的な事業にも着手できている。若干の
メンバー増員と「継続的発展」が当面の課題。主な、協働事業は以下のとおり。
「ふれあいコンサート」　企画ボラ・地区在住奏者との協働　後述「１１」を参照。
※【笑いヨガ＆ﾌﾟﾁウｵーキング】・・・地域資源の活用など　後述「１８」を参照。
※【失敗しない整理・収納術】・・・地域人材の活用　後述「２０」を参照。
※【子育て・子離れを語るお茶会】・・・地縁の人材の活用（元小学校長）など、
テーマとは別に３０～５０代の取り込みが主な狙い　後述「１８」を参照。

西
【参考】「企画委員会」をたとえ立ち上げてもなかなか意見が出ないことから、講座受講者及
び来館者からの聴き取りにより学習需要を掘り起こしている。

浜尻
「浜尻地区ミニ音楽祭～第７回春待ちコンサート～」（30年2月開催予定）

２９年度より浜尻地区文化祭実行委員会の事業として実施予定。
前述「５」を参照。

箕郷

※「みんなで創る　火曜塾」
　住民参画型の事業として発足し、受講生みなさんで一緒に考えて実行した。どんな内容にし
たら楽しく学べるか、こんな内容を学習したいけど、講師はどう探したらいいかなど、みなさ
んで調べたり、公民館と相談しながら、手づくり感いっぱいの学習を館外研修を含め、年間計
７回の学習会を行った。

岩鼻

「水鉄砲を作って遊ぼう」
　夏休み中の子ども向けの企画で、地区民生委員と地域のボランティアが中心に竹取り、消耗
品購入、準備と当日の開催までを実施している。参加の児童数は１００名程度。地域のボラン
ティアの年齢が高齢化になり準備等が大変になってきている。

南
「熟年講座」
　全９回のシリーズ講座。熟年世代を中心とした参加者の暮らしがより充実したものになるよ
う、様々な分野の講師に依頼し、参加者から好評を得ている。

城南
※「地域課題研修ステップ④【実践的介護講習】」
　（都合により中止、参加予定者からは大変叱られました。　後述「１９」を参照。）
※【子育て・子離れを語るお茶会】 後述「１８」参照。

城東
「タブレット体験講座」
　「スマートフォン」や「タブレット端末」が急速に普及し、これらの機器を使用する生活が
一般化しつつあることから、情報格差を解消するために取り組んでいる。

西

「暮らしの科学講演会『うっかりミスはなぜ起きる』」
　県民健康科学大学准教授から身近な事例紹介や、実際にうっかりミスを体験していただき、
そのメカニズムや防止策を探る。（上並榎町（4）ふれあい・いきいきサロン「えんがわ」と
の共催）

東
※「健康が一番だんべー！『あしこし健康教室！』」（全７回）
　高齢化社会の中で健康寿命を延ばすには何が一番良いのだろうという観点から行った事業。

10　身近な生活課題や地域課題に重点をおいた事業　（　３２館　５７講座）

９　住民に企画段階から参画してもらった事業（仮称：企画委員会等）　（　４館　７講座）
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北

「あしこし健康教室」※「フィットネスフラ教室」※「笑いヨガで脳トレ教室」
※「必ず役立つ整理・収納術講座」
　健康第一の意識を高め、さまざまな運動を通じて、健康増進に取り組んだ。年末という時期
もあり、整理収納アドバイザーから、効率的な整理収納術のコツを学んだ。

城址

※「古典を学ぶ『更級日記』入門講座」（30年1～3月開催予定）
　いろいろな方に親しまれやすい古典の学習により、学習者が自らの教養の向上を感じていく
ことを通じて、公民館活動の課題であり目標のひとつでもある“心豊かな活力ある人づくり”
につなげようとしている。
「心を育むわらべうた」「親子で楽しい！リトミック教室」「わらべうたとおはなしの会」
「読み聞かせ事業」
　乳児～幼児～学童年齢と成長していく子どもに合わせた学習機会を提供し続けつつ子育て中
の母親たちにも着目し、母親たちが社会との接点を保ち楽しみながら子育てができるよう、ま
たママ友づくりなど人々とのコミュニケーションが確立できるよう場を設け続けることで、子
育て中の母親たちが孤独にならないよう留意した事業運営を心がけている。

佐野

「心と体の健康増進講座！さの健康気功教室」
「楽しくてたまらない！ゲームで脳活、みんなで脳活」
「さあご一緒に！ムリなくできる脳活・健脳運動」
　平均寿命の延伸を続くわが国において健康寿命の延伸が現代的課題の一つである。当地域で
も同様であり、当館ではこれまでこの地域課題の解決のための事業展開に重点を置いてきた。
どの事業も講座回数を経るごとに参加者のイキイキとした声が聞こえた。脳活・健脳運動は、
１名であるが男性の参加を得ることができた。
「これからのために！体を使って親子あそび」
「今を大事に！親と子のふれあいレクリエーション」
　乳幼児と保護者を対象とした事業である。過去の受講アンケートから「ただ集まって楽し
かったでは勿体無い、親の知育もしてほしい。」という貴重な声も頂いており、当館では対象
とする乳幼児の年齢層の絞込みや定員設定を少なくし、より参加者と講師とのディスカッショ
ン、あるいは参加者保護者同士の情報交換が深まることにより学習効果が高まるよう配慮して
いる。

塚沢
※「おカネのはなし～贈与・相続と税～」（高崎税務署）
高崎税務署の出前講座で実施。

東部

※「自分ノート作成講座」（今後開催予定）
認知症高齢者の急増などに伴いシニア世代における終活に関する興味関心が高まっているこ

とを踏まえ、エンディング認知症や病気などで意志表示ができなくなったときに備えて、介護
の仕方や最期の迎え方などの希望を家族に伝える「自分ノート」（エンディングノート）の書
き方や、財産の相続や遺言などに関する行政書士からのアドバイスを受けられる講座を実施予
定。
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中居

「ベビービクス・親子ビクス教室」
孤立しがちな核家族の母子に居場所を提供すると共に親子の絆を深め、参加者同士の交流と

多面的な効果を生み出した。
「中居長寿セミナー　体に痛みのあるときの生活の工夫」【再掲】
　群馬県立県民健康科学大学教授を講師に日常生活の中で体の痛みとどのように向き合うかに
ついて学習。
「中居長寿セミナー　高齢者交通安全教室」【再掲】
　市民部地域交通課職員を講師に高齢者の交通事故防止対策について学習。
「中居長寿セミナー　ごみの出し方、減らし方、活かし方」【再掲】
　市環境部一般廃棄物対策課職員を講師に高崎市のゴミの出し方や減らし方について学習。
「中居長寿セミナー　高齢者に多い入浴の事故」【再掲】
　群馬県立県民健康科学大学教授を講師に高齢者の入浴事故の現状や防止策について学習。
「中居女性セミナー　自転車の交通安全教室」【再掲】
　群馬県高崎警察署員を講師に自転車による交通事故の防止対策について学習。
「中居女性セミナー　うっかりミスはなぜ起こる」【再掲】
　群馬県立県民健康科学大学准教授を講師にミスの起こるメカニズムや防止方法について学
習。
「ベビービクス・親子ビクス教室Part2」(30年1～2月開催予定)
　参加者同士の交流を通して核家族化で孤立しがちな母子に情報や居場所を提供するとともに
親子の絆を深める。

矢中

「らくらく（楽楽）健康講座」（30年2～3月開催予定）
　地域の機関（病院）と連携をして、今日の生活課題である認知症予防、転倒骨折予防を図
り、心身共に健康で豊かな人生を過ごすことを目的に開催する。病院の健康運動指導士を講師
に招き、実技指導をしていただく。

中川

「年末大掃除対策講座」
　年末大掃除の時期より少し前（１１月下旬）に「誰でも整理収納術」と「掃除が楽しく変わ
るナチュラルクリーニング」を２日間にわたって開催。県内各地で活躍する整理収納・掃除の
プロの指導で、目からウロコのテクニックを学んでもらった。「もっと早く聞いておけばよ
かった」「友人・知人にもにもぜひ薦めたい」など、参加者から毎年好評を得ている。
「脳活性化リハビリゲーム体験教室」
　超高齢社会において、認知症高齢者の増大が大きな問題になっている。当館では、「（一
社）みんなの認知症予防ネット理事」を講師に招き、２８年度に県内初開催（新聞掲載有）。
脳の機能を高める手や指を使った運動や、記憶力を高める頭の体操など、簡単なゲームなどを
行い、地域全体で認知症予防に取り組むきっかけ作りとしている。

浜尻

「自分ノート作成講座」
認知症高齢者が増大する中、たとえ認知症になっても最期まで自分らしく行き抜くため、意

志表示ができなくなったときに備えて、エンディングノートの書き方や、財産の相続や遺言な
どに関する行政書士からのアドバイスを受けられる講座を実施。

新高尾
※「終活講座～葬儀のマナーとエンディングノート作成～」「普通救命講習会」
　前述「４」を参照。

六郷

「おいしく食べるお料理教室」（今後開催予定、食生活改善推進員）
　体に良くおいしい食事を学ぶことにより、食事からの健康作りを学ぶきっかけと、食生活改
善推進員の活動を知っていただく機会にするため企画。公民館主催となり企画から実施まで協
働。
「みんなでコーラス♪素敵なハーモニー♪」（文化振興部会）
　地区の芸能発表会参加を通じて地域の繋がりの促進を目的とした定番講座。企画から実施ま
で協働。

長野
「さわやか元気教室　健康講話『生活習慣病・認知症の予防について』」
　榛名荘病院健康管理センター長より生活習慣病と認知症の知識・予防等についてお話いただ
き、また、無料で骨密度測定を実施していただき受講者にとって大変役立つ講座となった。

箕郷
「子育てランチミーティング」
　子育てにおける悩みや疑問、楽しみについて、専門の講師を交えて話し合う場を提供した。

- 30 -



八幡

「ボールペン字教室」
　意外と皆コンプレックスを持っている、自分の書く文字。くせをなくした誰でも読みやす
く、バランスのとれた美しい文字を書く、取っ掛かりとして企画した講座だったが、先生もベ
テランで非常に教え方も上手く、皆さん熱心に学んでくれた。

鼻高
「地域健康教室in鼻高公民館“生活習慣病・認知症の予防について」

地域住民の健康保持と地域学習活動として、医師による健康講話や参加者の骨密度チェッ
ク：骨密度測定などを行なう。地域住民の健康意識の高揚に努める。

倉渕
※「エクセルで作る医療費控除」
　高齢化の進む倉渕地域において、確定申告時に使う医療費控除の明細書を作るパソコン講座
を開催し、医療費の可視化を行うことで健康への意識付けを行った。

榛名

「あしこし健康教室」
　加齢とともに低下する体力・筋力・基礎代謝について自分の現状を理解するとともに、健康
の知識を学び、筋トレ・脳トレ、ストレッチなどを通じて、１０年先でも動ける体作りを目標
として事業を開催。

下里見
※「ノルディックウォーキングを体験しよう！」
　全身運動で持久力向上や筋力強化、姿勢の改善から様々な運動効果による生活習慣病予防を
目的に開催。

片岡
※「終活セミナー」
　誰にでもやってくる最後のときを考え、残りの人生を有意義に過ごすことを目的に講座を開
催。普段知ってそうで知らない葬祭マナー等についても学んだ。

城山
※「市出前講座　空き家の管理大丈夫ですか」
※「～防災は地域づくりから～女性の視点で考える地域の防災」
　校区で取り組む防災訓練と連携して実施。

南八幡

「慰安会」
　民生委員児童委員協議会とともに、ひとり暮らしの高齢者等を対象に八幡ふれあい館におい
て、園児・児童・中学生による歌や演奏、婦人会の踊り、歌謡ショーを主体とした「慰安会」
に招待し、楽しい１日を過ごしてもらい、ひとり暮らし高齢者と地域の方々との触れ合う場を
設けている。

吉井

「吉井寿研究科」「自分発見リフレッシュ研究科」
　高齢者対象と女性対象の違いはあるが、ともに１年を通して、安全・文化・環境・郷土・健
康など様々な観点から、身近な生活課題や地域課題について学び、自己の向上をめざしてい
る。２つの講座とも、地域の活性化に寄与している。

倉賀野
「男性の料理教室」
　男性も料理を通して、家族や友人との交流を深め、心豊かな生活を過ごすこと。一人暮らし
を想定し簡単にできる料理実習を実施。

金古

※「初心者向けパソコン教室」「はじめよう！！タブレット」
　区長会と連携し，地域課題である区長候補者不足の解消を目指す講座。区長会より、パソコ
ンが苦手な為に区長就任を渋る方が多く困っているとのご相談をいただき、講座を企画・開催
した。多くの方にご参加いただき、為になったとご好評をいただいた。

堤ヶ岡

「お正月に飾るしめ縄づくり・神棚飾りと玄関飾り」
　衰退傾向にある地域の伝統文化を地域のご年配の方（講師）が若い世代の参加者に教え継ぐ
という形をとり、結果的に地域の幅広い年代層の方の参加があり、地域の伝統文化継承ととも
に、世代間交流の場となった。親子で協力し合って手作りの楽しさ、難しさを知り、完成品に
満足していただいた。毎年、材料の収集に手間と時間がかかり大変苦労している為、無理の無
い程度に開催できれば良いか検討が必要になっている。

上郊

「延ばせ健康寿命～自宅でロコトレ～」
高齢化率が高い地区なので、関心がある住民が多く、参加者が多数集まった。健康に暮らし

続けるためには、自分で意識して努力する必要があることとそのための効果的なトレーニング
方法を教えてもらえたので、参加者は満足していた。

金古南
足門

「毎日を元気に楽しむ健康術教室」
　運動不足の方に、楽しく運動をすることにより成人病を予防する。体を動かす運動習慣を身
につけて、ストレスを解消し、体力づくり、仲間づくりを行い、心身ともに毎日を元気に過ご
せることを目的に開催した。

- 31 -



城南

「ふれあいコンサート」
　企画ボラ、奏者（地域人材）とともに協働し、年度当初からコンサートの開催時期、構成等
の検討を重ね、今年度は近隣地区在住ピアニストとの共演、作曲家のトークなどを交え構成。
当日の司会、あいさつなどの進行は、全て企画ボラ及び奏者に委ね、「手づくり感」の高い事
業となっている。日ごろ地区住民との交流が少ない奏者は、コンサートを通じて「地区住民へ
の還元」や群響の原点である「移動音楽教室」を強く意識しており、それを感じ取れるコン
サートは、参加者の満足ばかりでなく奏者・企画ボラ・公民館としても「手ごたえを感じた」
事業となっている。既に、次年度の開催だけでなく「その内容・構成にも言及」されており、
それを裏付けている。なお、地区住民の参加を主眼としているため、著名な出演者も出演した
が、ＰＲは地区内限定とした。

西

「寺子屋中国語教室」（継続受講者）
　国際化の時代にあって、正しい文法や会話等の正しい知識を身につけ実生活や旅行等で活用
できる。少数の受講者で地味な学習ではあるが、継続し開催することに意義がある。行く行く
は、中国語のスキルを高めた受講者が様々な場所で活動することを期待したい。

北
「夏休み子ども水彩画教室」「夏休み子ども書道教室」「冬休み子ども書道教室」
　地域住民に講師協力者を依頼。

佐野

「和楽器に親しむ主催事業」（30年1～3月開催予定）
　地元在住で尺八や篠笛など和楽器に精通する地域人材がいらっしゃるので、２６年度より継
続して和楽器に親しむ主催事業の講師としてお招きしている。講座を通じて講師としての指導
力・力量の向上の一助としていただいている。本年度は１～２月に７孔８本調子の篠笛を吹く
講座の講師を務めて頂く。これと関連して３月には同講師に加え地元在住の方による和楽器の
音楽の集いを計画している。

中居

※「中居健康体操教室」全10回
　脳の活性化を促す運動や緩やかなストレッチを中心とした中高齢者対象の運動教室。定期利
用団体の指導者で、指導に定評のある中居地域在住者を講師とした。
※「パン作り教室～ブーランジェ(パン職人)からフォカッチャの作り方を学ぼう!!～」
　プロからパンとサンドイッチの作り方を学ぶ講座。近隣地区にある人気カフェ、ベーカリー
のパン職人で調理師専門学校での指導経験を有する若手を発掘し指導にあたってもらったとこ
ろ、今後の講座に向けてアイデアや意見交換の場ともなった。

矢中

「子育てパワーアップ講座」※「親子で楽しくクッキング」「楽しい料理教室」
地域で活動する団体や人材を講師に招き開催した。講座の内容も講師と協議をしながら進め

た。良き講師に恵まれ、和気あいあいとした雰囲気の中で講座が進められ、受講生からも良い
評価をいただいた。
「矢中地区文化祭・作品展示会」

開催時に喫茶コーナーを設け、来場者にお茶とどら焼き、けんちん汁を振舞っていただい
た。

中川

※「元気シニア地域デビュー講座」（30年2月開催予定）
　主に定年退職をしたシニア層（男性）をターゲットに、児童の見守りや町内の自主防災活動
などの様々な地域活動を担う人材確保のきっかけ作りのための講座を開催予定。講師に、地域
福祉を専門とする大学教授や市長寿社会課（生活支援体制整備コーディネーター）、高齢者あ
んしんセンター職員などにシニア世代の地域活動事例を紹介してもらい、地域デビューのノウ
ハウやメリットなどを学んでもらうもの。

浜尻

「クリスマス会」
図書ボランティア、定期利用サークル会員と子どもたちの交流を進めるとともに、ボラン

ティアの活動を支援、養成。
※「季節の寄せ植え教室（春）」※「季節の寄せ植え教室（秋）」
地域住民から地元の人材を紹介してもらい講師として依頼し、実施。

新高尾

「生き生き女性学級（手芸教室）」「生き生き女性学級（みんなで踊ろう）」
　地域の婦人会に講師を依頼することにより、講座運営等のスキルアップを図ることを目的の
ひとつとして開催。内容選定、準備、出欠受付など婦人会で担当。手芸教室で作った作品、練
習した踊りは、新高尾地区文化祭（しんたかお祭り）の作品展示・芸能発表において発表され
た。

11　地域人材発掘や育成、ボランティア養成に重点をおいた事業　（　２４館　５４講座）
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北部

※「クリスマス会」
　例年図書ボランティアによって運営されているが、今年度は高崎経済大学ボランティアサー
クルACTに依頼し、図書ボランティアとACTの共催でクリスマス会を開催。
※「冬休みこども将棋教室」
　公民館だよりで地域住民から子どもの将棋指導をしてもらえるボランティアを募集したとこ
ろ、４人から申し出あり。そのボランティアによる指導で、冬休みにこども将棋教室を開催。

六郷

「～防災実技～自主防災組織の活動と避難時のルールづくり」（防災安全部会）
　地域の防災力強化を目的として開催。公民館主催となり企画から実施まで協働。実際に避難
所開設時に役員になる町内の自主防災組織、PTA、育成会の方々を対象として、この方々の意
識向上と育成を目的とした。来年度実施予定の六郷小校区合同総合防災訓練に結果を反映。

長野

「子ども手作りパン教室」「親子クリスマスケーキ作り教室」「レアチーズケーキ教室」等
　地元浜川町在住の管理栄養士の先生に、子ども、大人問わず料理教室の講師としてお願いし
ており、例年同様に開催した。
※「クリスマス会」

長野公民館図書ボランティアによって運営された。

箕郷

「そば打ち教室」 （今後開催予定）
　地元在住の人に講師を依頼し、地域に昔から伝わる「こつ」を、どのように伝えればよいか
検討し、企画した。
※「マンドリン演奏会」 （おりひめ学級　第9回学習会）
　地元在住の人に講師を依頼し、ギターとマンドリンの演奏会を企画した。
※「上野國ガラメキ温泉誌」　（箕輪城寿大学　第2回学習会）
　地元資源活用の事業として、地元在住の人に講師を依頼し、地元のガラメキ温泉の歴史から
江戸時代における箕郷地域の話や農業用水の話など色々な話を聞くことができた。また、昭和
２０～３０年代の話では皆さん親近感をもって、大変興味深く聞いている様子であった。

倉渕

「道祖神の里めぐり」（前述「２－（１）」と重複）
　倉渕地域の道祖神を歩いてめぐる事業の案内役を、小・中学生が担うとともに、運営に地域
のボランティア団体にが協力。
「ミヤマシジミの生態報告会と環境整備」（前述「２－（３）」と重複・関連）
　絶滅危惧種の蝶・ミヤマシジミについて、生態報告会を開催し、倉渕地域での発見や目撃例
を収集している。また生息地の環境整備として、草刈やゴミ拾いなどを行い、中学生の環境学
習にもなっている。

榛名

「韓国料理・白菜キムチ作り教室」「陶芸教室」「子ども書初め教室」
「熟年講座特別講座（榛名にもあった多胡碑）」「和菓子作り教室」「味噌作り教室」
「秋の花をたずねて～榛名湖畔～」
　上記の各講座について、榛名地域在住の方に講師をお願いしている。

下里見
「親子ピザ作り教室」※「プリザーブドフラワー教室」「そば打ち教室」等
　地域に関連の深い方に講師を依頼している。

乗附
「親子パン教室(春・夏)」「ポスター教室」等
　乗附小校区居住者に講師を依頼している。

吉井
※「北関東うたごえ大会」

講師の地方創生大学歌声カーニバル学部長から指導を受ける。

岩鼻
「なわとびを楽しむ」
　民生児童委員など、地域で活動する人を講師に起用した。

大類

「こどもクッキングスクール」「親子わくわくクッキング」「料理教室」（30年1～2月開催予定）
　公民館利用団体である「家庭科クラブ」の協力をいただき、メニュー選定や材料準備などの
事前準備、当日の講師や講師補助をしていただいた。
「七夕かざり教室」「こどものつどい（もちつき大会）」
　公民館図書ボランティアの協力をいただき、七夕かざり指導、劇、人形劇をしていただい
た。
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滝川
「ゲートボール審判員講習会」（30年3月開催予定）
　ゲートボールの審判員を養成し地域の交流を図る。

金古

※「初心者向けパソコン教室」「はじめよう！！タブレット」【再掲】
　区長会と連携し、地域人材発掘や育成として、区長候補者の育成を目指す講座。区長会よ
り、パソコンが苦手な為に区長就任を渋る方が多く困っているとのご相談をいただき、講座を
企画・開催した。多くの方にご参加いただき、為になったとご好評をいただいた。

堤ヶ岡

※「図書ボランティア養成講座」
　会員数減少で存続することが危ぶまれていた堤ヶ岡公民館図書ボランティアに協力してくれ
る人材を育成することを目的に開講した。受講者のうち、５人が新規メンバーとして図書ボラ
ンティアに登録していただいた結果、貸し出し事務はローテーションに、読み聞かせはスタッ
フが充実したプログラムで実施できることに繋がった。長年の懸念だった図書室の模様替えを
１月以降に実施する予定。

金古南
足門

「手作り味噌体験教室」
　人気があり毎年開催して欲しいとの要望が絶えない事業で、受講者が教室後にサークル活動
を行っている。この会が基で「糀作り体験教室」を開催することになった。

城南
※「第１ブロック合同夏休み工作教室」
　世代間交流事業。後述「２０」を参照。

城東
「クリスマス会」
　図書の読み聞かせボランティアに依頼して、乳幼児、その保護者を対象にクリスマス会を開
催している。

西
「図書の読み聞かせ」
　子ども向けの居場所になっている。

東
【参考】特別な事業はおこなっていないが、アットホームな雰囲気が出るように日常からの環
境づくりを心がけている。具体的には、ウェルカムボードの使用や四季に応じた飾りつけ等を
行っている。

城址

「図書貸出事業」
　当館図書室は基本的に全部の時間を利用できるようにしてあり、図書ボランティア不在で
あっても事務室にて貸出・返却事務を行えるようにしている。館入り口に設置したおすすめ本
コーナーや図書リクエストＢＯＸ及び、１ヶ月に１度の割合での図書ボランティア定例会議・
リクエスト本購入事務を通じ、注目される新刊本や話題の書籍が中央図書館と同等以上の速度
で入荷しかつ利用者の目に留まりやすくなるよう努めている。図書室規模が小さい分、利用者
の予約過多になりにくく貸出待ちの期間が短い分、一部の利用者からは中央図書館より利用し
やすいとの声が聞こえる。また、当館図書室はカーペット＆床暖房設備であること、児童書・
絵本の質・量とも（規模の割りには）充実していることを活用し、当館で子ども向け事業を実
施したあとの時間には図書室を子どもたちに開放して、すぐに帰宅しなくてもよい親子やママ
友同士の憩いの場として利用していただいている。

佐野
「佐野地区三世代交流事業『佐野まつり』」【再掲】
　当地域では一環として三世代交流を目的とした事業展開を行っている。

塚沢
「夏休み子ども映画会」「冬休み子ども映画会」
　子ども対象の映画会であったが、親子や孫と一緒にお年寄りが参加する姿が見られ、三世代
が集う場を提供することができた。

中居

「マジックを楽しもう」
　現役大学生による本格的なマジックに加えて、観覧者自身が体験するマジックを組み込んだ
構成で子どもも大人も一緒に楽しめる事業とした。
「夏休み子ども映画会」【再掲】「冬休みこども映画会」【再掲】(30年1月開催予定)
　子どもを中心とする映画会ながら参加年齢を不問としたことで、親もしくは祖父母がこども
と一緒に鑑賞できる世代間交流の場とした。

12　居場所になるように行った事業　（　２９館　６１講座）　
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矢中

「矢中地区文化祭・作品展示会」
　小・中学校と連携して、児童・生徒の作品を展示した。会議室では、サークル体験コーナー
（携帯用ビニール入れ・どんぐりのブローチ・手芸・絵手紙）を設け、来場者が自由に参加で
きるようにした。また実習室では、カフェを開いて、来場者がお茶とどら焼き・けんちん汁を
味わいながら、交流が図られるように工夫した。その結果、大人だけでなく、子どもの来場者
も増え、地域全体の文化祭・作品展示会を開催することができた。

浜尻

「浜尻地区ふれあいスポーツ大会」前述「４」を参照。
「浜尻地区世代間交流大運動会」前述「５」を参照。
「浜尻まつり」「浜尻地区はねつき大会」前述「７」を参照。
「ちいきの人とふれあおう」前述「２－（１）」を参照。
「親子で楽しむリラクゼーション」「えいごであそぼ」「親子ビクス」「親子クリスマスケーキ作り教室」

普段利用の少ない子どもとその親世代に公民館を利用してもらうように親子対象の事業を実
施した。
「お絵描き教室」「読書感想文書き方教室」「フットサル体験教室」「昆虫立体切り折り紙教室」「書き初
め教室」

夏休みを利用して、普段利用の少ない小学生を対象に事業を実施した。
「プリザーブドフラワー教室」

地域住民、公民館利用者同士の交流を図った。
「浜尻地区囲碁大会」

囲碁に興味がある人に公民館に集まってもらい、公民館の利用促進と、地域住民同士の親睦
と交流を図るため、年２回実施。

新高尾

「家庭教育学級」
　未就園児とその保護者を対象に、読み聞かせ・リズム遊びなどを通して、親子でふれあうこ
との楽しさ・大切さを知るとともに、育児について話し合える場を提供する事業として開催。
昭和４８年度から継続して行っている。親子サロンを通じて参加する親子、あるいは本講座に
参加したことで親子サロンを知りサロンに参加するようになる親子などもおり、子育て世代の
交流形成に寄与している。

北部
※「０号館寺子屋」「寺子屋２学期」※「０号館夏祭り」

前述「６」を参照。

六郷

「夏のお楽しみ会」「クリスマス会」
図書ボランティア（よみきかせ）による催物で、子どもが楽しめる場を提供し、子どもと保

護者が公民館が楽しいと思ってくれるよう企画。
「～音楽にふれあう街　六郷～皆で楽しく懐かしの大正琴と皿回し」

演奏や合唱、皿回しを見て共に楽しめる場を提供した。公民館共催となり企画から実施まで
協働。
「～音楽にふれあう街　六郷～聞いて触れて楽しいウクレレ」

夏休み中に開催し学童クラブに参加を呼びかけ、高齢者と小学生が共に演奏や合唱を楽し
み、ウクレレ体験をした。公民館共催となり企画から実施まで協働。

長野
※「クリスマス会」「親子クリスマスケーキ作り教室」

世代間交流を狙った事業ではないが、祖母の参加も見られた。
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箕郷

「親子ふれあい遊び」
　子どもと保護者を対象に、遊びや絵本をとおして親子のスキンシップを図り、同じぐらいの
子を持つ親同士が交流できる場を提供することで、楽しく子育てができるよう支援した。
「箕輪城寿大学」
　高齢者を対象に、高齢者が生きがいをもって生活するために、趣味・教養・健康並びにレク
リエーション等の学習を館外研修を含め、年間計９回の学習会を行った。
「おりひめ学級」
　一般女性を対象に、日常生活では体験できないジャンルの学習を行い、楽しく集い学ぶこと
により心豊かに潤いのある生活を勤しんでいただく学習を館外研修を含め、年間計９回の学習
会を行った。
※「みんなで創る　火曜塾」
　火曜塾とは、定期的に火曜日の午後になると、みなさんが公民館に集まり、楽しく学ぶため
に講座や学級を一緒に考え、実行していく学級である。公民館としての目的は、この火曜塾は
住民の参画により行われ、いずれは公民館からの手を離れ、公民館と同じような機能を有する
ように仕向け、自主的に動くようにすることである。将来的には、月曜塾、水曜塾、木曜塾な
ど、次々にサークルが生まれ、人づくり、地域づくりに繋げることが最終目標として、館外研
修を含め、年間計６回の学習会を行った。
※「昔遊び」
　けん玉やベーゴマ、あやとりやお手玉などの昔遊びを一緒に楽しみながら地域高齢者と小学
生の世代間交流を図った。

豊岡
「豊岡寺子屋」
　夏休み期間中、子どもの学習支援、居場所づくりをねらいとして豊岡寺子屋を開催した。

八幡

「親子ふれあいひろば」
　就園前の子どもと親たちが一緒になって色々な遊びや学びを行い、終始わきあいあいとした
事業であった。親同士だけではなく子どもたちもお互いに仲良くなり、先生が帰っても部屋で
お昼を食べたり、駐車場で遊んでいたり、玄関でおしゃべりをしたりと、普段公民館を使わな
い世代にもなじんでもらったように思われる。

鼻高

「鼻高公民館：少年少女チャレンジ教室」
夏の子ども映画祭(ファミリーで童話文学の映画を観よう)、夏休みポスター作り教室、夏休

み子ども料理教室、クリスマスの子ども料理教室等を開催し、子ども達が楽しいひと時が持て
るよう工夫した。小学生の異学年が一緒という事業なので上級生が下級生の面倒を良くみてお
り、異学年交流に効を奏している。実施に際しても、鼻高小学校へ相談と報告を密に行った。
「鼻高地区町民運動会」
　世代間交流を目的として、今年は初めての試みで小学校の運動会と地域・学校の合同で開催
した。

倉渕
「『ぐんまクールシェア2017』への参加」
　公民館図書室を登録施設とすることにより、チラシや群馬県ホームページへの掲載により、
誰でも気軽に立ち寄れる施設のPRとなり、子ども連れの保護者などの利用もあった。

下里見
「親子で楽しむリトミック教室」
　普段利用の少ない子どもとその親世代に公民館を利用してもらうように親子対象の事業を実
施した。

南八幡

「つくってみよう」「クリスマス会（ハンドベル）」
毎月読み聞かせ図書ボランティアの協力により、本の読み聞かせと合わせて、折り紙や工作

など取り入れた「つくってみよう」を行い、毎回多くの園児、小学生が参加している。また、
同時に「クリスマス会」に発表する「ハンドベル」の練習を５月から続けており、音楽を取り
入れた情操教育の創造に役立てられている。

吉井

「ハンドベル教室」
　クリスマス会の発表を目指して先生の指導を受ける。
※「ジャニーズWEST出演番組 DVD 映写会」

どろんこ祭り会場で収録されたテレビ番組を見てもらう。

岩鼻
※「図書室開放事業」
　子育て中の保護者と乳幼児、児童や高齢者など誰でも予約なく自由な過ごし方のできるス
ペースとして、毎週月曜日１０時～正午の間図書室を開放している。
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大類

「こどもクッキングスクール」
　大類地区芸術作品展開催日にあわせて実施。作品展来場者ためのおもてなしコーナーで「こ
どもクッキングスクール」参加者の子どもたちによるお茶・お菓子によるおもてなしを行うこ
とで、子ども達と作品展を見学に来た地域住民との交流を促している。

金古

「金古ふれあいフェスティバル」
　公民館利用団体や、地域の有志の方、保育園、小学校、中学校など幅広い方に２日間で合計
約１，０００名のご参加をいただき、フェスティバルを成功させることが出来た。このフェス
ティバルにより、地域において公民館の存在をより認知してもらうとともに、地域の子どもか
らお年寄りまでがより気軽に公民館利用していただけるようになったと思う。

国府

「国府地区和太鼓教室」
　地域で伝承されている和太鼓について、児童等を対象につなぐため。
「公民館夏祭り」
　利用団体と地域の方々と子ども達の交流を図る。

堤ヶ岡

「第１０回堤ヶ岡公民館ふれあいまつり」
　堤ヶ岡公民館利用団体が、地域住民や公民館利用者に対して日頃の活動成果を披露する発表
会。新規の風を吹き込もうと地元の「堤ヶ岡幼稚園」が出演し、年長組の園児による歌声で、
例年になく大勢の来場とともに盛大に開催することが出来た。公民館内では体験コ－ナ－の
「押し花」と「水墨画」が大変人気があり、参加者の皆さんがとても喜んで体験し、「是非来
年も来たい」という声も聞かれた。当日は幅広い年齢層の来館を想定し、子どもからご年配の
方までが楽しめるアットホ－ムな雰囲気づくりを心がけた。

上郊

「昔の遊び」「昔の遊び２」
定期利用団体のみなさんに講師になっていただき子どもたちにあやとり、こま回し、けん玉

などを教えていただいた。企画の段階から定期利用団体の方に参加してもらい、講座の運営も
やっていただき、子どもの居場所づくり、世代間交流が図れた。さらに、公民館職員と定期利
用団体の方々の交流が図れたので、貸し館で利用するだけの関係から公民館の事業や運営につ
いても関心を持ってもらえるようになった。

金古南
足門

「第６回秋のフェスティバル」
　定期利用団体、区長会、生涯学習推進員による実行委員会を立ち上げて、企画会議を重ねて
開催した。公民館定期利用団体発表、読み聞かせ及びベリーダンスの披露、金古南小学校児童
の合唱、大昼食会（すいとん）など。

南
「地域の子どもたちのためのクリスマスバージョン」
　高崎駅西口交番の警察官に講話をしていただいている。

城南
【参考】特段、防災や防犯に重点をおいた事業は実施していないが、地区内の防犯パトロール
の拠点（地域安全センター）として機能づけされている。

城東
「防災訓練」
　城東地区地域安全見守り隊が中心となって、毎年９月に城東公民館を拠点として防災訓練を
実施している。

西
「いきいきセミナー西　第６回『特殊詐欺の傾向と対策』」
　高崎警察署警察官から特殊詐欺の手口を学び、防犯意識の向上を図った。

佐野
「佐野地区三世代交流事業『佐野まつり』」【再掲】
　昨年度実施した防災まつりでのイベントの一部を継続して行った。

中居
「中居長寿セミナー　健康・防犯DVD鑑賞会」
　高齢者を狙う詐欺・悪徳商法についてのDVDを鑑賞し、防犯の啓発を行なった。

中川

「地域ぐるみの防災講座」（30年3月開催予定）
　中川地区区長会の協力のもと、東日本大震災が発生した３月に合わせて「地域ぐるみの防災
講座」を２７年度から開催している。当初、自主防災組織が２町内会にとどまっていたが、
２８年９月には校区全てとなる６町内会で組織化された。地域の防災力を高めるきっかけ作り
として、公民館での防災講座を継続して開催していきたい。

13　防災や防犯に重点をおいた事業　（　２１館　２１講座）
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浜尻
「浜尻地区自主防犯パトロール会」

日常的に青少年の安全確保のための自主パトロールの実施。

新高尾
「普通救命講習会」
　前述「４」を参照。

六郷

「～防災実技～自主防災組織の活動と避難時のルールづくり」（防災安全部会）
　地域の防災力強化を目的として開催。公民館主催となり企画から実施まで協働。実際に避難
所開設時に役員になる町内の自主防災組織、PTA、育成会の方々を対象として、この方々の意
識向上と育成を目的とした。来年度実施予定の六郷小校区合同総合防災訓練に結果を反映。

長野
「長野地区防災まつり」（隔年開催）
　地域づくり活動協議会との共催事業として実施。

箕郷

※「知的運転で交通事故を防ごう」（箕輪城寿大学　第5回学習会）（高崎市地域交通課）
　高崎市地域交通課の出前講座を活用し、クイズゲームや歌体操で楽しみながら、頭と体を活
性化し最近増加している交通事故の特徴や地域の危険個所での注意すべき点を、講話や映画を
見ながら学んだ。

鼻高
「鼻高地区防犯教室：（特殊詐欺）振り込め詐欺」

高齢者の振り込め詐欺防止啓発を、鼻高地区の防犯協会や警察署生活安全課・駐在所と連携
しながら地域住民を対象に開催した。草の根運動として思ったより好評であった。

榛名
「熟年講座④地震・煙体験教室」
　昨年悪天候により体験できなかった起震車による地震体験、および煙ハウスによる火災時の
室内の視界不良体験など。

寺尾
「防災訓練」
　１２月１８日（金）大掃除のとき、参加してくれたサークルと実施した。

城山
※「～防災は地域づくりから～女性の視点で考える地域の防災」
　校区で取り組む防災訓練と連携して実施。（婦人会・生活学校共催）

南八幡

※「地域防災安全講座」
　今回防災士を講師で招き、２回にわたり地域防災・自主防災についての講座及びワーク
ショップを開催した。内容は１回目「自分達の街は自分達で守ろう・持出し袋を作ろう」。２
回目「避難所体験をしよう・受付とルール作り」を内容とし、地域の区長、婦人会、住民等に
参加してもらい、自主的な地域防災活動を始める機会とした。

吉井
「消防訓練」
　１１月３０日に公民館の大掃除に定期利用サークルの方々に参集してもらい、大掃除後、消
防訓練を実施し、有事の際の対応を学ぶ。

岩鼻
「消火､通報、避難訓練」
　実際の訓練を実施することで防災意識を高めた。

金古
「自主消防避難訓練」
　１２月２０日に実施。３月にも自主消防避難訓練を実施予定。

堤ヶ岡

「避難体験」
年末の公民館大掃除に合せて、消防訓練として群馬分署の方に、北朝鮮ミサイルが着弾した

時の心構えの講話と、駐車場での煙幕小屋による貴重な「避難体験」をさせていたき、いざと
いうときに慌てずに行動出来るよう自覚した。災害は常に隣り合わせにある危険な出来事なの
で、身近に潜む災害について、再点検することが出来た。地域住民がそれぞれ協力し合って、
防災に備えての心構えを実感した。

金古南
足門

「避難訓練・消火訓練」
年２回（８月・２月）に公民館利用者の参加をいただき避難訓練・消火訓練を実施してい

る。訓練終了後に消防用施設等点検業者による消火器の使用説明及び消火体験を実施した。

※　消防訓練（消火、通報、避難）は、記載の無い他館でも実施しています。
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南
「子どもスイーツ教室」
　子どもたちに調理を行いながら食に対する認識を持ってもらう機会を設けた。

城東
「親子スイーツ教室」※「キムチ作り教室」「和菓子作り教室」
　自分で調理することにより、料理等を作る楽しさと食の大切さを学ぶ。

西
「手づくりチョコレート教室」（30年2月開催予定）

毎年２月に開催する「手づくりチョコレート教室」では講師の栄養士が食育コマを使い、バ
ランスのとれた食生活の大事さを伝えている。

北
※「和菓子作り教室」※「レアチーズケーキ教室」※「そば打ち教室」
※「親子クリスマス料理教室」
　料理のプロから学び、他の参加者と協力して、健康志向の料理作りを楽しんだ。

佐野

「みんなで楽しく！子どもチャレンジ料理教室」【再掲】（全4回）
　初回はおきりこみづくりを通じて、上州の粉文化についての見聞を深めた。また食べ物を口
に食するまでに食材を作る人、料理をして提供してくれる人がいること、こうした人々に感謝
の気持ちを持つ心を養った。

中居
「中居お菓子作り教室」(30年3月開催予定)
　使用する食材や調理実習の過程を通して、食べることや調理することに対しての関心を深め
るものとする。

矢中
「子育てパワーアップ講座」
　４回講座の１コマに「おやつ作り」の調理実習を取入れ、若いお母さん方に食育の大切さを
学んでいただいた。

六郷

「おいしく食べるお料理教室」（今後開催予定、食生活改善推進員）
　体に良くおいしい食事を学ぶことにより、食事からの健康作りを学ぶきっかけと、食生活改
善推進員の活動を知っていただく機会にするため企画。公民館主催となり企画から実施まで協
働。

長野
「レアチーズケーキ教室」「子ども手作りパン教室」「そば打ち教室」
「親子のクリスマスケーキ作り教室」
※「ガトーショコラ教室」（30年2月開催予定）

箕郷

「親子パン作り」「そば打ち教室」※「天下一品の中華まん」（今後開催予定）
※「ブルーベリー摘み＆料理」
　実習をとおして、食の大切さや知識を学び、食に対する関心を高める。また、地産地消を旨
とした取り組みを行った。

八幡

「夏休み子どもパン作り教室」
　小学生高学年を対象とし手ごねパンを作り試食し、食育の重要性と食べ物を作る楽しさを学
んでもらった。当日は講師の他にたくさんのお弟子さんがパン作り補助のためにきてもらった
ため、はからずも世代間交流の場にもなった。

西部
「親子パン作り教室」
　親子で参加することで、食の大切さをパン作りを通して感じてもらうことができた。

榛名
「味噌作り教室」
　榛名地域の家庭に伝わる「種味噌」を原材料として使用することにより、地産地消を身近に
感じられるように取り組んでいる。

下里見
※「すいとん作り教室」

昔なつかしい素朴で知恵の詰まった「すいとん」を地域の方を講師に開催した。

乗附 「親子パン作り教室（夏・春）」

城山
「子ども料理教室（夏）」
　学童クラブの夏のキャンプと同日開催。

吉井
※「どろんこ収穫祭でのすいとん教室」

来年のキングオブすいとんを目指して、講師の指導を受ける。

14　食育に重点をおいた事業　（　２４館　４４講座）
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岩鼻
「夏休み親子料理教室」
　食生活改善推進員を講師に迎え、親子で食事を作りながら食育を学ぶ機会となった。

大類

「こどもクッキングスクール」「親子わくわくクッキング」
「料理教室」（30年1～2月開催予定）
　公民館利用団体である「家庭科クラブ」の協力をいただき、メニュー選定や材料準備などの
事前準備、当日の講師や講師補助をしていただいた。

滝川
「韓国料理教室」
　韓国人講師により国際理解も図れた。

金古

「ごまみそだんごをつくろう！」
　子ども支援事業にて実施。ご飯を使用しごま味噌団子を子ども達自身で作る体験教室。普段
の食卓で食べている白米から、おやつのごま味噌団子を自分で作り食べる体験を楽しんで行
い、子ども達に食について考える機会としてもらった。

国府

「夏休みスィーツ教室」
　夏休み期間中に小学生を対象に2回、食材を変えてスィーツ教室を開催し、自分達で作る喜
びと出来上がったスィーツを食し、食べものに対する考え方を学ぶ。
「いちご大福を作ろう」
　子ども達自身で、餅つきからあんこ作りまでを学ぶ。
「バレンタインチョコレート作り」
　子ども達自身で、チョコレート作りを学ぶ。
「ホワイトデーお菓子作り」
　子ども達自身で、生地からクッキー作りを学ぶ。

上郊
「ジャガもちづくり」「初夏のスペシャルデザートづくり」「カレーパーティー」
「作って食べようオムやきそば」

子どもたちに、自分で料理したものを味わう楽しさ、美味しさを感じてもらえた。

金古南
足門

「お家で簡単本格手ごねパン教室」
　地元産の食材を使い、家でも簡単に手ごねパンができることを体験し、作る楽しさを知るこ
とを目的としている。

南
「歴史講座『明治時代の廃娼運動』」
　明治時代に群馬で起きた廃娼運動をとりあげ、歴史と人権の両側面から講座を実施した。

城南 「歴史講演『「城南地区及び周辺の中近世の歴史と文化』」

西

「長野堰が見た高崎の歴史」
地域を流れる長野堰について「長野堰を語りつぐ会」の方から「長野堰が見た高崎の歴史」

という演題で講演会を開催。企画段階から生涯学習推進員と協議を重ね、当日は運営にも重要
な役割を担っていただいた。

城址

※「映画をつくり育てる街、高崎」
　中央地区には高崎電気館があり、高崎フィルムコミッションは電気館を拠点に活動してい
る。映画の上映だけでなく、撮影の状況を理解してもらうことで中央市街地への関心を促し、
地域の活性化に繋げている。

佐野
※「漆山古墳と佐野屯倉（三家）を探る」（30年2月開催予定）
　平成２９年２月に市の指定史跡に指定された漆山古墳（下佐野町）を中心に金井沢碑、山上
碑と深い関わりを持つ佐野屯倉について学ぶことで地元再発見につなげたい。

塚沢
「塚沢の歴史を探る」
　塚沢公民館定期利用団体である「塚沢史遊会」に講師を依頼し、「塚沢の歴史を探る」を開
催し、地域の史跡等を廻るなど、地域の歴史や文化の理解と継承を図った。

15　地域の自然、歴史･文化、産業等に重点をおいた事業　（　２６館　４４講座）
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中居

「寄せ植え教室」
　寄せ植えを体験することで、地域の自然や植生に目を向ける機会とした。
「中居女性セミナー　世界かんがい施設遺産　長野堰用水」
　群馬県西部農業事務所職員を講師に、平成２８年に世界かんがい施設遺産に登録された長野
堰の歴史について学習。
「季節の和菓子作り教室」(30年3月開催予定)
　四季の移ろいと密接な関係にある和菓子作りを通して、季節感を養い、日本の菓子文化につ
いて学ぶ。

新高尾

※「震鱗子克一と高崎の刀工」（寿大学）
地元中尾村出身で高崎藩のお抱え刀工となった震鱗子克一について、地域住民の中でも余り

知られていなかったため、その事績を中心とした講演会を、高齢者を対象とした連続講座「寿
大学」の一環として行った。講師は『新編高崎市史』における該当部分の執筆者に依頼した。

六郷
「史跡ウォーキング　～高崎城下を歩く～」（文化振興部会）
　高崎市街地の史跡を歩き、高崎の歴史を学ぶため企画。公民館主催となり企画から実施まで
協働。

長野
「おもしろ歴史教室」
　長野地区の今も残る伝統行事等を紹介。

箕郷

※「東国古墳めぐり」 （館外事業、自然に親しみ、心豊かな感性養成事業）
　身近にある東国を代表する保渡田古墳群、観音塚古墳、総社古墳群、三津屋古墳、剣崎長瀞
西古墳をめぐり、その構造と変遷を知ることができた。
※「榛名神社と榛名山オマン谷風穴」 （館外事業）
　静寂で神秘的な榛名神社や古墳時代に大噴火した二ツ岳の爆裂火口オンマ谷の風穴を散策す
ることにより、榛名地域の歴史・文化に対する理解を深めること、地域住民との親睦を図っ
た。
※「中山道倉賀野宿散策と高崎市歴史民俗資料館見学」（おりひめ学級　館外研修）
　倉賀野河岸や中山道の宿場としてにぎわった歴史をガイドさんから学び、「倉賀野の歴史の
深さに驚いた」との声が聞こえた。高崎市歴史民俗資料館では、学芸員さんから高崎城の模型
で説明を受け、江戸時代の高崎の様子について学べた。
※「高崎学検定のすすめ」　（おりひめ学級　開級式記念講話）
　「高崎学博士が語る　わたしの高崎」に掲載した内容以外のお話しも聞けた。講師の方は、
箕郷町に大変縁のある方で、箕郷町についての話もされた。学級生は大変共感を持って聞かれ
ている様子であった。今回の学習をきっかけに、箕郷町初の高崎学検定に合格される方が出れ
ばよいと思った。
※「工場見学と高崎市議会傍聴」 （箕輪城寿大学　館外研修）
　議会傍聴では、初めての方が殆どで、大変参考になった様子であった。高齢者にとっては、
「高崎市を知る」より良いきっかけになったと思う。
※「みんなで創る　火曜塾　館外研修～上野三碑めぐり～」
　上野三碑（山上碑、多胡碑、金井沢碑）」を散策し、その石碑に刻まれた文字の意味を知っ
た。高崎市に住んでいる私達は、上野三碑の世界記憶遺産の登録に向け、市民として恥ずかし
くないようにもっと上野三碑のことを知る必要があると思った。

豊岡
「晩秋の親子ふれあいウォーク」
　豊岡地域内の史跡を巡る事業を開催した。

鼻高

「わがまち鼻高」
毎月、地域に公民館だよりを発行している。この便りの裏面に「わがまち鼻高」と題し、地

域に纏わる事柄の特集記事を読み物として連載している。現在８８号と回数を重ねている。記
事としては、鼻高地域に限定した歴史文化・史跡・民俗・産業等に纏わることを掲載し、地域
理解や郷土愛の醸成を狙っている。

倉渕

「ネイチャートレイル」「秋のネイチャートレイル」(前述「６」と重複)
「ミヤマシジミの生態報告会と環境整備」(前述「２－（３）」と重複)
「ほたるの鑑賞会」(前述「７」と重複)
　上記は自然を学ぶことに重点を置いた事業。
「道祖神の里めぐり」(前述「２－（３）」と重複)
　上記は歴史・文化を学ぶことに重点を置いた事業。
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榛名

「熟年講座特別講座（榛名にもあった多胡碑）」
　上里見町間野地区にある、多胡碑と同じ内容が書かれた石碑について学んだ。
「秋の花をたずねて～榛名湖畔～」
　豊かな自然が残っている榛名湖周辺で、植物に詳しいガイドが同行して、リンドウ・ハギ等
の野草観察を実施した。

乗附 「乗附史跡めぐりハイキング」

城山
「金井沢碑現地見学会」

小学校、公民館の近くにある史跡の見学を、城山小６年生を対象に、地域の郷土学習サーク
ルと協力し、校外学習として実施。

吉井

※「多胡碑川柳講座」※「俳句で巡ろう上野三碑 俳句実践入門講座」
※「上野三碑を写真で祝おう」※「匠の影絵～羊太夫伝説～」
　多胡碑の世界記憶遺産推進に協力するため、講師に多胡碑を題材にした講義を受ける。
※「2018Kikko-新春ｲﾍﾞﾝﾄ書初め大会で祝おう」※「2018新春ﾐｭｰｼﾞｶﾙ講座Kikko-ﾌﾞﾛｰﾄﾞｳｴｲ」

ユネスコ「世界の記憶」登録をお祝いし講師に多胡碑を題材にした講義を受ける。

倉賀野
「佐野・山名八幡宮めぐり」
　『謡曲ゆかりの地』佐野と今話題の山名八幡宮を訪ねることにより、倉賀野の近隣を知る。

岩鼻
「歴史博物館へ行こう」【再掲】
　群馬県立歴史博物館がリニューアルオープンしてレプリカではない地元の埋蔵品の観賞を団
体入館で実施した。

大類
「歩け歩け大会」【地域づくり活動協議会共催】

環境部会が担当。公民館では参加者募集告知・参加申込み受付などで協力。折り返し地点の
観音山古墳では県職員の解説を聞きながら見学した。

滝川 「滝川ウォーク」 （県立歴史博物館）

新町
※「歴史散策　新町を歩こう！新町記念碑めぐり」
　日常の生活の中で見過ごしている記念碑や文化財などめぐることで、地域の歴史や文化に興
味や関心をもってもらえるよう、「新町の歴史と文化を学ぶ会」を講師に開催した。

金古
「歩いて再発見」 連携団体：生涯学習推進員
　箕輪城跡を総勢約３０名で散策し、現地ガイドの説明のもと、地域の歴史や文化について理
解を深めていただいた。

国府

「しめ縄作り教室」
　縄の結い方等基本的なことから講習し、しめ縄を作る。
「国府地区和太鼓」
　地域に伝わる和太鼓を子ども等に伝承する。

金古南
足門

「古典文学講座『平安文学ア･ラ・カルト教室』」
　400年つづいた平安時代、そこに花咲いた平安文学を読み解き、いにしえの日本人の心を学
ぶ。多方面から平安時代の生活について解りやすく学んだ。

南

「しめ縄作り教室」
　隣接地区（城東地区）の方に講師をお願いし、稲わらは南小学校の児童が栽培したものを
使っている。
「だるまの絵付け教室」
　高崎だるまの由来などの講話と兼ねて、だるまの絵付け体験を行っている。

城址
「城址公民館文化祭（作品展・芸能祭）」

芸能祭では地域の民謡踊りが例年披露されており、最後は“高崎音頭”を踊るのが通例と
なっている。

塚沢
「ファンタジーによる人形劇」 （30年3月開催予定）
　塚沢公民館を拠点に活動する「人形劇団ファンタジー」に、人形劇の公演を依頼し、生の人
形劇に触れる機会を設け、地域の文化振興を図る。

16　伝統芸能を守る拠点として実施した事業　（　２０館　２６講座）
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東部
「獅子舞講習会」 （今後開催予定）
　地域の伝統的な事業である獅子舞を継承するため、講習会を開催。

中居

「中居女性セミナー　沖縄三味線・津軽三味線の響き」
　人権教育推進講座としての位置付けながら、演奏を通して伝統楽器の音色やその歴史的背景
も紹介され、伝統芸能の魅力を広める機会となった。
※「新春落語独演会」(30年1月開催予定)
江戸時代に成立し、現在まで伝承されている伝統的な話芸の「落語」を生で楽しみ、日本の

伝統芸能の存在意義を意識する機会とする。

矢中
「矢中八木節踊り夏期講習会」「矢中太鼓夏期講習会」

町内のお祭り（毎年８月に開催）の前に参加者を集めて練習をして、地域住民に披露すると
ともに、伝統芸能を守り、保存して地域の発展に寄与することを目的に開催した。

中川

「大八木町獅子舞・笛体験教室」（30年2～3月開催予定）
　獅子舞保存会と連携し、主に小学生を対象とした体験教室を、町内公民館を会場に開催予定
（週1回、6回程度）。体験教室後は、神社の例大祭で練習成果を発表する機会を設けるととも
に、修了式を行うなど参加者のモチベーションを高める工夫を行っている。

浜尻
「ブロック内の伝統芸能団体の行事の公民館だよりへの掲載」
　第３ブロックで取り組む伝統芸能支援として公民館だよりへ掲載。

北部
「獅子舞体験教室」

下小塙獅子舞保存会による、北部学童クラブを対象にした体験教室。

長野
「ブロック内の伝統芸能団体の行事予定を公民館だよりへの掲載」
　第３ブロックで取り組む伝統芸能支援として行事予定を公民館だよりへ掲載。

八幡

「手打ちそば教室」
　年末近くに行った事業で、日本の伝統的習慣である年越しそばを、自分で作って食べてもら
えるように企画した事業である。参加者は自分で手打ちそばを作ったものの２回講座ではなか
なか上手くいかないようで、材料費との兼ね合いもあり単純に回数を増やすのも難しい講座と
感じた。

片岡

「獅子舞や笛を習ってみよう」「みんなで八木節を習ってみよう」
　石原町には獅子舞保存会、山車保存会があり、高崎まつりをはじめ広域的な演舞活動を展開
している。子ども会員の減少により伝承に影響がでているので、講座を開催し、子どもから成
人の参加があり全５回を実施した。

乗附 「獅子舞伝承会」

城山
「盆踊り講習会（城山音頭）」
　城山公民館開館と城山校区まつり実施２０周年を記念して作られた城山音頭の講習会。

南八幡

「阿久津町獅子舞」
　以前から南八幡地区で伝承されている「阿久津町獅子舞」の伝統芸能を小学生に継承・育成
を図るため本番で披露される前から数回にわたり、地元の保存会指導者から本番に即した練習
を行っている。

滝川
「太々神楽伝承会」「獅子舞伝承会」
　伝統を守り、引き継ぐ取り組みをしている。

京ケ島

「京目屋台囃子講習会」
　地域の伝統文化として継承されている京目屋台囃子を次代を担う子どもたちを中心に習得し
てもらうため、講師宅を会場に年間１０回以上講習会を開催し、その成果を京ケ島地区芸能祭
や大運動会の場などで発表している。

金古

「お正月あそびとクルクルパイ作り」
　子ども支援事業にて実施。昔懐かしい「とっこ遊び」を子どもたちに体験してもらい、お正
月の楽しい雰囲気を感じてもらう。その後、春巻きの皮を用いて簡単なおやつづくりをしつ
つ、参加者の交流を図る。

国府

「しめ縄作り教室」
　縄の結い方等基本的なことから講習し、しめ縄を作る。
「国府地区和太鼓」
　地域に伝わる和太鼓を子ども等に伝承する。
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上郊

「保渡田諏訪神社獅子舞伝承教室」
地域でも保存会の人数が少なくなってきている伝統芸能の伝承者を育成するために実施し

た。親子で参加してくれた住民もおり、１０月のかみつけ地域づくりフェスティバルですばら
しい演舞を披露できた。

城南
「笑いヨガ」「脳活性化トレーニング」
「高齢者安心センター、NPO等との連携事業」（今後開催予定）
　地域の特性という点で、高齢化の特に顕著な地区にあって、記載の講座に取組んでいる。

東

「長期休暇時の小学生向け事業全般」
　１つ目の地域の特色として、新興住宅（マンション）の増加により、人口が増加したのはも
ちろんだが、特に市内でも珍しく小学生の数が増加した。２つ目の地域の特色として、小学校
区が非常に狭く、帰宅後すぐに学校やその隣にある公民館に、小学生が遊びに来ることができ
る。その２つの特色により、長期休暇時や放課後に小学生の活動場所としての公民館の役割が
大きくなった。そのため、長期休暇時に小学生向け事業の数を多くし、なるべく多くの小学生
に活動してもらうように取組んだ。

城址

「秋の夕べのコンサート」「マリンバコンサート」「わらべうたとおはなしの会」
「ふれあいコンサート」※「ヴォイストレーニング体験講座」
　地域内に群馬音楽センター、シティギャラリーコアホールを有し、音楽に対する感受性が高
い住民が多いことを意識して、音楽を楽しむ企画を盛り込んでいる。

塚沢
「落語独演会」
　プロの落語家による生の落語に触れる機会を設けることで、地域の文化振興を図った。恒例
の事業になりつつある。

東部
「わくわくスイミング教室」
　地元の小学生が気軽に参加できるように、地域内のスイミングスクールを利用してスイミン
グ教室を開催した。

中居

「しそジュース手作り教室」
　市内で生産されるしそを用いたジュース作りを学んだ。作り方とともに原材料の準備から、
地域における生産物と生育について知る機会とした。
「そば打ち教室」
　市内で生産されるそば粉を原材料とし、講師が受け継いできた技術を受講者に伝授すること
で、地域の食材や食文化についても意識する場とした。
「生玉から作るこんにゃく教室」
　生玉(こんにゃく芋)からこんにゃくを作ることで、県の特産品である食材の製造過程を知る
とともに、郷土料理等に活用してもらう。
「みそ手作り教室」 (30年2月開催予定)
　かつては家庭でも作られることの多かった日本の伝統的調味料「味噌」の製造方法を学び、
原材料や工程を通して出来上がった食材の特色や背景となる地域の風土について意識する機会
とする。

新高尾
「親と子の稲作り教室」「日高米作り教室」「関越道カルバート壁画制作」
　前述「２－（１）」「５」を参照。

北部 ※「０号館との連携事業」 前述「６」を参照。

長野
「そば打ち教室」
　浜川町で生産したソバ粉を使用したそば打ち教室を開催。

箕郷

※「ブルーベリー摘み＆料理」
　まず、箕郷町蟹沢でブルーベリーが栽培されていることを知ってもらった。次に、ブルーベ
リー摘み体験をしてもらい、自分たちで摘んだブルーベリーを使った料理体験もしてもらっ
た。そして、親子で一緒に体験し、地消地産の大切を知ってもらった。

八幡
「八幡まちづくり作文・絵画コンクール」
　児童たちに八幡のまちのよいところや伝統を感じてもらうために行った事業であるが、子ど
もだけでなく読む大人も八幡地区の良さを再確認できるような作品が集まった。

17　地域の特色や課題を生かした事業　（　１６館　２８講座）
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鼻高

「寺沢川の源流＆噂の現場を訪ねる」
　鼻高は碓氷川と鼻高丘陵で構成された地域で自然が多く風光明媚な処である。早くから人が
住み着き歴史や文化もある。これらの地域の魅力を再発見し郷土愛の醸成に結びつけるよう
ウォーキングを兼ねた地域学習会を開催している。今年は、「寺沢川の源流＆噂の現場を訪ね
る」を実施した。好評であった。

岩鼻
「味噌作り体験教室」 （今後開催予定）
　岩鼻地区内にある味噌加工センターを利用しての味噌作りを２班４０人定員で開催する。

大類

「こどものつどい（もちつき大会）」【地域づくり活動協議会共催】
　古里部会と協力。公民館は公民館だよりによる広報等を行うとともに、図書ボランティアに
協力を仰ぎ、子ども相手の人形劇などを行った。
「しめ縄づくり」【地域づくり活動協議会共催】
　古里部会と協力。公民館は公民館だよりによる広報及び会場準備、写真撮影、片付け等で協
力。

滝川
※「短歌教室」
　地域の結束、仲間意識がさらに深まった。

堤ヶ岡
「お正月に飾るしめ縄づくり、神棚飾りと玄関飾り」
　地域に伝わる伝統文化を地域のご年配の方（講師）が若い世代の参加者に教え継ぐという形
をとり、結果的に地域の多数の方々の参加があり、地域内の世代間交流の場となった。

城南

※「笑いヨガ＆プチウォーキング」・・・一捻り、地域資源の活用
　笑いヨガの起源（発祥）を参考として、指導者に事前相談したうえで、近在の公園（高崎公
園、石原芝生公園）に出向き実施。会場までは往復約３kmあるため、参加は健脚の方に限られ
たが、新鮮な空気を取り入れての爽快感は格別で「疲れたけど満足度２００％」と好評を得、
指導者からも「主催者側の工夫は大変ありがたい」と評価を頂いている。
※「子育て・子離れを語るお茶会」
　地縁人材の活用（進行役：元城南小校長）、生活課題への取り組み、中間世代の参加促進の
ため金曜日の夜間に設定した。
　「人望の厚い元校長と10数年ぶりに再会した」という企画ボラの雑談をヒントに、「自分自
身のために利用する」ことの少ない中間世代の利用促進を狙った事業。進行役にその旨を事前
相談したうえで、テーマの指導・進行をお願いした。和やかな雰囲気の中で、進行役を始めと
して「今だから語れる経験談」や、若い世代の「これからの想い」を披露してもらい、予定時
間を大幅に超えても尽きぬ話し合いとなった。参加者ばかりでなく進行役にも「有意義な時
間」を過ごしてもらえ、「子育て」のように千差万別で「絶対的な正解のない」生活課題に対
して、改めて、経験や想いを共有することの大切さを知ってもらう事業となった。同時に、地
域や生活課題を考える施設としての本来性を、若干でも窺うことができた。なお、主事はテー
マとは別に、「身近な課題を考える場として公民館」を説明・案内し、利用を促した。

西
「スマートフォン体験教室」
　前年度受講漏れした方を対象に実施。ＩＴ化は進んでいるが、様々な理由から情報・通信技
術の利用に困難を抱える人の存在を認識した。しばらくは当該講座の需要は劣れないと思う。

東
「夏休みの小学生向け事業全般」
　人数が集まったという観点でみると、やはり長期休暇時とくに夏休みの小学生向け事業全般
が地域のニーズには応えられたのではないかと感じる。

北

※「クラフトテープで作るエコバッグ教室」
　紙紐（クラフトテープ）を使い、２回にわたりエコバッグの作製方法を学んだ。
※「編み物教室」
　別講座の受講生のアンケートから実施した講座であり、「ボトルカバー」作りを３回の連続
講座で完成させた。集中して編み物に取り組んでいた姿勢がとても印象深い。

18　うまくいった･手ごたえがあった事業　（　３７館　５６講座）
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城址

※「颯爽と躍動する高校球児への育成方法～コーチとしてのあゆみ～」
　普段公民館を利用しない３０～４０代の指導者（子育て世代）や小学生から大学生が参加
し、公民館の利用者の幅が膨らんでいる。また宣伝効果があるため、他の事業への参加者も増
加している。

佐野

※「ヘタでいい、ヘタがいい！大人のための絵手紙教室」
講座の構想段階で第２ブロック内に講師としての指導力を持つ方がいるとの情報を得たの

で、交渉のうえ講師デビューしていただいた。地域人材の発掘に至ったことと、講座内容が充
実していたことから、講座終了後に受講者有志の話し合いにより絵手紙サークルが発足するに
至ったことに手ごたえがあった。

塚沢
※「沖縄三線　体験講座」
４回にわたり、楽譜の見方を学び、沖縄三線の指導していただいた。最終回には、受講者全

員が１曲演奏することができた。また講座終了後に自主サークルが立ち上がった。

東部

※「あしこし健康体操」
これまで、若年者向けのボディーエクササイズ講座は開催していたが、高齢者向けの運動講

座がなく、利用者からの要望を受けて実施。親しみやすい講師と、誰でも楽しく運動できる内
容で参加者から好評であったため、次年度においても実施したい。

中居

※「中居健康体操教室」【再掲】全１０回
高齢者を対象にした緩やかな動きを中心とする運動教室で、自宅ではなかなか続けられない

運動ができることや講師の指導が分かりやすく親しみやす雰囲気であったことが好評価へとつ
ながり、参加者からこのまま運動を継続したいという意見が多く聞かれた。
※「パン作り教室～ブーランジェ(パン職人)からフォカッチャの作り方を学ぼう!!～」【再掲】
　受付開始早々に定員に達した新規講座で、オーブンの容量から最大受入数を１２名とした
が、キャンセル待ちも多く発生した。地元で活躍する若手のパン職人を発掘したところ、現役
から指導を受けられることに加え、講師の人柄や指導の巧みさで次回開催の要望も多かった。

矢中

※「親子で楽しくクッキング」
夏休みに親子で料理作りをすることによって、普段体験できないことを学び、親子の絆を深

めることを目的に実施した。参加者から「親子で料理をする時間が少ないので良い経験になっ
た」「子どもを見直した」との声が聞かれた。

中川

※「話下手さんのためのスピーチ術実践講座」
プロアナウンサーを講師に招き、平日夜間に３日間連続講座を開催。発声方法や人を惹きつ

ける話のまとめ方など、すぐに使える実践テクニックを学んだ。定員に達したばかりでなく、
欠席者もほとんど出ないほど熱心に受講してくれ「こんな素晴らしい講義を受けたのは初め
て」「こうした講座を待っていた」などと参加者から非常に好評であった。

浜尻
「まちたんけん」「ちいきの人とふれあおう」

浜尻小２年生、長寿会、公民館利用サークル、浜尻小教諭と関わった全ての人たちが、世代
間の交流を楽しんでいる様子が伺えた。

新高尾

※「大型布絵紙芝居教室」
親子サロンスタッフの元主任児童委員より相談を受け実施した事業。講師を紹介してもらう

とともに、チラシ原案作成や口コミによる参加者勧誘などで協力してもらった結果、想定を大
幅に超える参加者を集めることができた。また、紙芝居も素晴らしく、参加者にも大変喜んで
もらえた。昨年度まで行っていた「夏休みファミリー映画会」に替えて実施したが、好評で
あったため次年度以降も継続して実施する予定。
※「食と健康の講演会」
昨年度行った「地域ふれあい料理教室」の参加者、特に協力を依頼していた婦人会役員よ

り、講師の話を講演会形式で聞きたいとの要望が多く寄せられたことを受け、同じ講師に依頼
し講演会を開催した。婦人会共催とし、当日の受付などで協力を依頼した。参加者には大変好
評で、是非来年度も実施してほしいという要望が多く寄せられた。なお、１月以降に３回料理
教室を開催する予定となっており、講演会と連動して効果をあげられるものと思う。

北部

※「０号館夏祭り」
０号館・町内会・公民館の協働による夏祭りだったが、打ち合わせを何度か開催できたので

相互に顔見知りになることができた。また近隣保育園へ開催のチラシの配布依頼をしたとこ
ろ、多くの親子が会場を訪れた。
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六郷

「ベビーマッサージ＆ベビースキンケア」
　講師と相談し、回数を増やし内容を深くするとともに、協力者を追加し、講義の際のフォ
ローも十分行える体制にした。講座最終日に、受講者から自主的に続きの講座を開催したいと
の相談があり、状況にあわせた開催方法をアドバイスして貸し館をした。

長野

「レアチーズケーキ作り教室」「子ども手作りパン教室」
　上記のような物作り講座は、比較的早くに募集定員に達し、参加してくれている。
※「クリスマス会」
　講座の中で「消防避難訓練」も実施。実施後の消防車の見学では、スマホや携帯電話等で親
子で撮影をしていたのが、印象的だった。

箕郷

「フィットネスヨガ」
　午後７時から開設したフィットネス・エクササイズは、一般的な講座の受講者の年齢層から
一世代若返った。実施時間の工夫で、「若い世代」の取り込みが可能であると考えている。

◎主題「自然に親しみ心豊かな感性養成事業」
　目まぐるしく変化する状況下、公民館の役割がクローズアップされている。人の温かさと心
配りが沁み、地域の絆をつくる公民館の一つの課題としている。そこで、自然に向かい心のゆ
とりを醸し出す事業を展開していくこととした。具体的には、以下のような事業に取り組ん
だ。
※「東国古墳めぐり」
　身近にある東国を代表する保渡田古墳群、観音塚古墳、総社古墳群、三津屋古墳、剣崎長瀞
西古墳をめぐり、その素晴らしさを味わい、心もリフレッシュできた。
※「榛名神社と榛名山オマン谷風穴」
　静寂で神秘的な榛名神社や古墳時代に大噴火した二ツ岳の爆裂火口オンマ谷の風穴など散策
することにより、榛名地域の歴史・文化に対する理解を深めること、地域住民との親睦を図っ
た。また、秋の山野草の観察やトレッキングをしながら、山歩きのよさを味わい、心のリフ
レッシュもできた。
※「みんなで創る　火曜塾　館外研修～上野三碑めぐり～」
　山名八幡の歴史、ユネスコ記憶遺産を目指す上野三碑をめぐり、歴史的価値を十分堪能する
ことができた。

豊岡
「はじめてのSNS教室」
　興味はあるが、なかなか活用することが出来ないSNSを高齢者を対象に開催した。こんなに
便利だと思わなかったと非常に好評だった。

八幡

「心に響く音楽会」「立川只四楼落語独演会」
　両事業ともたくさんの人に聞いてもらい、合間合間に盛んに拍手もある、大変盛り上がった
事業であった。聴衆者も大変満足してくれた事業であるが、住民参加型の事業ではないため、
何かもうひと工夫したい気もした事業であった。

鼻高

「わがまち鼻高　地域座談会」
毎年開催。公民館だよりで地域に特化した話題を紹介したところ、地域住民の中から自然発

生的に地域座談会をやろう。鼻高のひとづくり・まちづくりについて話し合おう。区長会や各
種団体と連携し、オール鼻高で住民参画型の地域づくりをやろうという機運が盛り上がった。

西部
「包丁研ぎ教室」
　切れない包丁を使っている方が多く、砥石があっても研げない方もおり、参加者の方が満足
して帰られた。

倉渕

※「楽しいバルーンアート」（前述「７」と重複）
　例年夏休みの時期に倉渕地区社会福祉協議会が開催している「そうめん流し」と同時開催。
相互に協力し参加者の利便性を図った。
※「影絵たごの羊だいゆう」（前述「７」と重複）
　高崎市社会福祉協議会倉渕支所（倉渕福祉センター）で活動している子育て応援団体と連携
し、影絵を上映。企画から運営まで全般について協力し開催。

下里見
※「肉まん、あんまん作り教室」
　倉渕公民館で実績があり下里見公民館でも実施した。事前に会場を下見してくれるなど滞り
なく開催できた。生地から具材作りまで本格的に行ったので参加者も楽しく参加していた。
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片岡

※「小学生ランニング教室（運動会）」※「小学生ランニング教室（持久走）」
　９・１１月に「ＮＰＯ法人 上州アスリートクラブ」による小学生ランニング教室を実施。
今年度は、片岡４校区（片岡、乗附、寺尾、城山）の共催事業として実施。一つの公民館では
参加者が限られてしまうため、片岡４校区で行うと参加者が多く、活気のある教室となった。

乗附

「夏休み子ども工作（親子でレジンアクセサリー）」
　親子はもちろん、友達とも楽しみながらレジンアクセサリーを作成していた。
「古典文学講座」
　地域に古典に興味がある人が多数いることがわかり、参加者は熱心に受講していた。

城山

※「小学生ランニング教室（運動会）」※「小学生ランニング教室（持久走）」
　城山小は、全校生徒が約８０人。小学生の講座が開催しにくい状況があるため、片岡４校区
（乗附、片岡、寺尾、城山）の共催事業として、実施。校区からは３名の参加。公民館単独で
事業化が難しい内容の講座を共催することで地域に受講機会を提供できた。

南八幡

「和菓子作り教室」「ちぎり絵教室」
毎年秋に食と芸術をテーマとした教室を開催しており、今年は「和菓子作り教室」と「ちぎ

り絵教室」を開催した。定員を若干下回ったものの、向学心盛んな方々が集まり、講師からの
技術の習得を見逃すまいとする熱心な姿が見られ、「大変ためになった。」「次回も是非開催
して欲しい」との声を多く聞く事ができ、企画した側として自信の持てる教室となった。

吉井

「夏休み子どもポスター教室」
　夏休みの小学生向け恒例事業として、たいへん人気のある教室。今年で１０年目となり、こ
れまで蓄積されたノウハウを駆使して指導にあたっている。受講者からは、毎年数多くのコン
クール受賞者が輩出されており、それが励みとなり好循環を生んでいるようだ。
「X’masケーキ作り」

ケーキの土台のスポンジを高崎市の形の長靴のかたちに作り、吉井町産の果物等で飾りつけ
る。吉井公民館には調理室がないため、講師に前日にスポンジを作成してもらう。（レイン
ボーブーツのX’masケーキ作り）

倉賀野
「現代民話　沖縄の戦争を語る」
　沖縄での戦争の悲惨な現実を語り、平和な世界が来るよう民話で参加者に語り伝える。

岩鼻
「フラワーアレンジメント教室」
　季節にあったモダンな生花を使い、現代風の生花の教室を２回コースで開いた。次回はクリ
スマスやお正月に似合う花を選定して再度の開催希望が多かった。

大類
※「タブレット講座」
　タブレットを実際に使用ながら学習する。スマートフォンの学習にもなり、再度の開催の要
望が非常に多かった。

滝川
「ふれあいフェスティバル」「子どもフェスティバル」「滝川ウォーク」等
　イベントにおいてはうまくいった。

金古

※「親子で楽しむヘアアレンジ～基本編～」 連携団体：群馬児童館母親くらぶ
　企画段階から連携し、子育て世代のお母さん達が興味関心のある上記講座を開設した。美容
師の先生から、子どものヘアアレンジを学び、親子や祖母・孫などで楽しく実践をしていただ
いた。他の講座よりも特に若いお母さん世代の女性に多くご参加いただき、公民館の利用者層
の拡大に寄与した。また、親子や祖母・孫などでの参加により、世代間交流を図ることが出来
た。

国府

「公民館夏祭り」
　去年は天候に恵まれず、屋内開催となったが今年は天候に恵まれ、去年以上の来館者で溢
れ、盛況に開催できた。内容も見直し、新規イベントを組み込んだりしたことが、来館者増加
に繋がったと思われる。

堤ヶ岡

※「図書ボランティア養成講座」
　会員数減少で存続することが危ぶまれていた堤ヶ岡公民館図書ボランティアに協力してくれ
る人材を育成することを目的に開講した。受講者のうち、５人が新規メンバーとして図書ボラ
ンティアに登録していただいた結果、貸し出し事務はローテーションに、読み聞かせはスタッ
フが充実したプログラムで実施できることに繋がった。長年の懸念だった図書室の模様替えを
１月以降に実施する予定。
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上郊

「おまつり広場」
いろいろなアトラクションがあるので当日の運営には生涯学習推進員、保護者、中学生の協

力をいただいて実施している。地域の多くの方が子どもの育成に関心を持ってもらえる機会に
なっていると感じられた。

金古南
足門

「公民館主催事業『金古南小学校児童作文コンテスト』」
　一昨年からは運営推進委員会で議論を尽くして作文のテーマを決定した。毎回応募作品は増
加しており、今年は２１４作品の応募があった。審査に当たっても小学校長をはじめ区長、生
涯学習推進員、図書ボランティアと多くの方々の手をお借りした。今年も優秀作品について
は、公民館だよりに掲載し地域に発信していく。

城南

※地域課題研修ステップ④「実践的介護講習」→　「中止」
　「介護者も被介護者も負担の少ない介護術」を地域の社会福祉法人の協力をえて、地域課題
研修の一環として予定したが、指導者以外の関係者との調整不足・行き違いがあったことによ
り、急遽中止とせざるをえなかった。行き違いに関しては、俗に「段取り八分」という面で慎
重さを欠いていた、反省しきり。なお、社会福祉法人には、同様な内容の中央公民館事業にも
協力をいただき、十分に理解をえており、当館において再度機会を探りたい。

西
「第１ブロック合同作品展」
　当館独自の開催がしばらくなかったことから出品需要が見込めるかと思ったが、会場の中央
公民館までの距離がネックになって１団体のみの参加となった。

東
　当館の事業に自動車で来館せざる得ない参加希望者を、駐車スペースの関係上、定員には満
たないのだが断らざる得ない状況があった。

北
　特に無いが、募集してからなかなか応募が集まらないこともあり、周知方法などＰＲの工夫
が必要であると感じた。

東部

※「夏休み！サイエンス・マジック」
　情報収集の不足から、全く同じ内容の講座を小学校ＰＴＡも企画・実施したため、募集人数
が集まらなかった。また、台風の影響により講座自体が中止となった。
※「初めての川柳」
　東部公民館で活動中の川柳サークルの高齢化・会員の減少が顕著であることから、サークル
活性化のため新規講座として開催。新規会員の入会を期待したが、入会まで結びつかなかっ
た。

北部

「作品展」
毎年開催している公民館利用サークルの作品展を、今年度は会場を高崎経済大学学園祭「三

扇祭」内に会場を借りて実施した。エレベーターが利用できたことで、２階が会場だったがス
ムーズに設営・撤収することができた。しかしながら、昨年と比較して７割程度の観覧者しか
会場を訪れなかった。

六郷

「科学工作教室～雷を発生させよう！」
　募集した方々が「おもしろそうな内容」と言っていただくことが多かった。材料集めが非常
に困難だった。部品（圧電素子）が講座中に壊れた物がけっこうあり、講師が予備としてもっ
てきた部品がなければ材料不足になるところだった。講座中に受講者の子どもの補助が予想以
上に必要で、受講者の保護者も手伝ってもらいどうにかなった。

長野

「夏休み子ども向けの事業」
　日程の都合なのか公民館だよりが周知されていないのか不明だが、毎年申し込みが少なく募
集に苦慮している。また、小学生向けの講座についても低学年の参加については、保護者同伴
としているが、保護者同伴だと仕事等の都合で避けられている感がある。

19　検討を要する事業　（　１３館　１２事業）
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八幡

「夏休み子ども英会話」
　当初は小学生低学年の部と高学年の部の２回に分けて行う予定であったが、高学年の部は参
加者０人のため中止し、低学年の部のみ行った。他の小学生夏休み宿題用の講座はお盆前だっ
たため、ある程度の人数が集まり、みな作品も完成していったが、この講座のみ宿題とは関係
ない英会話の講座であったのと、夏休み終わり間際で宿題に取り組んでいそがしい日であろう
こと、学校の行事と若干重なってしまったこと等が原因と考えられるが、参加者は少なかっ
た。次回は学校との調整、時期の再考も含め日取りを考えたい。講座自体は遊びの形式を取り
入れ道具をたくさん使った楽しむ英会話で、とても考えられている教え方であると感心した。

倉賀野
「親子の菓子作り教室」
　小学１～３年生と保護者に呼び掛けたが、和菓子のリース作りに３組の申込になり、講師と
協議し中止とした。

岩鼻
「写真入り年賀状を作ろう」
　公民館だよりや募集のチラシで参加者を募ったが１週間前で１名の希望者の為中止とした。
この地域にはこのような教室の需要が無いのか？

滝川
「心豊かな地域づくりのための懇談会」
　地域の団体等にも参加依頼をするものの人が集まらない。

国府
「親子フラワーアレンジ教室」
　参加人数が期待したほど集まらなかった。原因として考えられるのは、参加費用が他の事業
と比較して高かったのが一番の原因だと考えられる。

南

※「茶道体験教室」
　夏休み中の子どもを対象に、普段の生活ではあまり馴染みの無い茶道を体験する教室を行っ
た。
※「第１ブロック合同夏休み工作教室」　城南公民館で記述
※「第１ブロック合同作品展」　城南公民館で記述

城南

※「第１ブロック合同夏休み工作教室」・・地域人材（公民館利用者）の活用
　「地域人材、公民館利用者の活用例」として、第１ブロック各館に働きかけ、城南公民館利
用者を指導者として７館合同の工作教室を開催した。児童だけでは若干難しい課題で「保護者
同伴」を原則として実施しているため、地域人材の高齢者・保護者・児童の交流の場となって
いる。児童以上に保護者が真剣になる例も多く、児童との共同作業の機会にもなっている。予
定時間を過ぎても飛行実験に夢中になる姿もみられ、参加者の満足度の高い事業となってい
る。指導者については、通常の公民館活動（パソコン講習）とは異なる分野で活躍して頂いて
いる。
※「失敗しない整理・収納術講習」・・・地域人材の活用
　講習の内容は、他館同様事業とさほど変わらないが、１回目の講習で基礎知識の習得と家庭
での実践を促し、１月ほど期間をあけ、２回目で「家庭での実践の振り返りと再挑戦」を促し
ている。なお、指導者は地区在住のアドバイザーに依頼している。
※「第１ブロック合同作品展」・・・各館独自開催の代替案として試行
　作品展（展示会）は、文化・芸術系の住民・利用団体の活動支援として、現在７館中４館で
独自開催しているが、いずれも高齢化や人手不足により将来的な開催が危ぶまれ、その代替手
段として７館合同作品展を試行した。幅広い分野の秀逸な作品が出品され、来場者からは「す
ばらしい作品が多く、３日間開催ではモッタイナイ」との評価を頂いている。実施まで様々な
面で「難産」でもあったが、少なくとも「開催していない・できない館の利用者にも展示機会
を創出できた」と自己評価できる。

城東
※「第１ブロック合同夏休み工作教室」　城南公民館で記述
※「第１ブロック合同作品展」　城南公民館で記述

西
※「第１ブロック合同夏休み工作教室」　城南公民館で記述
※「第１ブロック合同作品展」　城南公民館で記述

東
※「第１ブロック合同夏休み工作教室」 城南公民館で記述
※「第１ブロック合同作品展」　城南公民館で記述

20　前述以外の新規事業　（　２６館　８１事業）
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北

※「冬休み子ども卓球教室」
　冬休みに開催し卓球の基本を教わり、友達と楽しく卓球でさわやかな汗を流した。
※「第１ブロック合同夏休み工作教室」　城南公民館で記述
※「第１ブロック合同作品展」　城南公民館で記述

城址

※「子育てのコツ」
　子育て世代や子ども支援に関わる方を対象に専門医師が子育てのコツについて説明した。
※「第１ブロック合同夏休み工作教室」　城南公民館で記述
※「第１ブロック合同作品展」　城南公民館で記述

佐野

※事業名「手仕事を楽しもうⅡ！パッチワーク・入門編」
公民館利用者からの希望を受けて企画を練っていたが、当方の意向とマッチした講師を見つ

けることができ講座の実現に至った。受講者の目標の一つには２月に実施する公民館作品展へ
の出品により成果を地域住民に披露すること。

塚沢

※「より良い人間関係のつくりかた」
※「筆ペンを上手に使える講座」
※「軍手を使って歩く人形をつくろう！」
※「親子で体験「気」ってなぁに？」（30年1月開催予定）
※「親と子のキズナづくり～おこらない子育てのヒント～」（30年2月開催予定）

東部

※「染物体験　大判シルクストール」
　東京手描き友禅伝統工芸士から友禅の知識を学び体験する。
※「夏休み！昆虫立体切り折り紙教室」
　小学生向け講座。リアルな昆虫を立体切り折り紙で作製する。
※「なるほど！歴史講座」
　日本の歴史を学び、その時代背景を理解する。
※「プリザーブドフラワー教室」
　プリザーブドフラワーでクリスマスリースを作製する。
※「ベビービクスと親子ビクス教室」
　乳幼児・幼児とその保護者を対象としたスキンシップとエクササイズの実技指導や育児相
談。
※「自分ノート作製講座」
　自分らしい最後を見つめなおすための自分ノート作製の指導。
※「オカリナづくりと演奏」
　オカリナを自作し演奏の基礎を学ぶ。また、東部公民館オカリナサークルの活性化を目的と
する。

中居

※「中居ヨガ教室」
健康増進効果が期待できるヨガの動作を学んだ。

※「東京手描友禅伝統工芸士から学ぶ染物教室」
　伝統工芸士を講師に、シルクの大判ストールを化学染料で染色して作品を作り上げた。
※「プリザーブドフラワー教室」
　御所車を模る容器にプリザードフラワ-などを飾り付けて正月の飾り物にも使える作品を仕
上げた。
※「スポーツ吹矢体験教室」（30年2・3月開催予定）
　スポーツにゲーム要素も取り入れた吹矢で体力向上の一助とする。

矢中

※「おもしろ科学工作教室」・・・小学生を対象にカラフルな海ホタルの製作
※「子ども陶芸教室」・・・小学生を対象に土を使った茶わん・皿の製作
※「手話で話そう」・・・成人を対象に手話の基礎を学ぶ
※「クラフトバッグ作り教室」・・・成人を対象にクラフトバッグの製作
※「スマートフォン体験講座」・・・成人を対象にスマートフォンの体験講座

浜尻
※「和菓子作り教室」　※「必ず役立つ・整理収納術講座」
※「古布で作るショルダーバック」

長野

※「沖縄三線体験講座」　※「ナチュラルクリーニング」　※「浴衣着付け教室」
※「クリスマス会」　※「成長期のためのスポーツ障害予防教室」数年前には実施した経緯あり。
※「スマートフォン体験教室」（30年1月開催予定）
※「ガトーショコラ教室」　※「ハーバリウム教室」（30年2月開催予定）
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八幡
※「夏休み子ども習字教室」　※「夏休み子どもポスター教室」
　両方とも小学生向けの講座で夏休みの宿題を完成させるために開催した。皆真面目に取り組
んで、その場で宿題を終らせて帰ったので良かった。

倉渕

※「スマートフォン体験講座」　※「使えるスマホ講座」
スマートフォンの使い方を初心者向けに開催。また使っているうえでの疑問に答える講座を

開催。
※「公民館紹介リーフレット「おいでよ倉渕公民館」の作成」

小学生むけに公民館を紹介したリーフレットを作成し配布。

下里見 ※「デジタル一眼レフ初心者入門講座」

片岡
※「そば打ち体験教室」

初心者の方を対象に、そば打ちの技法について学んだ。

南八幡
※「夏休み子ども発明工夫教室」　※「沖縄三線体験講座」
※「フィットネスフラ教室」　※「骨盤エクササイズ教室」　※「そば打ち教室」
※「冬休み子どもモーター作り教室」

吉井
※「バウンドテニス教室」　※「気楽に学ぶ憲法のおはなし」　※「吉井第九合唱団」

地方創生を主眼とした地域活性化及び地域づくりのための事業である。講師の先生方と綿密
な打ち合わせを行い、事業を実施した。

倉賀野
※「輪投げ大会」（30年2月開催予定）
　長寿会、民生委員などを中心に実行委員会を設置。９本の輪を３回投げて入った合計点数に
よる。今年度実施後に競技内容を検討する。

滝川
※「ブローライフル教室」
　呼吸運動を利用して的を狙う。

京ケ島
※「ブローライフル教室」　ブローライフル競技の習得。
※「ベビーマッサージ教室」　ベビーマッサージの習得。

金古

※「スポーツ吹き矢教室」
　社団法人日本スポーツ吹矢協会から講師をお招きし、参加者にスポーツ吹き矢を体験しても
らった。講座も盛り上がり、その後、定期利用団体へと発展した。
※「冬休み！子ども書初め教室」
　夏休みに開催した「夏休み！子ども書道教室」が好評であった為、金古小学校長のご発案で
開催した。書家の先生に、小学生の書初めの指導をしていただいた。

国府

※「エコクラフトDEバックチャーム」　※「布スリッパ作り教室」
※「エコクラフトDEぐんまちゃんBOX」　※「切り絵にチャレンジ」
※「上野国分寺まつりのために講座」
※「スィーツデコペンシル&レジンキーホルダーを作ろう」　※「文学講座：方丈記」

金古南
足門

※「メジャー付き針刺しと小物入れ作り教室」
布生地を材料として、作り方の工夫により簡単に亀の形のメジャー付き針刺しとキーなどを

入れる小物入れを作成した。

城南

　主要の主催・共催事業のＰＲは、「予定・計画」として事前ＰＲするとともに、上半期・下
半期の２期で「特集号」を組み概要報告している。また、地域情報や、新規の公民館利用を促
すための広報や主催事業に関する意見・要望等の募集、企画・運営への参画案内などを随時実
施している。

城東
　高齢者向けに見やすさと分かりやすさを心がけ、文字を大きくしたり、記事をあまり詰め込
まないようにしている。

西
　今まで印刷した原稿を使って製版していたが、写真部分が鮮明でなく苦慮していた。印刷機
にパソコン接続用のジャックを見つけ、データ直結で製版したところ、ほぼ原稿どおりの印刷
面となった。

21　公民館だよりの活用についての工夫　（　３６館）
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東

　公民館だよりを回覧する場合、東地区では回覧板に上止めと左止めの両方が混在するので、
両面印刷にすると裏面が見にくくなってしまう。そのため、枚数は多くなってしまうが、両面
印刷はせず複数枚で印刷し回覧している。また、複数の事業紹介のときは、上下に並べずに左
右に並べるようにしている。これは上からちょっと読んだだけで、どの事業が今度行われるか
分りやすくするためである。

北 　講座情報は、なるべく表面にくるように大きくかつシンプルに作成し掲載している。

城址 　字をなるべく大きく、読み易いデザインを心がけている。

塚沢
　毎月１日号と１５日号を必ず作成し、情報提供している。文字を大きくし、わかりやすい表
現を心がけている。地域の出来事（例：スポーツ大会・芸能祭等）も掲載している。

東部 　写真を取り入れて、参加者が講座のイメージを掴みやすいように工夫した。

中居
　各記事の見出しを目立ちやすいフォントにして文字のポイントも大きくしている。また掲載
情報も全体的に文字を大きくして、高齢者も読みやすいように配慮している。さらに、掲載内
容を捉えやすいようにイメージイラストや画像を添付している。

矢中
　地域住民へ配布するとともに地域にある幼稚園、保育園、小・中学校にも配布して、教職員
に公民館事業への理解を深めていただいている。

中川

　講座募集に際しては、文字情報（テキスト）は極力少なくして、読み手の目を引く「写真」
「タイトル」を掲載するよう心掛けている。講座情報だけでなく、地域活動に取り組む団体の
紹介や、町内行事の様子を紹介する「中川まちかど通信」を掲載することで、地域づくり活動
をバックアップするツールとして公民館だよりを活用している。

浜尻
　地域づくり活動協議会等の行事について毎回掲載、スポーツ大会等では詳細な結果の報告、
公民館主催事業の報告を毎回掲載し公民館や地域でどのようなことが行われているのか知って
もらえるように工夫した。

新高尾
　新高尾公民館HPのURL及びQRコードを掲載している。また、高齢者が読むことを考慮し、で
きるだけ大きな文字を使い、シンプルで見やすい構成を心がけている。

北部
　なるべく写真を多く載せて、読み手の興味を引くようにしている。（写真に写っている人に
は、撮影時に公民館だよりに掲載することを説明した上で同意を得ている。）

六郷
　講座の情報を回覧が回り終わる頃（約半月）に募集開始になるよう掲載している。できる限
り関係団体の情報も掲載して、良い関係を作るようにしている。

長野
　公民館だよりに、写真やイラストを使用して、読みやすくして興味を持っていただけるよう
努力している。また、地域づくり活動協議会主催の事業も、写真等で紹介するようにしてい
る。

箕郷
　募集のためのレイアウトを見やすくなるよう工夫している。公運推、生涯学習推進員に配布
し、意見や提案をいただいている。

豊岡 　高齢者にも見やすい紙面づくり。

八幡
　募集事業は定員に達するまで何回でも載せるようにしている。回覧板はさらっと見る人がほ
とんどなので、しつこく載せるくらいが自分が参加したい講座があると気づくためには必要と
感じている。

鼻高
　ただ単なる公民館事業の募集記事だけでなく、地域のコミュ二ティ紙として発刊している。
裏面を活用した「わがまち鼻高」という特集記事を連載し、地域に限定した歴史文化・史跡・
民俗・産業等掲載し、郷土愛の醸成を狙っている。

西部 　実施事業の報告についても掲載し、講座の実施状況を知ってもらい、次回の参加を促す。

倉渕
　地域や季節の特色、講座の内容などをイメージしやすいようオリジナルのイラストを使用し
ている。地域の学習活動の紹介や事業についての見出し記事を掲載。

榛名
　公民館だよりの表面右下に「榛名公民館だより○月○日号」と表示することで、回覧板に挟
まってくるたくさんの印刷物の中から見つけてもらえるように工夫している。

下里見
　公民館主催事業の報告を毎回掲載し公民館でどのようなことが行われているのか知ってもら
えるように工夫した。
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片岡 　字を大きめにする。主催事業を表面にする。講座内容に合わせた色紙にする。

城山 　公民館だよりは全戸配布。公民館事業の他、地域の情報も掲載している。

南八幡
　大きな文字で分かり易い文章表現で発行するようにし写真データをできるだけ取り入れるよ
うにしている。また、昨年度より「南八幡の散歩道」と題して、南八幡地区の歴史・風土等を
簡単に紹介するコラムを連載している。

吉井
　スマートフォンの普及にともない、回覧時だけでなく、いつでも携帯電話で確認できるよ
う、当公民館だより独自のＱＲコードを作成し、掲載している。

倉賀野 　読みやすく、分かりやすくをモットーに心掛けている。

岩鼻 　公民館事業の周知を図り、地域住民に対する情報提供をきめ細かく行う。

大類
　実施する講座などについて、参加者募集の案内などを載せる。場合によっては号外を作成し
て小学校生徒数分を配布している。地域の行事や、地域団体の情報を掲載している。

金古
　公民館の講座情報を、イラスト等を使用し、分かりやすく、申込みしたくなるよう意識し掲
載している。また、折に触れ、講座や行事の実施報告を写真入で掲載し、地域へ周知するよう
努めている。

国府

　毎月同様なレイアウトに心がけ、内容も簡単に簡潔にまとめ住民にわかりやすく見やすくし
ている。文字のファントを大きめにし、文字やイラストなどを詰めすぎないようにして何を伝
えたいのかわかりやすくしている。主催講座の写真や利用団体の作品なども載せるようにし、
また、地元で行われている情報なども掲載している。

堤ヶ岡
　表面には講座や地域についての今後のお知らせ、裏面にはこれまでの事業報告活動報告を掲
載するというスタイルを一貫させ、見る人にわかりやすい公民館だよりを常に意識して作成し
ている。

上郊
　少しでも目を通してもらえるように、地区の行事カレンダーを載せたり、公民館の活動内容
を知ってもらうために、事業報告の写真を多めに使って作っている。

金古南
足門

　毎月１日号を地域情報誌として、主に地域のローカルニュースを掲載し、１５日号には主に
公民館の情報を掲載している。毎年公民館運営推進委員会で意見をいただき、見る人にわかり
やすい地域にねざした公民館だよりになるように工夫を重ねている。

南
　週１回の貸出し日以外にも図書を借りたいとの要望があれば、主事がいる時で貸館を行って
いない場合には図書貸出しを行っている。

城南

　「室」の活用は、他館でも同様だが、貸出しや主催事業の会場としている。
　「図書利用の促進」については、「新規購入図書や貸出しランキング」など、だより掲載や
館内表示で広報し、お薦め本として、「話題の図書」を玄関に掲出し、図書ボラによる貸し出
だけではなく、「貸出し日時以外での職員（臨時職員）対応」も実施するなどにより、長期の
低落傾向に歯止めをかけている。

城東
　図書ボランティアの考え方や意見を尊重し、公民館があまり干渉しないで、図書ボランティ
アの能力を発揮してもらう。

西
　使用できる部屋以上に定期利用団体が多いため、図書室を臨時の会議室として利用できるよ
う会議用机とパイプ椅子を常備している。

東

　平日の職員勤務時間内は、図書室は誰でも自由に出入りできるよう開けている。図書の貸し
出しも同様に、平日の職員勤務時間内は常に行っている。なるべく多くの人に本を借りてもら
うように取り組んでいる。また放課後の小学生の活動場所や、子育て講座に参加した親子の交
流の場としての活用も行っている。

北
　図書ボランティア活動日以外にも自由に出入りできるよう開放し、図書の貸出しを行ってい
る。より多くの人に利用してもらうように取り組んでいる。

22　図書室の活用についての工夫　（　３３館）
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城址

　「図書貸出事業」（前述１２に記載のとおり）
　当館館内２Ｆにある図書室について、臨時の会議室としても活用できるよう、館内の備品の
一部を移動して長机とパイプ椅子を仮設置してある。会議中に通常の図書閲覧・貸し出し希望
者が来館した場合には人の出入りが生じることもあるが、それでも椅子が使える部屋が他に空
いていない場合などに図書室を会議室として活用することについて、館利用者からの需要があ
る。

佐野
　冬休みに実施する子ども向け映画会は本年度２回に分けて実施するが、そのうちの1回は図
書の貸出し日時に合わせて図書室内で行うことで図書室の周知と図書室の活用についての啓発
を行う予定である。

塚沢

　図書ボランティアと適宜情報交換をしている。
　休館日を除く毎日午前９時から午後９時まで（夜間の貸館が無い場合は午後５時１５分ま
で）セルフサービスにより図書貸出をしている。読みたい本をリクエストする「リクエスト
箱」を設置し、利用者の要望に応じている。

東部

　図書の貸出しについては、平日の利用を可能にしている。
　夏休み期間は、県の『クールシェア事業』に参加し、クールシェアスポットとして子どもか
ら大人まで、学習の場として図書室を開放している。
　子育て支援として、一般から図書室用のおもちゃの寄付を募り室内に配置。こどもの遊び場
や子育て世代の交流の場として開放している。

中居
　図書ボランティアの活動日以外でも、定期サークル等による図書室の利用がなく、職員が在
館している時は図書の貸出を行なっている。また利便性を考慮し開館時であればでもいつでも
返却できる返却ボックスを玄関に配置している。

矢中
　公民館の全室がふさがっている場合には、図書室を利用していただいている。また「親子リ
トミック教室」等の子育て支援講座がある時には、控え用として使用している。

中川

　本を探しやすいように、書棚に著名作者・ジャンル・五十音などの表示プレートを設置して
いる。貸し出し図書の新刊本を紹介する際は、視覚的に訴えられるよう、出版社に表紙使用許
諾を得たうえで、公民館だよりに本の表紙画像を掲載している。貸出・予約方法などの流れを
写真やフロー図を使って、公民館だよりで定期的に紹介している。

浜尻
　公民館だより（回覧）、小学校、学童クラブ、井野児童館、地元幼稚園へのチラシの配布。
　図書室が別館になるため、公民館の玄関にボードを設置し、開館時間や新刊図書やおすすめ
図書のアピールを行った。

新高尾
　館長の発案により、各地の図書館で導入が進んでいる読書通帳に倣い「どくしょのしおり」
を作成し、図書室を利用する児童に配布することで、利用者の読書活動の充実を図っている。

北部
　図書室入口に、本の感想を書いたシート（ビブリオシート）を掲載し、本を選ぶ際の参考に
してもらっている。

六郷
　図書ボランティアによる図書の貸出日以外にも、主事在館中は返却貸出を可とすることで、
利用率を上げるようにしている。
　会議にも向いている部屋なので、貸し館の際に利用目的と人数が合えば案内している。

長野
　公民館だよりで、図書室開館日、利用日、読み聞かせや市立図書館蔵書の取扱い、新刊本に
ついてなどを紹介している。

箕郷
　親子で来室されることが多いので、子ども向けの絵本を中心に揃えている。
　子ども達が来室しやすいよう、季節ごとに室内のレイアウトを工夫している。

八幡 　需要の高い新刊本は目立つ場所に新刊本コーナーを設け、借りやすい様にしている。

倉渕
　貸し出し及び返却について、自己申告の貸し出し方法を取り入れ、気兼ねなく図書の貸し出
しをしてもらえている。毎月の新着本の案内を公民館だよりに掲載していることに加え、夏休
みの課題図書について、夏休み子ども向け記事として掲載。

下里見
　平日の職員勤務時間内は、図書室は誰でも自由に出入りできるよう開けている。
　ホワイトボードを使って行事予定などをお知らせしている。

片岡 　図書室の蔵書整理と台帳の整備を開始。
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城山

　図書室の蔵書整理と台帳の整備。
　ボランティアと公民館職員一帯となった利用促進を始めた。双方が意見交換を意識して行
い、校区の状況（小学生の減、高齢化、新しい住民が少ない）などを考慮した図書室運営を考
えている。

南八幡
　図書の分類を子ども向けの絵本、紙芝居、図鑑に分かりやすく分類し、大人向けの図書は、
新刊本を入口の付近に置くなど、手軽に欲しい図書が探せるようにしている。また、新刊図書
購入情報を公民館だよりに掲載し、地域住民に広く図書室利用を促している。

倉賀野 　本を探しやすく、整理整頓を維持しつつ、さらに活用しやすいように心掛けている。

岩鼻 　貸出しボランティア団体等とコミュニケーションを図り、利用時間等の周知に努めている。

大類
　公民館だよりに毎号開館日を掲載している。
　新刊図書入荷時にはリストを公民館だよりに掲載。

金古
　通常の図書貸出以外に、サークルによる「パソコン教室」への部屋貸出し、放課後の小学生
向けに宿題などの自習室としての利用に活用している。

国府
　子どもの利用がほとんどなので子どもが借りそうな図書をわかりやすく探しやすく陳列して
いる。会議室が少ないので利用団体に貸す場合がある。

堤ヶ岡
　図書ボランティアによる貸出日以外でも、図書室が団体等への貸出や事業のない時は、職員
が本の貸出及び返却を随時受け付けている。

上郊
　貸し館の部屋が集会ホール、実習室、図書室しかないので図書の利用者が少ない午前中を中
心に定期利用団体に貸し館をしている。

金古南
足門

　職員の勤務時間内は、常に図書室を開放しており、床暖房もあることから子育てサークルの
活動の場になったり、講座受講後の参加者の団欒の場になったり、多用途に活用されている。
団体で利用する場合についても、貸切のような利用ではなく、いつでも誰でも気軽に利用でき
るようにしている。
　図書ボランティアが熱心で、図書室内の飾り付けや本の並べ方等たくさんの工夫がされてい
る。通路の掲示板やガラスケース等も利用し、いろいろなディスプレイをしてとっても楽しそ
うな図書室になっている。

城南

　高齢化・人口減少による利用減が著しいため、法令に触れるような使用以外は、ガイドライ
ン等に示される方針以上に柔軟に受け入れている。ただし、申し入れの際の「活動内容等の聞
き取り」は、「他の館で、そこまで聞かれたことがない」と言われるくらい慎重に実施してい
る。

城東
　事業や講座を計画する際に、できるだけ、定期利用団体が使用する日時、部屋と重ならない
ようにしている。

西
　２階の講義室は人気が高く、新規のサークルはほとんど利用できなかったが、午後の部を２
回に分割したところ新規サークルの受け入れが可能になった。これから月間利用回数の減少、
１回あたりの時間の減少が必要かと思う。

東
　今までどおり、アットホームな雰囲気をだしつつ、街カフェ風おしゃれ公民館をめざしてい
る。部屋の貸し出しの際は、部屋の入り口にブラックボードで利用団体を明記し、利用者に
とっても分りやすいよう心がけている。

北
　より多くの団体が利用できるように、午後の利用時間：午後１時から午後５時を①午後１時
から午後３時　②午後３時から午後５時に分けたり、月の利用回数を１団体２回に制限したり
している。

城址
　新規公民館利用希望者には丁寧に空きのある部屋や時間帯を説明し、その後定期利用団体と
して継続利用の希望が出た場合でもその中で折り合いをつけてもらうよう窓口対応での努力を
行っている。

23　公民館の部屋の貸し出しについての工夫　（　２８館）
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佐野

　募集定員の少ない物づくりの講座は実習室（調理室）から図書室へのシフト、また会員減少
により大きな部屋が必要なくなったサークルに対して、活動に適合するようならば図書室を利
用するよう案内している。実習室の実習台がやや高いので図書室のテーブルの方が使い勝手が
良い場合もある。

塚沢
　「貸し館チェックシート」の記入により、部屋使用後の清掃などのマナーの徹底を図ってい
る。

東部

　土日・夜間の管理は、警備会社による機械警備を導入しているため、利用者自身に鍵の開閉
をお願いしている。鍵の誤操作による、警備の出動事例が多発しているため、鍵とマニュアル
を一つの袋にパッケージして貸し出すようにした。また、出入口や鍵の返却ポストにも、操作
の再確認を促す張り紙を設置するとともに、定期的に適正利用に関する文書を配布し注意喚起
を行っている。

中居

　木曜日の午後、金曜日の午前は主催事業用として講義室を確保しており、定期利用団体の登
録をせず、主催事業を実施しないことが確定した後に希望があれば貸出を行なっている。また
月曜日は原則管理人が週休日となるため、防犯上の観点から夕刻以降は貸し出しを見合わせて
いる。

矢中
　多くの人に公平に利用していただくために、１回の利用時間を２～３時間、月の利用回数を
４回程度にしていただいている。また申込み状況に応じて、普段使っている部屋を別の部屋に
変えていただく場合もある。

中川
　定期利用団体などと部屋の貸出が重複しないよう、育成会やＰＴＡ、長寿会などの地域団体
には、年度当初に年間計画書を提出してもらっている。

浜尻
　育成会、学童クラブなどにＰＲしたところ、育成会のかるた大会の練習など、多くの利用が
あった。

新高尾

　当館では、従来使用申請に際して受付にある予定表に各自で使用室欄へ団体名・時間を記入
する事としていた。昨年度から予定表の記入欄を大きくし、書きやすくした。また、定期利用
団体の安定的な活動のため、定期利用団体は団体名をあらかじめ印字しておくこととした。こ
の形式にして１年半ほど経過したが、利用者に定着し順調に運用できている。

六郷
　貸し館不可の場合でも、利用内容から代わりの案を提案するようにしてできる限り利用でき
るようにしている。

長野
　問題のある利用団体には、代表者または講師に話をして、問題解決を図り、皆さんが気軽に
使えるように努力している。

箕郷
　工夫している点として、利用団体を対象とした説明会を開催し、公民館利用の注意事項を説
明している。
　困っている点として、団体によっては、利用後の清掃がいきわたっていないことがある。

榛名

　榛名公民館は、榛名文化会館との複合施設のため、会館の使用状況を確認して、公民館の貸
館制限を行う必要がある。（１）文化会館大ホールでの催しがある場合（特に入場有料の場
合）玄関ロビーでの開場待ち混雑を避けるため等の理由により同時間帯の貸館を制限する。
（２）文化会館小ホールでの催しがある場合、小ホールに隣接している第５研修室との間に防
音がされていないため、互いの音が聞こえてしまうことから、第５研修室を貸出ししないよう
に制限している。

片岡
　普段は比較的狭い図書室を借りているサークルに対して、空き状況に応じて広めの講義室を
貸し出したりしている。

城山
　公民館の予約一覧表を改訂し、利用者が予約状況（当該月）を閲覧できるようにした。⇒利
用者集計の簡略化

南八幡
　パソコンによる貸出しシステムを作成し、空いている部屋の検索、利用人数の把握、集計等
全てを一元管理し事務の迅速・効率化を図っている。

吉井
　当日のキャンセル等で部屋が空いた場合、他の部屋を利用している団体の希望があれば、部
屋を移動してもらうなど、臨機応変に対応している。

岩鼻
　公民館定期利用団体について、昨年より毎週利用から月３回の利用に協力依頼を行った。こ
れにより、月１度の新規利用者が入ることができるようになった。
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大類 　月間予定表を受付に掲示し、地域行事や市受入事業等で貸館できない日を表示している。

金古

　日頃から、貸館状況についてよく注意を払い、部屋の利用希望が重なってしまった際にも、
お断りするのではなく、ご相談というかたちで、他の部屋や日時をお勧めし、なるべくご利用
いただけるよう努めている。また、自館の部屋が空いていない場合には、近隣の公民館の空き
部屋情報を確認し、ご案内するなど、近隣施設と連携を取り、公民館施設全体の利用増進と利
用者の利便性向上に努めている。

国府
　子ども支援事業の中で、ボードゲーム・カードゲーム・ビーズアクセサリー作りなどを行っ
ている。

堤ヶ岡
　部屋使用団体の人数の変動や活動内容をできるだけこまめにチェック（把握）し、それに応
じて使用する部屋の変更等も「相談」の形で団体に勧めている。

金古南
足門

　生涯学習の拠点として、誰もが気軽に利用できるよう、利用者の気持ちを大事にしている。
定期利用団体以外についても利用内容を確認し、最大限ご利用いただけるように考えて窓口対
応をしている。

城南

　利用しやすい雰囲気づくりを心がけているが、少子高齢化・人口減少が著しく、古くてロ
ビーも無い利便性の低い館では、少数の従事者がいくら努力しても現状維持さえ難しい。市内
には同様な状況にある館が複数あり、そうした館の将来的なあり方について、教育委員会内
部、審議会等の外部を交え、様々な視点から展望する必要がある。根本的な問題に対する組織
的な対応も不可欠である。

城東
　公民館からのお知らせ、各種団体から依頼されるポスター、チラシ等を整然と貼り出した
り、並べたりして、利用者が見やすく、わかりやすくするよう努めている。

西 　ボランティアによりプランターに植えた花を１年中、欠かさないようにしている。

東

　アットホームな雰囲気をだしつつ、街カフェ風おしゃれ公民館をめざしている。館内には飾
りを施してあり、四季（春・夏・秋・冬）ごとに模様替えも行っている。明るい雰囲気作りを
心がけている。また玄関周りは利用状況が良く分るように、ブラックボードで案内をし、事務
室のカウンターも職員がいる時間は窓は常に開け、利用者には必ずあいさつを実施し、東公民
館に親しみをもって頂けるように心がけている。

北

　来館者に対する挨拶はもちろん、利用方法など親切丁寧な説明を心がけている。館内には各
月毎に定期利用団体の作品が飾られ、明るい雰囲気を作りだしている。玄関には当日の利用状
況をホワイトボードで案内をし、事務室の前に翌月の予約状況を示す大きなホワイトボードで
分かり易く表示している。

城址 　スリッパの整頓には注意している。部屋の利用の仕方にも繋がっていると感じる。

佐野
　より多く有益なチラシが館内に配架・目に留まってもらうように使い古しのクリアファイル
を加工のうえチラシを入れ、壁面や窓ガラスに貼付して掲示している。

塚沢
　チラシ等をカーテンレールを使用して掲示している。かなりの枚数を掲示することができ、
利用者からも見やすいと好評価を得ている。

東部
　パンフレットやチラシの掲示方法を見直し、手に取りやすく興味を引くよう工夫した。談話
コーナーに新聞ラックを設置し、居心地の良い空間づくりに努めた。

中居

　利用者に役立つ情報をより多く提供することを目的に、掲示・配布依頼のあったポスター、
チラシは、ジャンル毎に区別して可能なかぎりロビーや階段の壁面に掲示、配架する。また、
山野草教室の講師の協力により季節の山野草を玄関に置き、来館者に季節感を感じてもらえる
ようにしている。

矢中
　毎年６月と１１月に公民館西側の花壇に花を植え、来館者や通学時の小・中学生に鑑賞して
いただいている。また、毎年矢中中学校からペチュニアをいただき、玄関に飾り、来館者に鑑
賞していただいている。

24　公民館のイメージ向上のため、玄関周りやロビー等についての工夫　（　３７館）
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中川
　関係機関から送付される各種イベント告知や募集チラシは、分野ごとに分けて配置してい
る。「開催間近コーナー」と「新着情報コーナー」をロビー内の目立つ場所に特設し、来館者
が旬な情報を得られやすいよう工夫している。

浜尻

施設内のお知らせ等についてのアピール方法の工夫や季節に応じた飾りつけを行うことに
よって、利用者同士のコミュニケーションを図った。館内の整理整頓、清掃によって利用者に
気持ちよく利用してもらうように努めた。利用者と積極的に交流することによって公民館の対
応をどのようにしたら利用しやすくなるのか、求めていることに対して応えられるかを考え、
対応するよう努めた。

新高尾 　ロビー、受付周辺に散乱していた不用物品の撤去。チラシ・ポスターの整理など。

箕郷

　「掲示板」来館者が直ぐに正面玄関入って真正面に目がつくように掲示板があり、その掲示
板には「定期利用団体専用の案内スペース」と「公民館専用の案内スペース」の二つに分かれ
て設置してある。そこでは、定期利用団体の参加者募集用ポスターや公民館主催事業の宣伝用
のポスターなどを貼るために活用している。
　「ガラス窓用の戸棚①」掲示板の下にはガラス窓用の戸棚も設置してあり、その中には次回
開催される公民館事業で制作する品物などを見本として飾っている。
　「ガラス窓用の戸棚②」戸棚の上にはトレーが用意され、次回開催される公民館事業のチラ
シを置いている。
　「ガラス窓用の戸棚③」正面玄関を入ると左側にガラス窓用の戸棚が設置してあり、その中
には高崎学検定に関連した歴史の書架が置いてある。
　「ガラス窓用の戸棚④」その右側には同じようにガラス窓用の戸棚が設置してあり、その中
には不必要になった図書を一定期間陳列し、来館者に無料で配布している。
　「ガラス窓用の戸棚⑤」正面玄関中央部分には、ガラス窓用の戸棚が設置してあり、その中
には来館者の忘れ物や落し物を置き、所有者が見つかるようにしている。
　「ポスターやチラシなどの配布物」正面玄関左右には、県や市から来るポスターやチラシを
出来る限り多くの情報を来館者に伝えるために置くようにしている。
　「定期利用団体の連絡棚」１階廊下部分には、定期利用団体の連絡棚が設置してあり、通知
文など事務連絡をするために活用している。
　「１階ロビー」正面玄関付近には、１階ロビーも設置してあり、気軽にテレビや雑談ができ
るようにしてある。また、そこにはガラスケースが設置してあり、その中には過去に行った公
民館事業などの作品が飾ってある。
　「各会議室」テーブル１台が用意してあり、その上には次回公民館事業の宣伝用チラシや公
民館からの事務連絡用のチラシを置いている。また、各会議室の壁には非常灯が設置してあ
り、夜間に火災などで停電になった時に使用できるよう利用者の安全を考慮している。
　「階段の壁」掲示用のボードがあり、そこには利用団体の作品などを定期的に展示してい
る。
　「使用看板」当日、使用する団体は、事務室の窓口にて使用看板を預かり、この看板を会議
室のドアに掲げることになっている。各会議室の使用の管理は、鍵ではなく、この看板によっ
て行われている。この看板には使用日誌も挟んであり、職員と利用者が必ず顔を合わせる形を
取っている。また、コミュニケーションを取る手段として有効な役割を果たしている。
　「本日の予定」正面玄関入って右側の壁には、本日の予定のボードを設置している。来館者
や利用者が、どの団体がどこの会議室を使用していることが一目で把握できるように設置して
いる。
　「避難経路の確認」毎年４月になると、各団体に避難経路の確認をお願いしている。各団体
は、５月末までに普段使用している会議室から実際に自主避難訓練を全会員で実施していただ
き、避難経路確認報告書を公民館に提出させている。
　※「オープン公民館」４月１日から２８日までの間、オープンスクールと同じように、利用
団体協力により自由に公民館の中で団体の活動を見学ができる「オープン公民館」を行った。
目的は、この機会に、お友だちも誘って、色々なサークル活動を見に来てもらうために始め
た。
　※「箕郷公民館まつり」平成３０年３月１７日（土）、合併後初となる「公民館まつり」の
作品展を行う。公民館利用団体が主体となって、日頃活動している成果を「（仮称）箕郷公民
館まつり」を開催し、地域の皆さんに発表することにより、各団体への新規加入の促進と活性
化が図られ、また、公民館利用者をはじめ、家族や友人、そして地域市民がふれあうこと、交
流を深めることを目的に開催する。
　「利用団体研修会」平成３０年２月２４日（土）、地域づくり支援事業として、公民館を利
用する団体が自主的で民主的に運営が行われること、また、団体の会員が自らの精神的・身体
的な成長向上を図ることを目的に開催する。
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北部

　玄関正面に、最近開催した事業の写真を掲載している。開催からしばらく経過した事業写真
は、階段の壁面に掲載している。
　管理人による掃除状況がわかるよう、清掃管理票を作成し、公民館利用者の目に付くところ
に設置している。

六郷 　玄関とトイレを綺麗にするよう、やれることはやるようにしている。

長野
　ロビーの照明（蛍光灯）が接触不良で日中でも暗かったので、修繕したことにより、明るく
なった。また、地域の役員の方々のご厚意により菊を提供していただき、玄関前に飾って来館
者の目を楽しませてくれた。

豊岡 　玄関に音楽プレーヤーを設置し耳なじみの良い曲を流している。

八幡
　敷地一面アスファルトであるが、玄関横にプランターを置いて、いつも花が咲いているよう
にしている。

鼻高

　玄関の雰囲気で施設の概要が判断できるといわれますが、老朽化が進み照度不足で暗い感じ
だった鼻高公民館の玄関を、整理整頓し照明も入れ替え明るくし玄関らしくした。また玄関
ホール内にＢＧＭで音楽を常時流して、生涯学習・地域づくり拠点としての公民館としてイ
メージチェンジを図った。

西部 　公民館利用者や区長から提供のある盆栽等をロビーに展示している。

倉渕

　「事業のパネル展示」特徴的な事業である「道祖神の里めぐり」の写真や地域の方の応募に
よる「ありがとう川柳」の入選作を展示。
　「グリーンカーテン(夏季)」玄関外側にゴーヤを植え、涼しい環境を創出。
　「クリスマスツリーの展示」主催事業「英語でクリスマス」に参加した小学生が飾りつけた
クリスマスツリーを公民館ロビーに展示。
　「倉渕の写真展示(年４回入れ替え)」ロビーに倉渕地域の四季の写真パネルを掲示し、自然
豊かな地域をＰＲ。

下里見
　玄関周りにはブラックボードを使って講座の案内、行事予定を明記し利用者にとって分かり
やすいようにしている。また気持ちよく利用していただけるように、館内だけではなく館外
（敷地内）の清掃、除草などにも努めている。

片岡
　当館は、災害対策用に玄関前に自動販売機が設定されている。以前はゴミ箱が一つだった
が、カン用とペットボトル用にゴミ箱を二つ設置し、箱から溢れることがなくなった。

城山

　利用者が利用したくなる（してもいいかな）と思う施設の美化の励行。⇒下駄箱の塗装、各
室の不要物の撤去、館外（施設敷地内）の整理整頓。
　玄関ホールに休憩スペースの設置。公民館の外回りも定期的に清掃することだけでもイメー
ジ向上に繋がっているようです。

南八幡
　前述したが、上野三碑がユネスコの「世界の記憶」になったため、上野三碑に関連したパン
フレット、ポスター、のぼり旗を展示している。

吉井
　高崎市緑化運動推進委員会花いっぱいふれあい花壇原材料助成を春と秋の２回受けて、玄関
先等に花を植えている。

倉賀野 　季節を感じるよう生け花を定期的に飾り付けている。

岩鼻
　ロビーの利用申請や利用記録簿を置く机に、定期利用団体用の連絡ファイルを設けた。公民
館たよりや連絡通知等をそのファイルに入れて確認していただくように周知中。

大類 　玄関に花を置いている。掃除をこまめにしている。

京ケ島 　清掃。整理整頓。花を植える。

金古
　第一に清潔感が大切なので、毎日清掃を行っている。また、季節毎の飾り付け（春の桜、七
夕、ハロウイン、クリスマス、正月など）を行い、利用者からも好評をいただいている。

国府
　ロビーにあるチラシ等を来館者が興味をひいて持ちかええっていただけるような陳列方法に
している。冬になると日が暮れるのが早くなるので、玄関先に足元を照らすようなイルミネー
ションを設置している。
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堤ヶ岡

　公民館に親しみを感じてもらうため、臨時職員が中心となって、季節が感じられる飾りつけ
とか、主催事業等での成果物をロビーに展示している。
　図書室にもっと親しんでもらうため、１階ロビーに蔵書コーナーを設定、話題の本や新着本
をアピールする予定。（平成３０年３月を目途）

上郊
　ハロウィンリース、クリスマスオーナメントなど季節のものを、子ども支援事業で職員が子
ども達と一緒に作ってロビーに飾っている。

金古南
足門

　玄関・ロビーに季節に合った花や鉢植えを飾り、また主催事業等での成果物をロビーに展示
し、地域の皆さんが気軽にいつでも立ち寄れる公民館の雰囲気づくりに努めている。

- 61 -




